
A-01 特 記 仕 様 書 １

A-02 特 記 仕 様 書 ２

A-03 特 記 仕 様 書 ３

A-04 特 記 仕 様 書 ４

A-05

A-06 仕 上 表

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

電 気 設 備 工 事 給 排 水 衛 生 設 備 工 事

E-01 M-01

E-02 M-02

E-03 M-03

E-04 M-04

M-05

M-06

図 面 リ ス ト

建 築 主 体 工 事

E-05

特 記 仕 様 書

M-07

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

案 内 図 ・ 配 置 図

面 積 表 ・ 各 平 面 図

１ 階 平 面 図 詳 細 図

２ 階 平 面 図 詳 細 図

立 面 図

矩 計 図 １

矩 計 図 ２

屋 根 伏 図 ・ 天 井 伏 図

基礎伏図・床伏図・梁伏図・小屋伏図

法 規 チ ェ ッ ク

建 具 キ ー プ ラ ン

木 製 建 具 表

鋼 製 製 建 具 表

展 開 図 １

展 開 図 ２

展 開 図 ３

木 造 壁 量 計 算 書

壁 量 充 足 率 検 討 図

継 手 仕 口 仕 様 書

K-01

K-02

K-03

K-04

K-05

K-06

K-07

解体建物車庫・倉庫(2棟)平面図

解 体 工 事 特 記 仕 様 書

解体建物現況平面図・案内図

解 体 建 物 仕 上 表

解体建物事務所兼宿舎平面図

解体建物事務所兼宿舎立面図

解体建物車庫・倉庫(2棟)立面図

A-27 M-08

M-09

M-10

案 内 図 ・ 配 置 図案 内 図 ・ 配 置 図

電 灯 分 電 盤 図

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10

電灯コンセント設備１階平面詳細図

電灯コンセント設備２階平面詳細図

付 属 建 物 電 気 設 備 詳 細 図

幹線、弱電設備２階平面詳細図

幹線、弱電設備１階平面詳細図

照 明 器 具 参 考 姿 図

凡 例

M-11

M-12 施 工 要 領 図 ２

給 排 水 設 備 １ 階 平 面 図

冷暖房・換気設備１階平面図

換 気 設 備 ２ 階 平 面 図

施 工 要 領 図 １

凡 例

衛 生 器 具 表

換 気 計 算 表

桝 リ ス ト ・ 衛 生 機 器 表

冷暖房機器表・換気機器表

特 記 仕 様 書

付属建物矩計図・基礎伏図・小屋伏図

付属建物仕上表・平面図・立面図・建具

外 構 工 事 全 体 平 面 図 ・ 詳 細 図

株式会社

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事



（１．７．１～１．７．３）（表１．７．１）

１、工事場所

２、敷地面積

３、工事種目

延床面積（m2）建　物　別 階　数構　造種　別 梁　間（m） 桁　行（m）

８、建築材料等

９、特別な材料の工法 建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。但し、同等の

10、施工図等の取扱い

13、完成写真

12、完成図等

11、設備工事との取合い

ものとする場合は、監督職員の承諾を受けること。

なお、「評価名簿等による」と特記されたものについては、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築材料

設備材料等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」、長野県住宅部作成「長野県建築工事主要

材料製造業指定名簿」及び都市基盤整備公団による指定材料並びに法令等及び日本工業規格等の公定規格

により性能等が規定されており、その品質が保証されているものの製造業者製造の建築材料をいう。

14、設計ＧＬ

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

完成図（＊標仕表１．７．１による　・　　　　　　　　　）

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

施工図等の著作権に係わる当該建築物等に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

設計基準強度

５、最上階柱頭補強

４、既製コンクリートの

６、帯　筋

７、壁開口部の補強

８、梁貫通孔の補強形式

９、機械吊上げ用フック

10、圧接完了後の試験

取付け工法（種類）

高

厚さ（mm）

２ｍ以下

２ｍを越える

・

８ １、建築用コンクリート

ブロック

２、ＡＬＣパネル

３、押出成形セメント板

製造所　　評価名簿による。

種類　　無石綿タイプ（タイプⅡ）

製造所　　評価名簿による。

種類　　無石綿タイプ（タイプⅡ）　

・Ａ　＊Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ

・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ　・Ｆ　・Ｇ

＊８．４．５による

＊１００　・１２５

・１００　・１５０

・１００　・１５０

厚さ（mm）

・１２３５０　・３５３０

・９８０１　・５０９０

・１１８０　・１９６０

単位荷重（Ｎ／ ｍ2）

・外壁パネル

・屋根パネル

・外壁パネル

・間仕切パネル

補強コンクリートブロック造

１、監督員事務所

２、工事用水

３、工事電力

２

６ １、普通コンクリートの

表面の処理

２８ｄ

７ｄ

２、レディーミクスト

コンクリートの種類

設計基準強度 設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ ｍｍ2）

上記以外

３、セメントの種類

普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳＲ５２１０に示された規定の他、次の規

適合するものとする。但し無筋コンクリートに用いる場合を除く。

４、骨材の種類

５、混和材料

６、無筋コンクリート

７、コンクリート躯体

８、断熱材兼用型枠

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

ＭＣＲ工法は、せき版面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面凹凸状態とする。

高圧水洗工法の目荒らしは、水圧５０Ｎ／ ｍｍ2以上かつ２．５分／ ｍ2以上とし、施工

高圧水洗工法の目荒らしは、水圧５０／ｍｍ2以上かつ２．５分／ｍ2以上とし施工計画書を

監督職員に提出し、承諾を受ける。また、目荒らしの状態は、事前に監督職員に承諾を受ける。

３５２Ｊ／ ｇ以下

４０２Ｊ／ ｇ以下

仮

設

工

事

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

コ

ン

ク

リー

ト

工

事

章

１

適用工事種別

（手続方法照会先：（財）日本建設情報センター　電話Ｏ３－３５０５－２９７３）

・

鉄筋工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

木工事

金属工事

建具工事

左官工事

塗装工事

内装工事

屋根・板金工事

タイル工事

カーテンウォール工事

ブロック・ＡＬＣ工事

コンクリート工事

１、適用基準等

２、工事実績情報

（工事カルテ）の登録

３、建設廃棄物の処理等

４、品質計画

５、電気保安技術者

６、技　能　士

一

般

共

通

事

項

・ 建築工事標準詳細図

・ 敷地調査共通仕様書

・ 鉄骨設計標準図

・ 工事写真の撮り方（改訂第２版）建築編

・ 長野県建設工事写真 撮影要領

・ 長野県公共建築工事の手引き

・ 建築改修工事共通仕様書

・ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）

・ 工事現場の環境改善及び建設副産物の適正処理実施要領

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

建設大臣官房官庁営繕部監修

長野県住宅部施設課制定（下行の手引中に掲載）

長野県住宅部施設課監修（最新版）

建設省建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修

長野県住宅部制定

＊ 行う　　・ 行わない　　（適用は特記仕様書２５．２．（２）による）

＊ 構外搬出適正処理（適用は特記仕様書２４．２及び２４．３による）

また、集積・運搬・中間処理・最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

・ 引渡しを要するもの

・ 再生資源の利用を図るもの

・ 増築、改築、改修工事等による解体工事が伴う場合の建設廃棄物は別紙の解体工事仕様書による。

＊ 建築基準法に基づき定められる風圧区分等の適用工事

＊ 適用する　　　・ 適用しない

・ 風速（Ｖ０＝　　　　）

・ 地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）

・ 積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　　　）

・ ８章　・ ９章　・ １０章　・ １３章　・ １４章　・ １６章　・ １７章

＊ 適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・ 適用しない

植栽工事

その他工事

７、条件明示項目

１、埋戻し及び盛土

２、建設発生土の処理

３

土

工

事

（１．３．５）

（１．３．３）

（１．２．２）

（１．１．４）

（１．１．１３）

建築工事仕様

１、共通仕様

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事共通仕様書

（最新版）」（以下「標仕」という。）による。

２、特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、　・　印の付いたものを適用する。

・　印の付かない場合は、＊印の付いたものを適用する。

・　印と＊印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の（　）内の表示番号は、共仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）（別　　）は（５、３、７）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（５）製造所の「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

＊ 製作する　　・ 製作しない

製作方法　＊ 原図　　用紙（ ＊ トレーシングペーパーＡ１　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ マイクロフィルム（アパッチャーカード付き）

・ 配置図縮小版（Ａ３版マイラー紙）

・ ＣＡＤデータ （ ＊ ＣＤ　　・ ＵＳＢ　　　　　）

＊ 製本（原図のコピー、又はＡ３縮小版）

＊ カラー写真

・ パネル（木製枠）

・ カラースライド

＊ ２ 　

＊ ２ 　

＊ １ 　

外部（ ４ ）内部（各室２）

外部（　　）内部（　　　）

外部（　　）内部（　　　）

２４×３６以上

＊ キャビネ版　・ サービス版

＊ 半切　・ 全紙

＊ 設ける　　　・ 設けない

規模　・ １号　・ ２号　・ ３号　・ ４号　・ ５号

構内既存の施設　　・ 使用できる（ ＊ 有償　・ 無償）　＊ 利用できない

構内既存の施設　　・ 使用できる（ ＊ 有償　・ 無償）　＊ 利用できない （２．３．１）

（２．３．１）

（表２．３．１）

（３．２．５）

（３．２．３）（表３．２．１）種別　　・ Ａ種　　＊ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

＊ 構外搬出適切処理　　・ 構内の指定場所に堆積　　・ 構内の指定範囲に敷均し

・ 構内の造成に利用

５ １、鉄筋の種類

２、鉄筋の継手

３、鉄筋の最小かぶり厚

（５．３．４）

（５．３．２）

＊ Ｄ１６以下

＊ Ｄ１９以上

（５．２．２）（表５．２．１）

＊ 最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・ 耐久上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

表５．３．５の値に加える寸法（mm）

＊ １０柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

鉄

筋

工

事

９

シーリング材の種類（記号）

１、アスファルト防水

２、改質アスファルト

シート防水

４、塗膜防水

５、シーリング

（１～４についての保証）

サッシ廻り、外壁、内、外部取合い等

下表以外は、共仕表９．６．１による。

防水工事施工者及び請負者連名の保証書（１０年）を提出すること。

脱気装置

地下外壁防水

仕上げ塗料塗り

Ｙ－２工法の保護シート

施工箇所　　

３、合成高分子系ルーフィ

ンク゛シート防水

立上り部の保護

＊押出成形セメント板（厚さ１５mm）

製造所　　評価名簿による。

＊見え隠れ部分は市販品のれんが又は、市販品のれんが形コンクリートとする。

（９．２．２）（９．２．３）（表９．２．３～表９．２．１１）

（９．２．２）

（９．２．２）

（９．２．５）

（９．３．２～９．３．４）

（９．４．２）（９．４．３）（表９．４．１）

（９．５．３）（表９．５．１）（表９．５．２）

床型 枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

持及び埋込み方法

アンカーボルト類

Ｃ　種

Ａ　種

Ｂ　種

７

鋼材の材質

２、施工管理技術者

３、鋼　　材

４、高力ボルト

５、溶接部の試験

６、耐火被覆

７、アンカーボルトの保

８、柱底均しモルタル工法

９、溶融亜鉛メッキ工法

素地ごしらえは、ＪＩＳ　Ｈ９１２４溶融亜鉛メッキ作業標準による。

亜鉛メッキ種別

最低板厚４．５mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚３．２mm以上、４．５mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚１．６mm以上、３．２mm未満の形鋼、鋼板 ＊普通ボルト、ナット類

無収縮モルタルの製造所　　評価名簿による。

・

完全溶込み溶接部

１、鉄骨の製作工場

鉄

骨

工

事

防

水

工

事

４ 種類１、既製

コンクリート杭地業

２、現場打ち

コンクリート杭地業

３、砂利地業

４、床下防湿層

杭の継手　　　　建築基準法に基づく指定及び認定を受けた継手を使用してもよい。

施工法

鉄筋の種類　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による。

コンクリートの種類及び設計基準強度

試験杭

本　杭

杭軽（mm）

地

業

工

事

（４．３．１）（４．３．２）

（４．５．３）

（４．５．４）

（４．５．５）

（４．６．６）

（４．６．２）

（４．５．４）

（４．３．３）（４．３．５）

（４．３．７）

（４．３．６）

（４．３．２）

（４．５．３）（表４．５．１）

＊ 高強度プレストレストコンクリート杭（建築基準法にも基づく指定又は認定を受けたもの）

先端部の形状　　＊ 閉塞平たん　　・ 開放形

杭頭の処理　　　＊ 切断しない

・ 特定埋込み杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は認定条件に適合するもの）

・ 打込み工法

（ ・ Ａ種　・ Ｂ種）かつＦ０＝（＊２２．５　・　　　）Ｎ／ ｍｍ2以上

堀削工法　・ アースドリル工法（ ・ 安定液使用　・ 無水堀削）

・ リバース工法

・ オールケーシング工法（孔内の水張　・ 行う　・ 行わない）

・ 現場打ち鋼管コンクリート杭工法

・ 拡底杭工法（ ＊ 安定液使用　・　　　　　　　）

側壁測定　　・ 行う　　・ 行わない

＊ 再生クラッシャラン（土間部分）　・ 切込み砂利及び切込み砕石

施工箇所　　＊ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

（別７．３）

（別２．２）

（別２．１）

（別７．１）（別表７．１～別表７．３）

（別２．２）（別表４．３）（別表４．４）

（５．３．１）（別１．１）

（５．１１．９）

・ Ａ形　　＊ Ｂ形　　・ 図示

＊ 行う　　・ 行わない

＊ Ｈ形（ロは除く）　　・ 行わない

一般壁　　＊ Ａ形　　・ Ｂ形　　・ 図示

耐震壁　　＊ 図示

＊ Ｈ形　　・ ＭＨ形　　・ Ｍ形

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

＊ 超音波探傷試験　　・ 引張り試験

＊ ２１

＊ １６

＊ Ⅰ類　　・ Ⅱ類

＊ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種（ ＊ 現場打ちコンクリート杭   ・      ） （６．１６．２．）（表６．３．１）

（６．３．２）（６．１３．２）

（６．１．５）（６．４．１）（６．４．２）（表６．１．１）

（６．１．４）

（６．３．５）（６．４．８）

（６．３．３）（６．５．４）

（６．１４．３．）

＊ Ａ　　・ Ｂ（ ＊ コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ ｍ3以下）

＊ 混和剤

発注強度　　＊ １８Ｎ／ ｍｍ2

塗装の有無　　＊ 無　　・ 有　　・ オーバーレイ

材　質　　　　＊ 複合合板　　・ 針葉樹合板　　・ 南洋材合板

厚　さ　　　　＊ １２ｍｍ

（７．１．３）

（７．１．４）

（７．２．１）（７．２．１０）（表７．２．１）

（７．２．２）（７．１２．４）

（７．６．１１）

（７．６．１１）（表７．６．２）

（７．９．２～７．９．６）

・ 監督職員の承諾する製作業者

＊ 建築基準法に基づく評価を受けた製作工場のうち、下記の条件を満足するもの。

（１）契約電力　（　　）ｋｗ以上（デマンド契約した場合はこの７０％で可）

（２）超音波探傷器又は放射線透過試験装置（　　　）台以上

（３）建　築　士　　　　１級（　　　）名以上　　２級（　　　）名以上

（４）ＷＥＳ８１０３　　１級（　　　）名以上　　２級（　　　）名以上

（５）ＮＤＩＵＴ　　　　Ⅰ種（　　　）名以上　　Ⅱ種（　　　）名以上

・ 長野県鐵工事業共同組合　上田地区

・ 製作工場は（社）全国鉄構工業連合会（JSFA）の認定の ・ Ｈ ・ Ｍ ＊ Ｒグレード工場以上とする。

＊　適用する　　・　適用しない

ＳＳ４００

ＳＴＫＲ４００

ＳＳＣ４００

ＳＮ４００Ｂ

ＢＣＲ２９５

軽量形鋼材等

軽量形鋼材等

小梁、間柱、その他

大梁、片持ち梁

柱材

* ＪＩＳ規格品

* ＪＩＳ規格品

* ＪＩＳ規格品

* ＪＩＳ規格品

＊ トルシア形高力ボルト　・ ＪＩＳ形高力ボルト　・ 溶融亜鉛メッキ高力ボルト

ＡＯＱＬ　　＊ ４．０％　　・ ２．５％

検査水準　　＊ 第６水準　　・ 図示

・ 超音波探傷試験

・ 放射線試験

・ マクロ試験

＊ 標仕７．６．１１（Ｂ）による

・ 図示

・ ラスモルタル塗り

・ 耐火材

吹付け

・ 乾式吹付けロックウール

・ 半乾式吹付けロックウール

・ 湿式吹付けロックウール

柱　・　梁

・ 耐火板張り

（７．２．９）（表７．１０．２）

（７．１２．３）（表１４．２．２）

（表７．１０．１）・ 構造用アンカーボルト（ ・　　　　　　　　）

・ 建方用アンカーボルト（ ・ Ａ　＊ Ｂ　・ Ｃ種）

＊ Ａ種　　　・ Ｂ種

（８．５．２～８．５．５）（表８．５．１）（表８．５．２）

（８．４．２～８．４．５）（表８．４．２）（表８．４．３）

（８．３．２）

（８．２．２）

＊ １６（Ｃ種）普通ブロック　厚さ（　　）　・ １６（Ｃ種）防水ブロック　厚さ（　　）

・

帳壁及び塀　＊ 標仕表８．３．１及び下表による。

・ 間仕切壁　・ 地下二重壁　・ 外壁

・ 塀

・ 衛生配管用裏積みブロック

・ １２０

・ １２０

・ １５０

・ １００

さ

厚さ　　＊ ５０ｍｍ以上　　・ ７５

・ 外　壁

・ 間仕切り

＊ フラットパネル

＊ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

＊ フラットパネル

・ タイルベースパネル

・ デザインパネル（図示）

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ａ種

・ Ｂ種

＊ 有り（　　　　）

・ 無し（　　　　）

＊ 有り（　　　　）

・ 無し（　　　　）

厚さ　　＊ ５０mm未満

・ 外　壁 ＊ フラットパネル

・ デザインパネル（図示）

＊ 有り（　　）

・ 無し（　　）

＊ ＡＩ－２

・ Ａ－２

・ Ｃ－２

・ ＢＩ－２

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　　＊ ２５

アスファルト　　　＊ ３種　　・ ４種

但し、特定フロンを含まないもの。

・ れんがの種類

・ 乾式保護材の材料

種　　別　　・ ＡＳ－１　　・ ＡＳ－２　厚さ（　　　　　）

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｆ３

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

厚さ（mm）

＊ １． ２　

＊ ２． ０　

＊ ２． ０　

＊ １． ５　

＊ １． ５　

施 工 箇 所

・ シルバー

・ カラー

仕上げ塗料塗り

＊ 非歩行

・ 軽歩行

・ 重歩行

・ Ｘ－１

・ Ｘ－２

・ Ｙ－１

・ Ｙ－２

種 別 施 工 箇 所

・ シルバー

・ カラー

＊ 適用する　　・ 適用しない

備 考

・ 設ける　　材料（　　　　　　　　）　　設置数量（　　　ｍ2当たり１箇所）

施 工 箇 所

９０３０

項 目 特 記 事 項

工 事 概 要

撮 影箇 所数 部 数分類・ 規格 写真のサイズ

杭長（m）及び種類 備 考継 手 数 セ ッ ト 数

鉄 筋の 種別 呼び名（mm）

施 工 箇 所

施 工 箇 所

水 和 熱

使 用 箇 所 規 格 等種 類の 記号

試 験の 種類 試 験 箇 所 試 験 方 法

種 別 所要性能及び適用構造区分

材 料 適 用 部 位

適 用 箇 所

種 類

施 工 箇 所 表 面 形 状 工 法 耐 火 性 能

施 工 箇 所 表 面 形 状 耐 火 性 能

種 別 施 工 箇 所

種 類 使 用 分 類

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

建築面積（m2）

技能検定の職種

・ 鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・ 型枠施工　　・ コンクリート圧送施工

・ 鉄工　　・ とび

・ ブロック建築　　・ ＡＬＣ施工

・ シーリング防水作業　　・ アスファルト防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水作業　　・ 塗膜防水作業

・ 石材施工（石張り施工）

・ タイル張り

・ 建築大工

・ 建築板金（内外装板金）　　・ 瓦ぶき　　・ スレート施工

・ 内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・ 左官

・ 建具製作　　・ サッシ施工　　・ ガラス施工

・ カーテンウォール施工（ＰＣ）　　・ サッシ施工　　・ ガラス施工

・ 塗装（建築塗装作業）

・ 造園

・ 表装（表装作業）

・ プラスチック系床仕上げ作業　　・ ボード仕上げ工事作業

・ レンガ積

・ 畳製作　　・ 家具製作　　・ 樹脂接着剤注入施工　　・ 自動ドア施工

呼び名１９ｍｍ以上の柱、梁の主筋　　・ ガス圧接　　・ 重ね継手

・ 図示　　　・ 設計ＧＬ＝現状ＧＬ

監督員との協議による

監督員との協議による

・ ＳＤ２９５

・ ＳＤ３４５

建物基礎（建物内土間コンクリート、ポーチ、犬走りを含む）

１

新築

新築

Ｗ ２事務所併用宿舎 ６３．３３ ９０．０５

Ｗ車 庫 ・ 倉 庫 ２５．８３ ２５．８３

長野県茅野市金沢字赤井沢 2473番 1

新 築

３２６．３３　ｍ2

合 計 ８９．１６ １１５．８８

Ａ株式会社 特記仕様書１2024.1.31 23-010南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

南 信 森 林 管 理 署 諏 訪 南 森 林 事 務 所 建 築 工 事

01NO SCALE
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図 名図 面 番 号整 理 番 号縮 尺年 月 日設 計長野県上田市住吉55－2

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

検 印工 事 名訂 正

章 項　目 特　記　事　項

木

工

事

12

１、長尺金属板葺

２、折　版　葺

（１及び２につての保証）

＊上記組合認定以外の施工図により施工したものはメーカー、屋根施工業者及び請負者連名の保証書（10年）

を提出すること。

ルーフドレンの製造所　　評価名簿による。

（１３．６．２）（表１３．６．１）

（１３．６．２）（表１３．６．１）

（１３．６．３）（表１３．６．５）

を提出すること。

＊長野県板金工業組合認定の施工図により施工したものは同組合及び請負者連名の保証書（10年）

（１３．２．２）（１３．２．３）（表１３．２．１）

（１３．２．２）（１３．２．３）（表１３．２．１）

板厚（mm）

＊フッ素

塗装種別

及び鋼帯（ＣＧＬＣＣＲ－２０－Ｙ２５）

及び鋼帯（ＣＺＡＣＣＲ－２０－Ｙ２５）

＊製造所　評価名簿による。

板厚（mm） ＊０．６山高（１５０）山ピッチ（５００）

＊塗装溶融５５％アルミ亜鉛合金メッキ鋼板及び鋼帯（ＣＧＬＣＣＲ－２０－Ｙ２５）

・

形状（ｍｍ）

材　　料

軒先面戸板

断 熱 材

耐火性能

（規格等）

２、アルミニウム及び

アルミニウム合金の

表面処理

３、鉄の亜鉛メッキ

６、金属成形板張り

７、アルミニウム製笠木

８、フッ素樹脂焼付け

塗装鋼板

４、軽量鉄骨天井下地

の補強

５、手すり及びタラップ

１、仕上塗材仕上げ

左

官

工

事

15

（１４．２．１）

（１４．２．２）（表１４．２．１）

（１４．２．３）（表１４．２．２）

（１４．４．４）

（１４．２．１）（１４．６．２）（１４．６．３）（表１４．２．２）

（１４．６．２）（表１４．２．１）

（１４．７．３）

（１７．７．２）（表１４．２．１）（表１４．７．１）

（１５．５．２）（表１５．５．１）

下記以外の見え掛かり全て（ステンレスタラップは除く）

溶融亜鉛メッキ

電気亜鉛メッキ

表面処理方法

天井のふところが屋内１．５ｍ以上、屋外が１．０ｍ以上の場合の補強

＊図示

内部　＊　Ｅ種

スパンドレル形

パネル形

・

隅角部及び突当たり部等の役物は

本体製造所の仕様による。

で定めたもの

間隔は品計画

固定方法及び

Ｂ－２種

Ｂ－１種

＊Ａ－１種又は

（　　　　）

２．２以上

２．５以上

３．０以上

板厚（ｍｍ）

（１５．５．２）防火材料の指定

金

属

工

事

14

13

11

タ

イ

ル

工

事

タイル型枠先付け面のせき板

トイレ壁

トイレ床

１、陶磁器質タイル

２、壁タイル張りの工法

３、陶磁器質タイル

型枠先付け工法

タイルの種類

役物：標準曲がり（小口、標準、二丁、塀風）の役物は一体成形とする。

＊ＭＣＲ工法（６章コンクリート工事による）又は高圧水洗（ポリマーセメントモルタル）工法

施工範囲　　：図示

既調合モルタルの製造所　　評価名簿による

ポリマーセメントモルタルを使用する場合

製造所　　評価名簿による

先付け用パネル

適用タイル

小口タイル

二丁掛タイル

大型タイル

（１１．２．３）

（１１．２．１）

（１１．２．１）

１００角

１５０角

２００角

３００角

２５角

５０角

形状寸法

（mm） 磁器 陶器 特注せっ器 無 施 有 無 標準

色うわ薬

10

石

工

事 ２０

１、天然石張り

２、テラゾー張り

３、壁の石張り工法

４、床及び階段の石張り

石の品質

石の種類・表面仕上げ

御影石 中国産白御影石

厚さ（mm）

ジュットバーナー

外壁石張り

工法

内壁石張り

工法

１、木材の品質

２、樹　　種

３、集　成　材

４、接　着　剤

５、木材保護剤

６、防蟻処理

７、床板張り

化粧単板の樹種

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性とする。

化学物質が含まれていないもの（Ｆ☆☆☆☆）を使用する。

木造保護剤（木材の防腐、防蟻処理）は、非有機リン系とする。尚、シックハウス対策として

化学物質が含まれていない材料（Ｆ☆☆☆☆）を使用する。

防腐、防蟻処理の方法

工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

但し、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対して、現場にて木材保護剤を

塗布することとする。

フローリング及び縁甲板張り床

下張り用床板

床板 共仕（１９．５．２）による

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散量の等級

＊Ｆ☆☆☆☆　

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散量の等級

＊Ｆ☆☆☆☆　

13、ガラス用フィルム

14、重量シャッター

15、軽量シャッター

16、オーバーヘッドドア

品質　ＪＩＳ　Ａ５７５９による

＊ガラス飛散防止フィルム 第２種 ＊ 内張り　・ 外張り 飛散防止率　Ｄ１

（１６．１１．４）

（１６．１１．３）

（１６．１０．２）

（１６．１０．２）（表１６．１０．１）

（１６．１１．２）（表１６．１１．１）

（１６．１２．２）（１６．２．３）

（表１６．１１．２）

・障害物感知装置（自動閉鎖型 ）

・シャッターに二段降下方式

一般重量シャッタ ーのシャッターケース　　＊ 設ける　　・ 設けない

危険防止機構　設置しない箇所　＊ 図示

開閉機能　　＊ 上部電動式（手動併用）　　・ 上部手動式

開閉形式　　＊ 手動式　　・ 上部電動式（手動併用）

セクション材料 ガイドレール

・ ハイリフト形

・ パーチカル形

＊ ステンレス鋼板ＳＵＳ３０４

・ 溶融亜鉛メッキ鋼板・ スタンダード型

・ チェーン式

・ バランス式

・ 電動式

＊ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

屋

根

及

び

樋

工

事

仕上げ

１、ステンレスの表面

２、モルタル塗り材料

３、床コンクリートの

吸水調整材

防水材（防水モルタル塗りの混入剤）

直均し仕上げ

下表以外は、標仕（表６．２．４）及び標仕（１５．３．２）による

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲 塗料塗りの場合も含む

平たん差（mm）

１ｍにつき１０以下

３ｍにつき７以下

（１５．２．２）

（表６．２．４）（１５．３．１）（１５．３．２）

品質・規格

１、見本の製作等

２、アルミニウム製建具建

具

工

事
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４、鋼　製　建　具

３、網　　戸

５、鋼製軽量建具

６、ステンレス製建具

７、自動ドア開閉装置

９、木製建具

・特殊な建具の仮組（建具番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

外部に面する建具

耐風圧性

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

気密性

・

水密性

・

枠見込み（mm）

・

（１６．１．４）

表面処理　＊Ｂ－１種　・Ｂ－２種（＊ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

屋内建具

防虫網

（１６．２．３）

（１６．２．２）（１６．２．４）（表１６．２．１）

（表１４．２．１）

（表１４．２．１）

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

製品の寸法許容差（但し書きの建具）

製造所　評価名簿による

品質規格

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

製造所　評価名簿による

（１６．３．６）

（１６．４．２）

（１６．４．５）

（１６．３．２）（表１６．３．１）

（１６．３．４）（表１６．３．３）

（１６．５．４）

（１６．５．４）

（１６．５．５）

（表１６．５．１）

（１６．８．２）（１６．８．３）（表１６．８．１）（表１６．８．３）

製品の寸法許容差（但し書きの建具）

＊製造所標準製作規定寸法許容差による（製造所　評価名簿による） ・共仕（表１６．３．３）による

・ マットスイッチ　　　・ 電子マットスイッチ

・ 光線スイッチ　　　　・ 音波スイッチ

＊ 熱線スイッチ　　　　・ 光電スイッチ

８、自閉式上吊り引き戸

装置

かまち戸の種類　　かまち（　　　　　　　）　鏡板（　　　　　　　　）

＊合板類　ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散量の等級Ｆ☆☆☆☆

＊ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボード

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散量の等級Ｆ☆☆☆☆

（１６．７．４）

（１６．６．２）

（１６．７．２）

（１６．６．２）

（表１６．７．１）

（表１６．６．３）

建具金物の種類

評価名簿等による

評価名簿等による

モノロック

本締まり付きモノロック

シリンダー箱錠

シリンダー本締まり錠

ドアクローザー

棒鍵錠

ピポットヒンジ

ヒンジクローザー

フロアヒンジ

（１６．３．６）（１６．４．６）

（１６．７．２）

標準型建具

吊り金物

・ 丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい

・ ピポットヒンジ

ふすまの上張り　　＊ 新鳥ノ子程度又はビニール紙　・ 鳥ノ子

曲げ加工　　　　＊ 普通曲げ　　　・ 角出し曲げ（補強有り）　

特定防火設備の戸　　・ 適用する　　・ 適用しない

標準型建具　簡易気密型ドアセット　　・ 適用する　　・ 適用しない

＊製造所標準製作規定寸法許容差による　　・ 標仕（表１６．３．３）による

＊適用する（適用箇所は建具表による）　　・ 適用しない

形　式　　＊ 外部可動式　　・ 固定式

下記以外は建具表による

・ガラスブロック　品質（ＪＩＳＡ５２１２によるもの又は評価名簿によるもの）

寸法（ｍｍ）

＊ クリア　・ 熱線反射

・ 乳白　・ カラー（　　　）

パターン

＊ 無し

・ 令１０９条の２に適合する防火設備

ガラス留め材 （１６．１３．２）（表９．６．１）

但し、防火戸は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製

ステンレス製

＊ シーリング材　・ ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

＊ シーリング材

＊ シーリング材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

標仕（１６．１３．３）以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は　（社）日本建築学会

ＪＡＳＳ１７ガラス工事「３．１納まり寸法標準」によるほか、

性能値が確認できる資料を監督職員に提出し、承認を受ける。

10、建具用金物

11、ガ　ラ　ス

12、ガラス留材及び溝

シーリング材の種別

17 １、メタルカーテン

ウォール
設計図書による規定の他、特記なき事項は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１４による。

（１７．２．２）

（１７．２．２）

（１７．２．２）

（１７．１．３）

（１７．１．３）

（１７．１．３）

（１７．１．３）

（９．６．２）（１７．２．２）（表９．６．１）

（１７．２．３）（表１４．２．１）

（１７．２．３）（表１４．２．１）

カーテンウォール材料の種類

＊ アルミニウム製

・ 木アルミニウム複合

・ ステンレス製

カーテンウォール材料の方式

・ 小型パネル組み合わせ方式（　・ ノックダウン方式　　・ ユニット方式）

・ スパンドレル方式

・ パネル方式

・ バックマリオン（　・ 単純２辺支持構法　　・ ＳＳＧ構法）

シーリング材及びガラス取り付け材料

下記以外は共仕（９．６．１）による

被着体の組合わせ

ガラス

金　属
石・タイル

ガラス

ガラス

主成分による区別 耐久性による区別

・ 製造所標準製作規定寸法許容差による

・ 適用する（種類：　　　　　　　厚さ（ｍｍ）：　　　　施工箇所　＊ 図示

断　熱　材　　　　　＊ 適用しない

構造用ガスケット　　＊ 適用しない

・ 適用する（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

製品の寸法許容差　　＊ 共仕（２２．２．１）による

アルミニウムの表面処理

・ Ａ－１種　・ Ｂ－１種

・ Ａ－２種　・ Ｂ－２種 ＊ ブラウン系　　* ブラック　　* ステンカラー　　

無着色

塗装材料（　　　　）　焼付け方法（　　　　）　コート（　　　　）　ベーク

耐風圧性能

性能値　＊ 建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１４５４号に定められた風圧力に対し安全で

あること

・ 正圧（　　　）Ｎ／ ｍ2以上及び負圧（　　　）Ｎ／ ｍ2以上に対し安全であること

主要部材のたわみ

支点間距離（ｈ）

起こらないこと

＊ 各部の破損、残留変形、有害な変形が*　±（１／ １５０）×ｈ以上

かつ絶対量２０ｍｍ以下

・

＊４ｍ以下

・４ｍを越える

耐震性能

設計用震度　　　水平方向（ＫＨ）　　* １．０　　

垂直方向（ＫＶ）　　* ０．５　　

＊部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材

に有害な歪みが起こらないこと

シーリングは補修程度

鉄骨鉄筋コンクリート

*　±（１／ １００）×ｈ以上

・

・

*　±（１／ ２００）×ｈ以上

層間変位量（ｈ＝支点間距離）

鉄筋コンクリート

映像調整　　適用は１６章建具工事の９節ガラスによる。

製 造 所　　評価名簿による。

水 密 性　　・ Ｗ－４　　・ Ｗ－５

気 密 性　　・ Ａ－３　　・ Ａ－４

耐火性能　　＊ 適用しない　　・ 適用する（　　　　　時間、施工箇所：図示）

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

床用石材　　　　＊ ２等品　　・ １等品（施工箇所　　　　　　　　　）

壁及びその他の石材　　　　＊ １等品　　・ ２等品（施工箇所　　　　　　　　　　　）

施 工 箇 所 種 類 産 地・ 名称 仕上げの種類

種石の種類　　　　＊ 大理石

表面仕上げ　　　　＊ 本磨き

・ 外壁湿式工法（ ＊ 流し筋工法　・　　　　　　　　　）

・ 乾式工法

石裏面処理　　　　＊ 行わない　　・ 行う（・小口共）

裏打ち処理　　　　＊ 行わない　　・ 行う

ドレインパイプ　　　＊ ステンレスＳＵＳ３０４

・ 内壁空積工法（ ＊ あと施工アンカー横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法）

・ 乾式工法

裏打ち処理　　　　＊ 行わない　　・ 行う

床石張りの裏面処理　　　＊ 行わない　　・ 行う

屋内のワックス掛け　　　＊ 行う　　　　・ 行わない

（１０．６．２）

（１０．１．５）

（１０．４．２）（１０．４．３）（１０．５．２）（１０．５．３）

（１０．３．２）（１０．３．３）（１０．５．２）（１０．５．３）

（表１０．２．２）

（１０．２．１）

（１０．２．１）

（１０．２．１）（表１０．２．１）（表１０．２．２）

（１１．３．３）（表１１．３．２）

（１１．２．２）（１１．４．２）（表１１．４．４）

（１２．２．１）（表１２．２．３）

（１２．２．１）

（１２．２．２）

（１２．２．６）

（１２．２．８）

（１２．２．９）

（１２．７．１）（表１２．７．１）

施 工 箇 所 備 考
磁 器 役 物

タイルの見本焼き　　＊ 行わない　　・ 行う（ ＊ 外壁タイル　・　　　　　　　　　）

内装タイル　　＊ 壁タイル接着剤張り　　・ 積上げ張り

外装タイル　　・ 密着張り　　・ マスク張り

躯体表面の処理　　　・ 行う

下地モルタル塗り　　＊ 共仕（１５．２．２～１５．２．５）による

タイルの試験張り　　＊行わない　　・ 行う（ ＊ 外壁タイル　　・　　　　　　　）

種 別

＊ タイルシート法

・ 目地桝工法

・ 桟木法

＊ 共仕（６．９．３）「材料」（ｂ）（３）又は金属製タイル

・ 信州木材製品認証製品あるいは同等の品質があると認められるもの。

＊ 標仕（１２．２．１）による　　・ 市販品

＊ 標仕表（１２．２．３）による

・ 変質が生じる場合、監督員と協議し、承諾をうけること。

＊ 集成材

・ 構造用集成材

・ 造作用集成材

・ 化粧梁造作用集成材

品 名

*  行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊ 合板張り

・ 板張り

・ 縁甲板

＊ 単層フローリング

＊ 有り

・ ひのき　 ・ 松

・ 瓦棒葺（かん合形）

・ 一文字葺

・ 立はぜ（・立平・あり掛）

・ 横葺（・定尺・長尺）

＊ カラーガルバリウム鋼板

・ 塗装溶融亜鉛－５％アルミ合金鍍金鋼板

＊ ０．５

・ ０．６

・ ０．８

屋 根葺 形式 材 種

＊ 重ね形　　・ はぜ締め形　　・ かん合形

＊ 有り　　　・ 無し

＊ 有り（種別　発泡ポリエチレン　　厚さ　４ｍｍ）　　　　　・ 無し

＊ ３０分耐火　　　・ 無し

形 式

鋼管製といの防露　　　＊ 標仕表（１３．６．６）による。

掃除口　　＊ 有り　　　・ 無し

種 類 施 工 箇 所

*  Ｈ、Ｌ程度

・ ２Ｂ程度

・ 鏡面仕上げ

・ Ｂ－１種（無着色）

・ ２－Ｂ種（ ・ ブラウン系　・ ブラック系　・ ステンカラー）

施 工 箇 所種 別

施 工 箇 所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ Ｅ種

・ Ｆ種

種 別

＊標仕１４．４．４（Ｇ）による補強　　・　図示

・ Ｉ手摺り

・ タラップ

・ 鉄（塗装）

＊ ステンレスＳＵＳ３０４

＊ ステンレスＳＵＳ３０４

・ 鉄（塗装）

種 類 材 料の 種類 表 面 処 理

* 亜鉛メッキ　　　外部　＊　Ｃ種

* Ｈ、Ｌ程度　　　・ 鏡面程度

＊ 研磨無し

* 亜鉛メッキ　　　内外部　＊　Ｃ種

＊ 図　示

・ 押出し

・ ロール

・ プレス

・ ０．６

・ ０．８

・ Ｂ－１種

・ Ｂ－２種（　　　　）

形 状 表 面 処 理製 法 厚さ（mm）

＊ アルミ製

・ カラーＧＬ鋼板

材 種

伸縮調整継手　　　＊ 設けない　　・ 設ける（施工箇所は図示）

・ ２５０形

・ ３００形

・ ３５０形

＊ 図　示

種 類 備 考表 面 処 理 固 定 間 隔

＊ 図　示

・ 薄付け仕上塗材

・ 複層仕上塗材

・ 軽量骨材仕上塗材

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 内装薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓ

・ 内装薄塗材Ｗ

・ 複層塗材ＣＥ

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｃｉ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＥ

・ 複層塗材ＲＳ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 吹付け用軽量塗材

・ コテ塗り用軽量塗材

種 類 呼 び 名 仕上げの形状等

・ 砂壁状　　・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状じゅらく

・ 砂壁状　　・ ゆず肌状　　・ さざ波状

・ ゆず肌状　　・ さざ波状　　・ 凹凸状

・ 砂壁状

・ 京壁状じゅらく

・ ゆず肌状　　・ 凸部処理　　＊ 凹凸模様

・ 耐候性　　＊ ３種

・ 上塗材　　溶媒　　＊ 水系　　・ 溶剤系

・ 樹脂　　＊ アクリル系

・ 外観　　＊ つや有り　　・ つや無し

・ メタリック

・ 防水形の増塗材　　＊ 行う

・ 砂壁状

・ 平たん状

＊ 屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

製造所　　＊ 評価名簿による

製造所　　＊ 評価名簿による

施 工 箇 所 備 考

種 別 施 工 箇 所

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

＊ Ａ－３

・ Ａ－４

＊ Ｗ－４

・ Ｗ－５

＊ ７０

・ １００

表面処理　＊ Ｃ－１種又はＢ－１種

・ Ｃ－２種又はＢ－２種（ ・ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

＊ 共仕による

・ 製造所標準仕様による（製造所　評価名簿による）

＊ 適用する（適用箇所は建具表による）　　・ 適用しない

標準型建具　簡易気密型ドアセット　　＊ 適用する　　・ 適用しない

表面仕上げ　　　＊ Ｈ、Ｌ仕上げ　・ 鏡面仕上げ　

開 閉 方 法 センサーの種類

＊ スライディングドア

・ スイングドア

* 寒冷地仕様による

＊ 製造所標準仕様による

品質規格　＊共仕（１６．９．３）による

なお、錠前類は建具製作所の指定するものとして、監督職員の承諾を受ける

錠前類は、レバーハンドル錠とする。

色 調 防 火 認 定

種 類

材 種建 具の 種類

名 称 種 類 張 り 面 性 能 等

外部に面するシャッターの耐風圧性能による区分　・ ５０　・ ８０　・ １２０

形状　　＊ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

外部に面するシャッターの耐風圧性能による区分　・ ５０　・ ８０　・ １２０

開 閉 方 式 収 納 形 式

・ ローヘッド形

ガイドレール等　　＊ 鋼板製　・ ステンレス製ＳＵＳ３０４

種 類 規 格 等

・ 方立方式

記 号

種 別 色 彩 等

た わ み 量 状 態

構 造 種 別

鉄 骨

状 態

・ Ｄ種

＊ 共仕（１６．２．３）アルミニウム製建具の材料による特定防火設備の戸 　　・ 適用する　　・ 適用しない

網の種類　＊ ステンレス網SUS316　・ ガラス繊維入り合成樹脂製　・ 合成樹脂製

スラット材質　　＊ 塗装溶融亜鉛メッキ鋼板

規格・品質

＊ タモ、ナラ、シオジ

＊ タモ、ナラ、シオジ

芯 材の 種類

＊ 一般材

＊ １等　・ ２等

＊ １等　・ ２等

＊ １等　・ ２等

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

土台及び基礎上1mまでの木部

・ 無し

３、と　　い 材種　　　・ 鋼板　・ 配管用鋼管　・ 硬質塩化ビニル管　・ アルミ　・ ステンレス

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

株式会社 特記仕様書２2024.1.31 23-010南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事
NO SCALE
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ビニール

図 名図 面 番 号整 理 番 号縮 尺年 月 日設 計長野県上田市住吉55－2

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

検 印工 事 名訂 正

章 項　目 特　記　事　項 14、カーテン

15、ブラインドボックス

16、耐震スリット

17、止　水　板

18、天井点検口

20、鋼製書架及び物品棚

21、鍵　　箱

22、靴ふきマット

23、流し台ユニット

24、屋内掲示板

26、防煙垂れ壁

25、洗面カウンター

31、フェンス

29、旗　　竿

28、敷地境界石標

27、誘導用及び

30、旗竿受け金物

32、屋外掲示板

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事
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16、単板羽木板

15、断　熱　材

１、材　　料

５、ビニル幅木

６、カーペット敷き

７、合成樹脂塗り床

８、フローリング張り

11、石膏ボードその他

10、ポリエチレン

フォーム床下地材

ボード張り

９、畳　敷　き

12、吸　音　材

13、壁 紙 貼 り

14、浴 室 天 井

２、可動間仕切り

３、移動式間仕切り

４、トイレブース

５、階段滑り止め

６、階段手摺り

ホワイトボード

７、黒　板　及　び

８、表示標識

９、煙 突 用 成 形

ライニング材

10、キャスタブル耐火物

11、ブラインド

12、ロールスクリーン

13、カーテンレール

１、フリーアクセス

フロア

４、帯電防止床タイル

張り

及びカーテンボックス

＊屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする。

＊塗料は、ホルマリン不検出のもので、水性形とする。

＊ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散量の等級Ｆ☆☆☆☆

２、塗装業者

（保証）

＊日本塗装工業会員　　　・監督職員の承諾する業者

＊塗装業者、請負者連名の保証書（３年）を提出すること。

３、素地ごしらえ

４、錆止め塗料塗り

（１８．１．３）

（１８．１．３）

（１８．２．３）（表１８．２．２）

（１８．２．２）（表１８．２．１）

（１８．２．４）（表１８．２．３）

（１８．２．５）（表１８．２．４）

（１８．２．７）（表１８．２．７）

（１８．３．２）（１８．３．３）（表１８．３．１）（表１８．３．３）

（１８．２．６）（表１８．２．５）

（１８．３．２）（表１８．３．２）（表１８．３．４）

木部の素地ごしらえ

種別　（　* Ａ種　　・ Ｂ種　）　　透明塗料　＊Ｂ種

鉄面の素地ごしらえ

種別　（　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　* Ｃ種　）

亜鉛メッキ面の素地ごしらえ

鋼製建具及び２液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形フッ素樹脂エナメル塗りの場合

Ａ種、Ｃ種以外

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえ

石膏ボード及びその他のボード面の素地ごしらえ

コンクリート、ＡＬＣパネル及び押出成形セメント板面の素地ごしらえ

鉄　面

亜鉛メッキ面

種 別 施 工 部 位 別 及 び 塗 料 種 別

種別　　　＊ Ｂ種　　・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

種別　　　＊ Ｂ種　　・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

種別　　　＊ Ｂ種　　・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

種別　　屋外（ ＊ Ａ種ＪＩＳＫ　　　）　屋内（ ＊ Ｂ種ＪＩＳＫ５６２１　・ Ａ種

仕上げ種別　　見え掛かり部　＊ Ａ種　　見え隠れ部　（ ＊ Ｂ種　・　　　　）

種別　　鋼製建具　＊ Ａ種　　　　その他　＊ Ｂ種

19

内

装

工

事

１、接　着　剤

２、ビニル床シート張り

接着剤に含まれる可塑剤は難揮発生とする。

・ 発泡層のあるもの

* 発泡層のないもの ＊ Ｎ Ｃ 　

＊ Ｃ Ｆ 　

＊ 無地　・ マーブル

＊ 柄物　・ 無地

*　2.0　・　2.5　・　2.8

*　1.8　・　2.3

厚さ（mm）

工　法　　＊ 熱溶接工法　　・ 突き付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

３、ビニル床タイル張り

種　類

＊ コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・ コンポジションビニル床タイル（軟質）

・ ホモジニアスビニル床タイル

ＣＴＳ

ＣＴ

ＨＴ

記　号

＊　2　・　2.5

＊　2　・　2.5

＊　2　・　2.5

厚さ（mm） 備　考

（１９．２．２）

（１９．２．３）

（１９．２．２）

（１９．２．２）（１９．８．２）

壁紙、ビニル床タイル・床シート、幅木に使用する接着剤は、ホルマリン不検出のもので水性形とする。

種 類 記 号 色 柄

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

17 ２、ＰＣカーテンウォール 設計図書による規定の他、特記なき事項は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１４による。

コンクリートの種類及び品質

下表による。但し、下表以外は（１７．３．２）による

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆ０） 所用スランプ（ｃｍ）

取り付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛メッキ）及び材質

下記以外はカーテンウォール製造所の仕様による。

金物種類及び部位

ＰＣ版打込み金物

ＰＣ版打込み取付けボルト

２次ファスナー

取付けボルト

レベル調整ボルト

シーリング材料

下記以外のシーリング材の種類は（表９．６．１）による

カーテンウォール板間目地

記号 主成分による区分 耐久性による区分

シーリング材の種類

表面仕上げ　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

耐火材料

・ ファスナー部

・ 取付けブラケット

・ パネル目地部

・ 層間塞ぎ

耐風圧性能

性能値　＊建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１４５４号に定められた風圧に対し安全であること。

耐震性能

設計用震度　　　水平方向（ＫＨ）　　＊ １．０

垂直方向（ＫＶ）　　＊ ０．５

＊ 部材の脱落、ガラスの破損及び

主要部材に有害な歪みが起こらない

シーリングは補修程度

＊ ±（１／ １００）×ｈ以上

＊ ±（１／ ２００）×ｈ以上

鉄 骨 造

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

層間変位量（ｈ＝支点間距離）

・

・

（１７．３．２）

（１７．１．３）

（１７．１．３）

（１４．２．３）（表１４．２．２）

（９．６．２）（１７．３．２）（表９．６．１）

（１７．３．３）（表１７．３．１）

＊ 共仕（１７．３．２）による

＊ Ｅ種

＊ Ｅ種

＊ Ｅ種

＊ Ｅ種

＊ Ｅ種

＊ Ａ種

＊ ステンレスボルト

＊ Ａ種

＊ Ａ種

＊ Ａ種

断熱材　　　＊ 適用しない

製品の寸法許容差　　　＊ 共仕（表１７．３．１）による

・ 製造所標準製作規定寸法許容差による

・ 正圧（　　　）Ｎ／ ｍ2以上及び負圧（　　　）Ｎ／ ｍ2以上に対して安全であること。

施 工 部 位 種 別 規 格 等

施 工 箇 所

内 部 外 部

鉄筋　　＊ ＳＤ２９５Ａ

・ 適用する（種類：　　　　　　　厚さ（ｍｍ）：　　　　施工箇所：図示）

構 造 種 別 状 態

高さ　* ６０　・ ７５　・ １００　* ３３０（階段ササラ）

体積抵抗値（JIS　K6911による）1.0×109Ω

以下、又は漏えい抵抗値（JIS　A1454による）

1.0×109Ω未満

厚さ（mm） 性 能

＊　2　・　2.5

＊　4 又は 1.5

＊コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

種 類

・織りじゅうたん

＊単一色（無地）

・柄物（標準品）

人体帯電圧

＊　3kv以下

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種 別 帯 電 性 色 柄 等 備 考パ イル 形状

帯 電 性

・タフテッドカーペット

人体帯電圧

工 法

＊　5　～　7

＊　4　～　6

＊　4

・

カットパイル

マルチレベルループ

レベルルーフパイル

カット、ループ併用

パイ ル形 状 パイル長（mm）

＊ 全面接着工法

・ グリッパー工法 ＊ 3kv以下

・　タイルカーペット

＊ ループパイル

・ カットパイル

電気抵抗値（　Ω　）　

＊ 適用しない

・ 109Ω以下

＊ Ａ種

・ Ｂ種

種 別 施 工 箇 所パイ ル形 状

・ 弾性ウレタン塗り床材

・ エポキシ樹脂塗り床材

種 別

＊ 平滑仕上げ　・ 防滑仕上げ　・ つや消し仕上げ

仕上げの種類

・ 厚膜流し展べ仕上げ（＊ 平滑　・ 防滑）

・ 樹脂モルタル仕上げ（＊ 平滑　・ 防滑）

・ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 防滑仕上げ　　　　・ 防塵仕上げ

種 別 仕上 げ塗 料

＊ 天然木化粧複合フローリング ＊ 有り　・ 無し

工 法

釘止め工法（Ｃ種）

・

樹 種

＊ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散量の等級Ｆ☆☆☆☆

共仕（表１２．５．１）による床組

ポリスチレンフォーム床下地

下地 の種 類

＊ Ｃ種 　　

備 考畳 の 種 別

畳下地　　　厚さ　＊ ４０　　・ ６５　　・ ８０

フローリング類　　　厚さ　＊ ８０　　・ ９５

種 類

（軒天井用）

ＪＩＳＫ６９０３による　厚さ：１．２

・ 難燃木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ ケイ酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・ ロックウール化粧吸音板

・ 石膏ボード

・ 不燃積層石膏ボード

・ シージング石膏ボード

・ 強化石膏ボード

・ 石膏ラスボード

・ 化粧石膏ボード

・ 化粧石膏ボード（木目）

・ メラミン樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティファイバーボード

・ パーティクルボード

・ ハイクリーンボード

ＤＲ

ＧＢ－Ｄ

ＧＢ－Ｄ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｆ

ＭＤＦ

ＧＢ－ＮＣ

０．８ＦＫ

模様（＊ 柾目　・ 板目）専用下地材付き

・ １５　・ ２０　・ ２５

・ １５　・ ２０　・ ２５

・ 凹凸タイプ（　・ １２　・ １５）（不燃）

＊ フラットタイプ（　* ９）（不燃）

＊ フラットタイプ（ ＊ ９　・ １２）

タイプ２（無石綿）

９．５（準不燃）　１２．５（不燃）

９．５（不燃）　化粧無（下地張り用）

９．５（準不燃）　１２．５（不燃）

１２．５（不燃）　　１５．０（不燃）

９．５

９．５（不燃）

１２．５（不燃）　幅４４０程度

の等級　＊ Ｆ☆☆☆☆

ＪＩＳで定めるホルムアルデヒドの放出量

＊ ９．５　・ １２．５

・ 凹凸タイプ（　＊ １２　・ １５　・ １９）

記　号 厚さ（mm）、規格等

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

種 類

＊ ２５

＊ ２５

＊ ロックウール吸音ボード１号

・ グラスウール吸音ボード２号３２Ｋ

＊ 適用する　　・ 適用しない

ＪＩＳの記号

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

厚さ（mm）

施 工 箇 所
壁紙 の種 類

品 質 等

* 仕上表参照

防火性能の等級

＊ １級　 ・　　級

紙 織物 化学繊維 無機質

素地ごしらえ

ホルムアルデヒドの放散量等が「生活環境の安全に配慮したインテリア材料に関するガイドライン（ISM）」

あるいはそれと同等の基準、性能に適合するもの。

市販品

備 考

廻り縁は樋付きとし、

製造所の標準品とする。

幅（mm）

＊ 200

・ 100

＊ 300

＊ 100

準不燃

性 能

・硬質塩ビ製

＊アルミニウム製

材 質 表面 仕上 げ

＊ 塗装品

・ 木目調

・ アルマイト処理品

＊ 焼き付け塗装品

（１９．２．２）

（１８．２．２）

（１９．３．３）（１９．３．４）（表１９．３．２）

（１９．３．３）（１９．３．４）（表１９．３．２）

（１９．４．２）（表１９．４．１～表１９．４．７）

（１９．３．３）（表１９．３．２）

（１９．５．２～１９．５．７）（表１９．５．１～表１９．５．４）

（１９．６．２）（表１９．６．１）

（１９．７．２）（表１９．７．１）

（１９．７．２）（表１９．６．１）

（表１９．７．１）

（１９．８．２）

（１９．９．３）（表１８．２．４）（表１８．２．７）

モルタル、プラスター面　　　＊　Ｂ種　　・　Ａ種（施工箇所　　　　　　　　　　）

石膏ボード面 　　　　　　　 ＊　Ｂ種　　・　Ａ種（施工箇所　　　　　　　　　　）

品質等

特定フロンを使用しないもの

特定フロンを使用しないもの

厚さ（mm）

製造所　評価名簿による

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開発」

において、評価を取得したもの

種 類 施 工 箇 所

＊ 一般部

＊ 図示

＊ 一般部

＊ 断熱材補修部分

＊ 壁（図示の範囲）

・ 接地部分

＊ 難燃3級　・ 2級

＊ 40以下

・ 25

＊ 15

＊ 25

＊ 25

断熱抵抗＝厚さ／ 熱伝導率

＝0.676以上（ｔ･m2･KI／W）

＊ ２種ｂ

＊ ３種ｂ

（皮付き）

＊ 現場発泡断熱材

＊ 押出法ポリス

チレンフォーム
保温板

（吹付け硬質ウレタンフォーム

断熱材）

・ 断熱材兼用型枠

材種　　・ 信州産唐松（信州からまつ工業会認定工場の製品及び名長野県林業開発センターの指導を

受けた県内工場で監督職員が承諾した加工工場の製品

・ 杉材で監督職員が承諾した加工工場の製品

・ 帯電防止ビニル床タイル

・ タイルカーペット

・ 帯電防止ビニル床タイル

・ タイルカーペット

・ 帯電防止ビニル床タイル

・ タイルカーペット

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

耐荷重性能

・ 1.0G

・ 0.6G

・ 1.0G

・ 0.6G

・ 1.0G

・ 0.6G

適用地震時

水平力

設定高さ

（mm）

・

＊ ５０未満

・

＊ ５０未満

・

＊ ５０未満

・ パネル構法

・ 溝構法

・ パネル構法

・ 溝構法

・ パネル構法

・ 溝構法

表面仕上げ材

表面仕上げ材の品質・規格等は、１９章内装工事による。

製造所　　評価名簿による

構 法施 工 箇 所

スロープ及びボーダー　　　　＊ 製造所の標準仕様　　・ 図示

コンセント等の取付け対応　　＊ 製造所の標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）

コンセントの箇所数は図示

配線用取り出し用開口　　　　＊ 対応品又は工場加工品（施工箇所は図示）

空調用吹き出しパネル　　　　＊ 無し

＊ 有り（ ＊ 固定式　　・ 可動式　　：施工図箇所は図示）

（ * 0.6　　・ 0.8　）

＊ メラミン樹脂又はアクリル樹脂

仕上げ

・ 鋼板

表面材種

厚さ（mm）

パネル部の

総厚さ（mm）

・＊ パネル式

・ スタッド式

・ スタッドパネル式

構 造 形 式 仕 上 げ

品質　ＪＩＳＡ６５１２によるもの又は評価名簿によるもの。

・ 焼付け塗装

・ 壁紙貼り

・ 焼付け塗装

・ 壁紙貼り

表面仕上げ

・

・

＊ 鋼板

＊ 鋼板

表 面 材 施 工 箇 所

・

・

厚さ（mm）遮音性能による区分

・ 一般タイプ

・ 遮音タイプ

表面仕上げの壁紙貼りの品質は、１８章内装工事による。

製造所　　評価名簿による。

表面仕上げ材　＊ メラミン樹脂化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

・ ポリエステル樹脂系化粧板

製造所　　評価名簿による。

足形状　　　　＊ 足金物型 　　・ 幅木型

幅（mm）　　約３５

取り付け工法　　　＊ 接着工法　　・ 埋込み工法

両端フラットエンド　　・ 無し　　＊有り（ ・ ステンレスSUS304　　* ビニル製　）

材種　　＊ ステンレスＳＵＳ３０４　　・ アルミ製

形状　　＊ ビニルタイヤ入り

・ 集成材クリヤラッカー仕上げ（市販品　径約　・ ４５　　・ ３６ｍｍ）

・ ビニル製ハンドレール（幅約５０ｍｍ）　　* 図示

備 考種 類

* ホワイトボード

* 黒　板

・

・

仕 上 げ

W1800*H900

寸法（mm）

＊ 焼き付け

＊ ホーロー

色 彩

＊ 緑　・ 黒

＊ 緑　・ 黒

＊ 白

＊ 白 ＊ 平面

＊ 平面　・ スクリーン付き引分け

＊ 平面　・ スクリーン付き引分け

衝突防止表示　　＊ 図示（市販品　＊ステンレス製　径約３０ｍｍ　・　　　　）

・ 無し

誘導標識、非常用進入口等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

製造所　　監督職員の承諾する製造所

製造所　　評価名簿による。

最高使用温度　　＊ ４００°C　　　・ ６５０°C

製造所　　監督職員の承諾する製造所

工　法　　　　＊ コテ押え

最高温度　　　＊ ４００°C

・

＊ ２５

・ ８０

・ １００

・

＊ アルミニウム合金製

・ アルミスラット

＊ クロススラット

スラットの材質 スラットの幅（mm）

＊ ギヤ式　・ コード式

・ 操作棒式

・ １本操作コード

・ ２本操作コード

種 類

＊ 横型

・ 縦型

形 式

操作方法 幅（ｍｍ） 高さ（mm） 材 質 品 質 備 考

防煙性能　　＊ 有り

* 引分け（ ＊ 暗幕用は300mm以上の召し合わせの重掛けとする。）

形　式　　* 片引き

材　種　　* アルミニウム製　　　・ ステンレス製

注意喚起用床材

・

内壁（幅　×　深さ） 外壁（幅　×　深さ）

片引 引分 電動 ひも 手引
施 工 箇 所 ヒ ダの 種類名 称 ・ 品 質

形 式 装 置

* 図示による

製造所　評価名簿による

・ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

溝幅×深さ（mm）　　＊ １２０×１８０　・ １５０×８０　・ １２０×８０

色　彩　　＊ Ｂ－１　・Ｂ－２（ ＊ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

＊　図　示（木枠）

・ 有り

・ 無し

・ 耐火型

・ 非耐火型

＊ 完全（全貫通型 ）スリット・ 垂直方向

・ 水平方向

方 向 タ イ プ 耐 火 性 能 防 水 性 能

シーリング材（内外共）

＊ ２０×１０

シーリング材（見え掛かりのみ）

＊ ２０×１０

目地材

目地寸法（mm）

製造所　　評価名簿による。

製造所　　評価名簿による。

目 地

形　状　　* 差込み式　　・ 据置き式　　・ 壁張り式

製造所　　評価名簿による。

製造所　　評価名簿による。

材　質　　* アルミニウム製（ ＊ 額縁タイプ　　・ 目地タイプ）

材　質　　* ステンレス製　　受け枠（ ・ アルミ製　・ ステンレス製）　鍵付

・鋼製書架

・鋼製物品棚

種 類

ＪＩＳ　１０３９の規格による

ＪＩＳ　１０４０の規格による

規 格 等

水平荷重 Ⅰ　又は水平荷重 Ⅱ　

＊ １種　・ ２種　・ ３種

耐荷重による種類

市販品

市販品

形　状　　　* ３０組用　　・ ６０組用　　・ １２０組用

材　質 　　・ 塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受け枠）　・ ビニル製（ステンレス製受け枠）

・ 硬質アルミニウム製（受け枠共）　　* ステンレス製（受け枠共）

・  600  ・  700 

・ 1,200  ・ 1,650　・ 1,800

セクチョナルキッチン型

＊ 市販品

＊ 優良住宅部品トラップ付き

バックガード有り

ステンレス製１段式

寸法（mm）種 類 適 用 内 容 規格、品質等

枠の材質　　　＊ アルミニウム製

表面の材質　　＊ 塩ビ発泡シート張り

材　種　　＊ メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　　・ 人工大理石　（品質　＊ 図示）

奥行き（mm）　　・ 約４５０　・ 約６００

＊ 6.8＊ 網入り磨き板ガラス

・ 線入り磨き板ガラス

備 考材 質 厚さ（mm） 高さ（mm）

アルミ製枠付き

・ 固定式

・ 可動式

備 考

＊ 固定式（壁埋込み型 ）

・ 可動式（天井収納型 ）

ガイドレール

＊ 天井材張り

・

表面仕上げ

・

・

＊ 500

・ 800

＊ 500

・ 800

・

＊ 500

高さ（mm）

鋼板製又はアルミ製

＊ 不燃布

（不燃認定品）

・ 垂直降下式

・ 回転降下式

（巻き取り型 ）

種 類 材 質

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型 ）

屋　内　　＊ 塩化ビニル製　　・ 磁器又はせっ器質タイル（ ＊ ３００　　・　　　　　　　）

屋　外　　＊ レンジコンクリート製　　・ 磁器又はせっ器質タイル（ ＊ ３００　　・　　　　　　　）

・ レンジコンクリート製

種　別　　・ Ａ種　　　＊ Ｂ種

材　質　　＊ アルミニウム合金製

形　式　　＊ テーパー型 　　　　・ 同一断面型

製 造 所　　監督職員の承諾する製造所

操作方法　　＊ ハンドル式　　　・ ロープ式

固定方法　　・ 埋込み式　　　　・ ベース式　　　　・ バンド式

地上高さ（m）　　＊ ６　　　・ ８　　　・ １０　　　・ １２

材　種　　＊ ステンレスＳＵＳ３０４

製 造 所　　監督職員の承諾する製造所

製 造 所　　監督職員の承諾する製造所

照明器具　　＊ 有り　　　・ 無し

施　　錠　　＊ 有り　　　・ 無し

＊ビニル被覆エキスパンドフェンス　　・ 樹脂塗装メッシュフェンス　　・ 鋼管フェンス

（２０．２．１４）

（２０．２．１１）

（２０．２．１２）

（２０．２．１３）

（２０．２．１４）

（２０．２．１１）

（２０．２．１０）

（２０．２．８）

（２０．２．６）

（２０．２．６）

（２０．２．５）

（２０．２．４）

（２０．２．３）

（２０．２．２）

（１９．９．２）（１９．９．３）
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１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

・ カバ桜　・ なら

＊ Ｃ種 　　

・ 1,200  ・ 1,500  ・ 1,800

・ 1,200  ・ 1,500  ・ 1,800

・ 流し台

・ コンロ台

・ 吊り戸棚

・ 水切り棚

19、床点検口

株式会社 特記仕様書３2024.1.31 23-010南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事
NO SCALE
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図 名図 面 番 号整 理 番 号縮 尺年 月 日設 計長野県上田市住吉55－2

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

検 印工 事 名訂 正

章 項　目 特　記　事　項

厚さ（mm）

11、ブロック系舗装

12、路面表示用塗料

寸法　　　幅（mm）　＊１５０　　　　厚さ（mm）　＊１．０

施工　　　溶融式

品質　　　ＪＩＳＫ５６６５による　　＊３種１号　　

・ 舗石舗装

製造所　　監督職員の承諾する製造所

＊ 普通平板（Ｎ）　・ カラー平板（Ｃ）

・ 洗出平板（Ｗ）　・ 擬石平板（Ｓ）

・ インターロッキングブロック舗装

・ 誘導、注意喚起用ブロック

・ 透水性ブロック

＊ 標準ブロック

歩道部　＊６０　　

車路部　＊８０　　

＊ ８０　　・ １００

厚さ（mm）

誘導、注意喚起用は黄色とする

（２２．８．２）（２２．８．３）

（２２．８．２）（２２．８．３）

（２２．８．２）（２２．８．３）

＊３００角

寸法（mm）

＊６０

厚さ（mm）

・ モルタル

＊ 砂

種 類 工 法 規 格 品

＊ ２等品＊ うろこ張り＊ ８０～１００＊ 小舗石（花こう岩）

種 類 色彩及び表面加工等

＊ 標準品

・ 植生ブロック

種 類 目 地 材

・ コンクリート平板舗装

20
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21 １、排　水　管

２、排水桝及び蓋

４、その他の材料

３、浸透管及び浸透桝

管形状（接合方法）

製造所　　評価名簿による

製造所　　評価名簿による

Ｂ形（ゴム接合）・ 遠心力鉄筋コンクリート管

排水管用材料

車道部の排水管の敷設　　＊図示

鋳鉄製マンホール蓋

・ 水封形　　　　　　　　・ 密閉形（テーパー・パッキン式）

・ 簡易気密形（パッキン式）　　・ 中蓋付き密閉形

・ Ｔ－２用

・ Ｔ－６用

・ Ｔ－２０用

製造所　　評価名簿による

グレーチング蓋

上面形状

* ステンレス製

＊ 受枠付き

・ ボルト固定

＊ 無し

＊ 凹凸形

・ 凹凸形・ 細目

＊ 細目

・ 桝蓋用

・ 溝蓋用

・ 嵩上げ用

・ Ｕ字溝用

・ Ｔ－２用

・ Ｔ－６用

・ Ｔ－１４用

・ Ｔ－２０用

適用荷重 メンバー＠

＊ 普通目 ＊ 平形

・ 鋼製

（２１２．１）（表２１．２．１）（２１．３．３）

（２１３．１）（２１．３．３）

（２０．２．２）

（２１．２．２）

（２１．２．３）

（２１．２．３）

（２１．２．３）（表３．２．１）

（２１．２．３）（表５．２．１）

材 種 管 の 種 類

＊ 硬質塩化ビニル管 ＊ ＶＰ　・ ＶＵ

＊ 外圧管（ ＊ １種　・ ２種）

・ 砂基礎（地業厚さ２０ｃｍ以上　　材料　山砂の類）

＊ 歩行用

＊ 図示

材 質 形 式 種 類

鉄筋の種類　　　　　　　　　＊ＳＤ２９５Ａ

コンクリート発注強度　　　　＊１８Ｎ／ ｍｍ２

地業の材料　　　　　　　　　＊共仕（４．６．２）．ａによる。

埋戻し土　　　　　　　　　　＊Ｂ種

適 用 荷 重種 類

（２）化学物質の室内濃度測定

測定物質

濃度の基準

パラジクロロベンゼン　　240ug／m3（25°C　換算で0.04ppm）

スチレン　　　　　　　　220ug／m3（25°C　換算で0.05ppm）

エチルベンゼン　　　　3,800ug／m3（25°C　換算で0.88ppm）

キシレン　　　　　　　　870ug／m3（25°C　換算で0.20ppm）

トルエン　　　　　　　　250ug／m3（25°C　換算で0.07ppm）

ホルムアルデヒド　　　　100ug／m3（25°C　換算で0.08ppm）

測定箇所

（　　）箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

測定結果

（２）工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の負担とする。

（１）用材料

25 １、火災保険等

２、シックハウス対策

（１）暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

（２）工事請負額が900万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録うをすること。

工事期間中、現場に備え付けること。

工事以外の建設工事にあっては、3,000万円以上のものについて、施工体制台帳を作成し、

（３）工事の下請契約の請負代金の総額が建築一式工事にあっては、4,500万円以上のもの、建築一式

見やすい場所に掲示を行うこと。

また、工事現場における施工の分担関係を明示した「施工体系図」を作成し、これを工事現場の

＊ 施工体制台帳に記載すべき事項

・ 建設業法施行規則第14条の2第1項に揚げる事項

・ 安全衛生責任者、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名

場合はこれに協力すること。

（４）本工事について、公共工事労務費調査、資材調査、建設副産物実態調査等の調査依頼を受けた

行うとともに、登録されたことを証明する資料を監督職員に提出すること。

登録する場合は、内容について監督職員の承諾を受けた後、次に示す期間内に登録の手続きを

１　工事受注時　　　　　　契約締結後10日以内

２　登録内容の変更時　　　変更契約締結後10日以内

３　工事完了時　　　　　　工事完了後10日以内

３、そ　の　他

* ホルムアルデヒド　* トルエン　* キシレン　* エチルベンゼン　* スチレン

* パラジクロロベンゼン

濃度が基準値を越えた場合は、基準値以下になるよう低減措置を行い、その負担は請負者とする。

（詳細事項は監督職員と協議すること。）

報告書１部を監督職員に提出し、濃度が基準値以下である確認を得た上で、引渡しを行う。

下地材、仕上げ材、塗料、接着剤、防腐剤、防蟻剤、建具などの材料は、有害な化学物質の含有量と

放散量のないもの、又はできるだけ少ないものを使用し、有害物質の発生を抑えること。

事前に使用材料の製品安全データシートなどの含有成分が確認できる資料を監督職員に提出し、

承諾を受けること。

本建築引渡し前に、化学物質の室内濃度測定を行い、その負担は請負者とする。

②　保険の目的物　　工事目的物及び工事材料とする。

③　保険の期間　　工事着工の日から工事目的物の引渡し日までとする。

④　保険の金額　　請負代金に相当する金額以上とする。

①　保険の種別　　建設工事保険（請負業者損害賠償責任担保特約付き）又は火災保険及び請負業者

賠償責任保険とする。

１、樹木の植栽基盤整備

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層とする。

但し、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

土壌改良材（バーク堆肥５０Ｌ／ ｍ2）又は下水汚泥コンポスト（１０Ｌ／ ｍ2）とする

下水汚泥コンポストは、下水汚泥を単独又は植物性素材と共に良質な発酵をさせたものとし、

有害物が混入していないものとする。

新植樹木の枯れ補償の期間

＊１年　　　

移植樹木の枯損処理の期間

＊１年　　　

＊１年　　　

芝及び地被類の枯れ補償の期間

（２３．３．２）

（２３．３．２）

（２３．４．２）

（２３．３．４）

（２３．３．６）

（２３．３．２）

（２３．２．３）（２３．２．４）

（２３．４．７）（２３．３．４）

（２２．２．２）（２３．２．３）（表２３．２．１）（表２３．２．２）

（２２．２．２）（２３．２．３）（表２３．２．１）（表２３．２．２）

３、土壌改良材

２、植込み用土

４、支　柱　材

６、芝　張　り

５、幹巻き用材料

７、枯補償等

芝及び地被類

樹木の樹高（ｍ） 有効土層の厚さ（cm）

＊　８０　・ １００　

＊　６０　・　８０　
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植

栽

工

事

種類　　＊ こうらい芝　　　・ 野芝

客土　　＊ 行わない　　　　・ 行う（　＊ 畑土　　・ 黒土）

＊ 幹巻き用テープ　　　・ わら及びこも

施工箇所　　＊ 植栽範囲　　　・ 図示

＊ 適用する　　　・ 適用しない

＊ 現場発生土の良質土　　　・ 客土（　＊ 畑土　・ 黒土）

樹 木

・ １２以上

・ ７越～１２未満

・ ３越～７以下

・ ３以下

＊ １００　・ １２０　・ １５０

工 法 整 備 範 囲

・ 葉張りの範囲

＊ 植込み部分

＊ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種 ・ 図示

（樹高７ｍ以上）

有効土層の厚さ（cm）適 用 整 備 範 囲

＊ 植栽範囲　・ 図示

工 法

＊ ２０ ＊ Ｂ種＊ 行う　・ 行わない

＊ 杉の焼き丸太　　　　・ 竹
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工
事
現
場
の
環
境
改
善
・
建
設
副
産
物
及
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
関
係

工事現場のイメージアップ

地域住民への情報提供

地域住民とのコミュニケーション

・現場見学会の開催　　

住民に対する災害防止関係

* 現場出入り口周辺への誘導員の配備　　

（1）解体工事を伴う場合は、別添の解体工事仕様書によること。

省エネルギー及び資源の有効利用の促進

（1）現場で使用する機械は、低騒音、低排ガス、低振動型施工機械とするよう努めること。

（2）運搬車輌等のアイドリングストップの励行などにより省燃料及びCO2排出抑制に努めること。

（3）発生土の再利用のため他工事と相互利用を推進すること。

（4）熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

公害の防止

「参考資料」：平成12年3月24日付、建設省技調発第49号、同営建発第10号

「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び再利用」

資機材の運 搬にあたっては過積載を行わないこと。また飛散等に注意すること。

（2）汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等環境の回復に努めること。

（3）地盤改良によって、周辺への水質、土壌など地下水に影響を与 えるおそれがある場合は

監督職員と協議すること。

（1）夜間、早朝等の稼働を避けること。但し監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

なお運搬ルートの選定に当たっては影響の少ないルートを選定すること。

（2）廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理（分別、保管、収集、運 搬及び処分の一連の行為）

をするときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という。）

に基づき、適正に行うこと。

（4）竣工した時は、最終処分地の案内図、処分状況の写真 、マニフェストＡ票、Ｂ２票、Ｄ票及び

職員に提出すること。

Ｅ票の写し及び産業廃棄物処理委託契約書の写し並びに産業廃棄物処理業の許可証の写しを監督

許可を取得ている者に委託すること。

（3）廃棄物の処理の全部又は一部を下請人に委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として

「再生資源の利用の促進に関する法律（以下「リサイクル法」という。）の基づき、請負者は、工事の

着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を提出し、監督職員の承諾を受け

ること。

対象工事：リサイクル法に規定する一定規模以上の工事又は工事規模が1千万円以上の工事

１、工事現場の環境改善

について

２、産業廃棄物の取り

扱いについて

３、再生資源利用促進

計画書等について

４、ＩＳＯ１４００１

関係

５、過積載の禁止

・ 仮囲い周辺の美化

・ 完成予想図の設置　　* 情報掲示板の設置　　・ パンフレットの作成
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舗

装

工

事

10、排水性舗装

９、透水性舗装

８、コンクリート舗装

７、アスファルト舗装

６、路盤材料

５、路床締固め度の試験

４、路床土の支持力比試験

３、路床安定処理

２、遮断層及び凍上抑制層

１、盛土に用いる材料

の材料

（２２．２．３）（表３．２．１）

（２２．２．２）（２２．２．３）

（２２．２．２）（２２．２．３）（表２２．２．２）

（２２．２．５）

（２２．２．５）

・ 遮断層　　　　　＊ 川砂、海砂又は良質な山砂　　

・ 凍上抑制層　　　＊ 再生クラッシャラン　・ クラッシャラン　・ 切り込み砂利　　・ 砂

＊ 添加材料による安定処理

種類　・ 普通ポルトランドセメント　・ フライアッシュセメントＢ種

・ 生石灰（　　　　　）　　　・ 消石灰（　　　　　）

添加量　　　　　ｋｇ／ ｍ3（目標ＣＢＲ　　　＊５以上　　・　　　　）

＊ 行う（＊ 乱した土　　・ 乱さない土）　　　・ 行わない

＊ 行う　　　・ 行わない

（２２．３．３）

透水性アスファルト舗装にもちいる場合は、透水性の高いもの

＊ 再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

＊ クラッシャラン（Ｃ－４０）又はクラッシャランスラグ（ＣＳ－４０）

（２２．５．３）

（２２．５．６）

（２２．５．３）（表２２．５．３）

（２２．５．３）（２２．５．４）

（２２．４．３）

（２２．４．５）

（２２．４．６）

（２２．４．２）（表２２．４．１）

（２２．４．４）（表２２．４．６）

＊ 顔料混入加熱アスファルト混合物＊ 無し　　・ 有り

＊ 無し　　・ 有り・ カラーアスファルト舗装

＊ アスファルト舗装

加熱アスファルト混合物の種類

カラー舗装の着色骨材　　・ 有色骨材（焼成）　・ 着色骨材（樹脂被覆）

アスファルト　　＊ 再生アスファルト　　・ ストレートアスファルト

＊ 密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

・ 細粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

＊ 一般地域

＊ 密粒度アスファルト混合物（１３）

・ 細粒度アスファルト混合物（１３）

表層

区　分

・ 粗粒度アスファルト混合物（２０）基層

（２２．４．６）（２２．６．６）

（２２．７．３）（表２２．７．２）アスファルト混合物

適用時期

下記以外

冬　期

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類 （２２．７．３）（表２２．７．３）

（２２．７．６）

ＰＫＲ－Ｔ２

ＰＫＲ－Ｔ１

種　類

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

舗 装の 種類 車路部の基層 カラー舗装の種類

シールコート　　　　＊ 行わない　　・ 行う（施工範囲　　　　　　　）

アスファルト混合物の抽出試験　　　＊ 行わない　　・ 行う

早強セメント　　　　＊ 使用しない　　　・ 使用する

注入材料　　　　　　＊ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

溶接金網　　　　　　＊ 有り　　　　　　・ 無し

厚さ試験　　　　　　＊ 行わない　　　　・ 行う

アスファルト混合物の抽出試験　　　＊ 行わない　　・ 行う

＊ 改質アスファルト　Ⅰ型　　　　・ 改質アスファルト　Ⅱ型　

アスファルト混合物の抽出試験　　　＊ 行わない　　・ 行う

・ 寒冷地域

33、車止め支柱

34、収納、収納家具

35、エキスパンション

ジョイント金物

36、揮発性有機化合物の

室内濃度の測定

ステンレス製（上下式鎖内蔵型 ）　径１１４．３ｍｍ　Ｈ＝ＧＬ＋７００

＊合板類のＪＡＳで定めるホルムアルデヒドの放散量の等級はＦ☆☆☆☆とする。

＊ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボードの

ＪＩＳで定めるホルムアルデヒドの放散量の等級　　＊Ｅ０　　・Ｅ１

製　造　所　　評価名簿による

＊図示した部屋の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生省が定める指針値以下であることを確認し

監督職員に報告すること。

（１２．２．２）

（１９．７．２）

＊スプリング付き　　・ スプリング無し

クリアランス　　　・ ５０　　・ １００　　・ １５０

材　　　　質　　　・ アルミ　　　・ ステンレス

耐 火 性 能　　　 ・ 有り（　 　　　　）　・ 無し

測定法　　＊ 検知管法　　・ 検知紙法　　・ 定電位電解法　　・ 吸光光度法

そ

の

他

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

（１）工事請負解約約款第51条第1項の規定により、次の保険等に付さなければならない。

＊公共工事環境配慮指針に基づき施工すること。
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同 上

上り框（タモ集成材ウレタン塗装）、既製下足箱750×395

上り框（タモ集成材ウレタン塗装）、既製下駄箱750×395

付属上下接合部水切り

押入（共通）

事務所

１階

２階

宿 舎

室　名

更 衣 室

事 務 室

玄 関

ホ ー ル

t-12mm脱脂唐松フローリング張り、ウレタン塗装

モルタル塗り

脱脂唐松H=100

ウレタン塗装

床 壁 天井高巾 木 天 井 廻 縁 備 考

屋 根

軒 裏

外 壁

破 風 板

雨 樋

基 礎

ポ ー チ

外 部 建 具

断 熱 材

t-9.0mm針葉樹合板捨て張りの上

t-12mm天然木化粧合板フリーリング張り

同 上

t-12.0mm針葉樹合板張り

既製品H=50

既製品H=50

同 上

タタミ寄

雑巾ズリ

ビニールクロス貼り

t-12.5mm石膏ボード張りの上（不燃NM-8619）

同 上

同 上

ビニールクロス貼り

t-12.5mm石膏ボード張りの上（不燃NM-8619）

同 上

同 上

t-5.5mmしな合板張り

t-9.5mm化粧石膏ボード張り（準不燃QM-0524）

同 上

ビニールクロス貼り

t-9.5mm石膏ボード張りの上（準不燃QM-9828）

ビニールクロス貼り

t-9.5mm石膏ボード張りの上（準不燃QM-9828）

同 上

同 上

t-4.0mmしな合板張り

2,720

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400 中段、マクラ棚

同 上

同 上

同 上

既製品H=30

既製品H=30

杉H=30

杉H=45

t-14mm窯業系サイディング 木目調 縦張り（ﾆﾁﾊ ﾊﾟﾃｨﾅｳｯﾄﾞ 同等品）（防火構造木造下地PC030BE-9201）、コーナー共材、付属土台水切り

木下地、t-0.4mmカラーガルバ鋼板巻き（不燃材料）

軒樋：半丸105（ﾀﾆﾀ：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ同等品）

合板型 枠コンクリート打放し、土台パッキン（t-20mm）、付属防虫材

t-5.0mm化粧スラグ石膏板 エンボス調 張り、（ﾆﾁﾊ 軒天5 同等品）不燃NM-8315

野地板t-12mm針葉樹合板張り、アスファルトルーフィング940、t-0.4mmカラーガルバ鋼板長尺一文字葺き（不燃材料）、換気棟、雪止め金物

洋 室

和 室

アルミカーテンレールL=1800（S）、コントラクトカーテンW=1800×H=2100

横型ブラインドW=1650×H=900×2台

階段下書庫

ト イ レ 同 上 同 上

雑巾ズリt-12.0mm針葉樹合板張り

同 上

t-5.5mmしな合板張り

同 上

階段裏表し

2,400 同 上

既製品H=50

１階

洗面脱衣室

宿 舎
玄 関

ホ ー ル

階 段 室

居 間 台 所

ト イ レ

浴 室

t-9.0mm針葉樹合板捨て張りの上

t-12mm天然木化粧合板フリーリング張り

t-12mm天然木化粧合板フリーリング張り

システムバスルーム　1216タイプ　寒冷地仕様 規格高

化粧階段ユニット（箱型折り返し）

モルタル塗り

既製品H=50

同 上

同 上

ササラ共材

ビニールクロス貼り

t-12.5mm石膏ボード張りの上（不燃NM-8619）

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

ビニールクロス貼り

t-9.5mm石膏ボード張りの上（準不燃QM-9828）

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

2,720

2,400

2,400

2,400

2,400

2階

ﾎｰﾙ高

既製流し台W1500、ガス台W600、吊戸棚W1500、レンジフードW600

笠木（タモ集成材ウレタン塗り）、既製木製手摺り（ブラケット共）

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

既製品H=30

外 部 倉 庫 モルタル塗り t-5.5mmしな合板張り t-4.0mmしな合板張り 2,400 杉H=30

階段笠木（タモ集成材ウレタン塗り）、　住宅用火災報知器（電気）

ライニングW120及び流し前t-0.5mmステンレス張り、エアコン用スリーブ（ｷｬｯﾌﾟ止）

エアコン用スリーブ（キャップ止）、住宅用火災報知器（電気）

付け鴨居（杉）見付け45、エアコン用スリーブ(ｷｬｯﾌﾟ止)、住宅用火災報知器（電気）

t-90mmＣＬＴパネル下地の上

同 上

t-90mmＣＬＴパネル下地の上

住宅用カラーアルミサッシ（ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）、窓廻りはアルミ樹脂複合サッシ（Ｌｏｗ-Ｅペアガラス）

t-9.0mm針葉樹合板捨て張りの上

t-12mm天然木化粧合板フリーリング張り

フリー窓枠、風呂蓋、天井換気扇、その他標準仕様一式

棚板タモ集成材25×240、　腰掛便器・紙巻器・タオルリング（設備）

棚板タモ集成材25×240、　腰掛便器・紙巻器・タオルリング（設備）

ミニキッチンW=900（電気ヒーター、電気温水器13L付き）

コンクリート同時金ゴテ仕上げ（犬走り、オイルタンク置場、外機置場共通） ポーチ柱及び梁見え掛りは木材保護塗装（着色）

洗面化粧台W=600、ミラーキャビネットW=600（共に設備）

事務所玄関部分：t-15mm脱脂唐松板タテ張り、出隅コーナー（見付45×45）、木材保護塗装（着色）

事務室玄関ポーチのコンクリート土間下にオイル配管用Ｕ字溝布設（両端に1種コンクリート蓋）

t-30mm防水材入りモルタル金ゴテ仕上げ

t-30mm防水材入りモルタル金ゴテ仕上げ

t-30mm防水材入りモルタル金ゴテ仕上げ

特記なき限り：合板類、その他全ての建材はＦ☆☆☆☆規格品とする。　　サッシ窓額縁・外部ドア額縁・内部建具枠・タモ集成材は全てウレタン塗りとする。

竪樋：丸60φ（ﾀﾆﾀ：ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ同等品）保護管VP100立上げH=300

t-12.0mm針葉樹合板張りの上、タタミ敷き

そ の 他

雨水桝（既製コンクリート桝300）、雨水排水管（VP100）、浸透桝（現場打ちコンクリート・グレーチング蓋共）

外流し（タキロン研き出し650-U型ミカゲ同等品）

ポーチ柱：ステンレス装飾柱脚金物㈱ﾀﾅｶ100角型同等品、　木製館名板（既設品再利用）、　ステンレス郵便ポスト（ハッピー金属No.615同等品）

外壁廻り基礎立上がり及び土間500mmの範囲：t-50mm吹付硬質ウレタンフォームA種1H

１階床下：根太間にt-50mmグラスウールボード断熱材32kg打込み

外壁：t-90mm吹付硬質ウレタンフォームA種1H、　小屋裏：t-250mmグラスウール断熱材24kg（t-100mm×2重 + t-50mm）敷き込み

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660
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3.97㎡
事務室

階段下

書籍

ポーチ

上

事務所

ポーチ

1,820 1,065 1,820 1,820910 910

4,400 2,885

3
,
1
8
5

1
,
8
2
0

5
,
0
0
5

ホール

押入

押入

洋室 和室

1,820910 2,580

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

押入

押入

910

8,800

2,580

宿舎

宿舎玄関

玄関 更衣室

ホール

1
,
3
6
5

1
,
3
6
5

3
,
6
4
0

12,925

居間台所

1,670 910

910 1,975

トイレ トイレ トイレ

宿舎倉庫

4,550 1,090

5,640

13,680

10,925755 2,000

1.975 × 3.64 +

12.925 × 3.64 +

計算式 床面積

１階（事務所）

4.40 × 5.005 +

25.33 ㎡

計算式 床面積

１階（宿舎）

5.64  × 3.64 +

3.64  × 1.365 = 32.69 ㎡

計算式 床面積

建築面積

0.755 × 1.82 +

0.91 × 3.64  =

10.925 × 1.365 = 63.33 ㎡

計算式 床面積

8.80 × 3.64 = 32.03 ㎡

２階（宿舎）

１ 階 床 面 積 17.92　㎡

申 請 建 物 ２

建 築 面 積

合 計宿 舎 部 分事 務 所 部 分

25.33　㎡延 べ 床 面 積

２ 階 床 面 積

１ 階 床 面 積 25.33　㎡

建 築 面 積

32.03　㎡ 32.03　㎡

7.91　㎡

車 庫 部 分 倉 庫 部 分 合 計

25.83　㎡

25.83　㎡

32.69　㎡

64.72　㎡ 90.05　㎡

58.02　㎡

63.33　㎡

下

敷 地 面 積 332.96　㎡

2
,
2
7
5

外流し

洗面脱衣 浴室

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ 住宅用火災報知器 天井取付け位置を示す

（電気設備）

3
,
0
3
0

5,915

ｱﾙﾐ片開きﾄﾞｱ

公用車車庫

軽
量
ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ｽ
ｼ
ｬ
ｯ
ﾀ
ｰ

ｱﾙﾐ引違い戸

2,610

8,525

17.92 ㎡ 7.91 ㎡

事務所倉庫

申請建物２

床面積

25.83 ㎡ 25.83 ㎡

建築面積計算式

8.525 × 3.03 =

付属建物

申請建物１

申請建物１

申 請 建 物 １ （事務所・宿舎）

（車庫・倉庫）

２階平面図

１階平面図

真北

付属建物平面図
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ｱﾙﾐ引違い窓

+500

ｱﾙﾐ玄関ﾄﾞｱ

竪樋位置を示す

凡 例

筋かい　45×90（タスキ掛け）

上部棚板

トイレ

上部棚板

ﾐﾆｷｯﾁﾝ900

手
摺
り 3

4

5

2

1

上部棚板

1
,
3
6
5

1
,
8
2
0

4
5
5

吊戸棚1500

W120ﾗｲﾆﾝｸﾞSUS張り

流し台1500 ｶﾞｽ台600

冷蔵庫別途
ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

浴室

910 1,670 910 910 1,820 1,065 1,820 1,820 910 1,090

755 10,925 2,000

13,680

4,400 2,885 4,550 1,090

3
,
1
8
5

1
,
8
2
0

5
,
0
0
5

6
0
0

12,925

階段下

書籍スペース

ｱﾙﾐ引違い窓 ｱﾙﾐ引違い窓 ｱﾙﾐ引違い窓

ｱﾙﾐ引違い窓

別途
ﾛｯｶｰ

事務所

トイレ トイレ

ホール

宿舎玄関

ｼｽﾃﾑﾊﾞｽ1216 ｱ
ﾙ
ﾐ
引
違

い
窓

+500

+500

+100 +120

+180

外部倉庫

+130

GL+100

居間台所

+500

1
,
3
6
5

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

910 1,975

更衣室

+500

ｱ
ﾙ
ﾐ
土
間
引
違

い
4
枚
戸

GL+100

宿舎ポーチ

GL+100

管　柱　105角　ｽｷﾞKD

通し柱　105角　ｽｷﾞKD

筋かい　45×90　ｽｷﾞKD

+120

下駄箱

下駄箱

IHｺﾝﾛは別途

設計GL±0

設計GL±0

設計GL±0

洗面脱衣室

+500
ﾀｵﾙ掛 ﾀｵﾙ掛 ﾀｵﾙ掛+500

洗面化粧ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

(ほ) (は) (い) (い) (と) (と)(い) (に)

(い)

(い)

(と) (と) (と)(い) (い)

(い)

(い) (い)

(い)

(ほ)(ろ)(ろ)(い)

(ろ)

(ろ) (ほ)(ろ) (い)

ｱﾙﾐ引違い掃出し窓

(に)

(と)(と) (い)

(い)

(ろ) (ろ)

（い）（ろ）（は）（に）（ほ）（と）は柱仕口記号を示す

図面No､24継手仕口仕様書参照

(ろ)

(に)

ｴｱｺﾝ外機置場
1,000×600 横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ25

ｱ
ﾙ
ﾐ
引
違
い
窓

横
型
ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
2
5

事務所

ポーチ

ｱ
ﾙ
ﾐ
土
間
引

違
い
戸

事務所

玄 関

+180

ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ
・

ｶ
ｰ
ﾃ
ﾝ
ﾚ
ｰ
ﾙ

ｱﾙﾐ引違い窓

GL+100

外流し

(ほ)

排
水

管
V
P
1
0
0

将来ｵｲﾙﾀﾝｸ置場1,800×1,000

両端に1種蓋

将来ｵｲﾙ配管用

Ｕ字溝布設4ｍ

雨水桝300 雨水桝300

浸透桝

雨水桝300

給湯機等置場900×2300

(と)

雨水配管VP100 雨水配管VP100

ポーチ柱2本（ﾋﾉｷ120角）

ＳＵＳ柱脚箱金物使用

雨水桝300

雨水桝300

GL+100

GL-100

GL+100

設計GL±0

浸透桝
GL-100

雨水配管VP100

雨水配管VP100

雨水桝300

洗濯機別途

展開指示

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

真北
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ｱﾙﾐ引違い窓

1,690

洋室

中段及び

マクラ棚

押入

中段及び

マクラ棚

押入

ﾌ
ﾗ
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戸

ﾌ
ﾗ
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ｭ
引

違
い
戸

ｱﾙﾐFIX窓

640

和室

1,690

ｱﾙﾐ引違い窓ｱﾙﾐ引違い窓

1,235

5

4

3

2

1

手
摺
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ｭ
片
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戸

ﾌ
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戸

障子引違い

外付ｱﾙﾐ引違い窓

1,722

1,722

外付ｱﾙﾐ引違い窓

障子引違い

中段及び

マクラ棚

中段及び

マクラ棚

押入

押入

手摺笠木

（軒の出） （軒の出）

（
軒
の

出
）

（
軒
の
出
）

67

8

9

10

11
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下14

13
2FL±02FL±0

(ほ) (ろ) (い) (い) (い) (い)

(ほ)(ろ)

(い) (ろ)

(ほ)(ろ)

(い)(い)(い)(ろ)

(ほ) (ろ) (い) (い)(い)(い)

凡 例

住宅用火災報知器 天井取付け位置を示す

竪樋位置を示す

管　柱　105角　ｽｷﾞKD

通し柱　105角　ｽｷﾞKD

筋かい　45×90　ｽｷﾞKD

（電気設備）

（い）（ろ）（ほ）は柱仕口記号を示す

図面No､24継手仕口仕様書参照

ホール

2FL±0

展開指示
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一
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火打ち梁　　 90× 90　 〃

棟　　木　　105×105　 〃

棟 木 束　　105×105　 〃

母 屋 束　　 90× 90　 〃
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4
5
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（
軒

の
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母屋・隅木　 90× 90　 〃
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桁 母
屋
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8,800900 900
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4,400 2,885

910 1,975 4,550 1,090
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火打ち梁　　 90× 90　 〃

棟　　木　　105×105　 〃

棟 木 束　　105×105　 〃

母屋・隅木　 90× 90　 〃
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1,820 1,065 1,820 1,820910 1,670
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0
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,
0
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1,820

910 1,670 1,820

1
,
8
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0

1
,
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点検用開口補強

t-90mmＣＬＴパネル t-90mmＣＬＴパネル

1
0
5
×

3
0
0

1
0
5
×

3
0
0

1
0
5
×

3
0
0

※特記－防腐剤塗布範囲は床組材及び基礎上から１ｍ部分の壁下地

大引 大引

大
引

大
引

大
引

大
引

大
引

小 屋 束　　 90× 90　 〃

大引束を示す

1,800

1
,
0
0
0

600

1
,
0
0
0

1,000

1
0
5
×
1
8
0

105×240

105×240

1
0
5
×

3
0
0

105×240

2,300

9
0
0

斜線部分はt-90mmＣＬＴパネル張りとする

土台パッキン　厚20mm（既製品）

土　　台　 105×105（ﾋﾉｷ防腐材注入材）

根太掛け　　45× 90（ｽｷﾞKD）

大引・束　 105×105-@1,800以内（ｽｷﾞKD）

１階根太　　45×105-@303、階段下は45×54-@303（ｽｷﾞKD）

垂　　木　　 45× 90-@455（ｽｷﾞKD）

垂 木 掛　　 45× 90（ｽｷﾞKD）

２階根太　　 45×105-@303、ホール及び押入は45×54-@303（ｽｷﾞKD）

特記なき桁　105×105（ｽｷﾞKD） 特記なき桁　105×105（ｽｷﾞKD）

垂　　木　　 45× 90-@455（ｽｷﾞKD）

790

アンカーボルト：M12・L=360（㈱ﾀﾅｶ同等品）

U字溝布設

独立基礎
SUS柱脚金物

土間コンクリート：t-150mm、D13-@200シングルクロス

ポーチ他その他の土間：t-120mm、D10-@200シングルクロス

ステンレス装飾柱脚金物（㈱ﾀﾅｶ100角型ﾍｱﾗｲﾝ仕上同等品）

小 屋 伏 図

基 礎 伏 図

梁 伏 図

床 伏 図

GL+50

隅
木

隅
木

隅
木

隅
木

隅
木

隅
木

隅
木

谷
木

GL+50GL+50 GL+150

GL+100

GL+120

GL+130 GL+100

GL+150

GL+100

GL+100 GL+120

小屋束を示す

GL+50
GL+50

5
0
0

外壁廻り基礎立上がり及び基礎面から500mmの範囲の土間

t-50mm吹付硬質ウレタンフォームA種1H

GL+100

GL+100

GL+100
アンカーボルトを示す（50本）
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2.37 m2

　※天井裏等の使用材料（規制対象）も同様

　※製作家具・既製家具についても同様

　※断熱材についても同様

　「シックハウス対策」にかかる規制対象材料は全て｛Ｆ☆☆☆☆｝品とする。

　（接着剤・塗料・下地材 等含む）
気密材料

床　下・・・合板

外　壁・・・防湿シート+石膏ボード

小屋裏・・・石膏ボード

小屋裏、床下及び外壁と居室との間に気密層を設け区画する。 ※ＬＤＫ（火気使用室）の壁及び天井仕上げについて、準不燃材料を使用する。

壁　・・・t-12.5mm石膏ボード　+　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り（基材同等：準不燃QM-9410）

天井・・・t-9.5mm石膏ボード　+　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り（基材同等：準不燃QM-9410） 2.58 × 3.64 ＝

2.58 × 3.64 ＝ 9.39 m2

9.39 m2

居 間 台 所

２ 階 洋 室

２ 階 和 室

事 務 室

4.55 × 3.64 ＝ 16.56 m2

(0.91 × 1.365) + (4.40 × 3.64) + (0.91 × 1.82) ＝ 18.91 m2

判 定

有効換気面積

必要換気面積

有効採光面積

必要採光面積

居室の床面積

部 屋 名

∴　ＯＫ ∴　ＯＫ

有効採光面積　＝　窓面積　×　補正系数（Ａ）

補正系数（Ａ）＝　　　　×　10　-　1
d

d＝窓直上の各部分から隣地境界線までの水平距離

h＝窓の中心線から直上の各部分までの垂直距離

h

事 務 室 居 間 台 所

∴　ＯＫ

9.39 m2

9.39 m2 × 1/7 ＝ 1.34 m2

２ 階 洋 室

ただし　A　≦　3（今回は補正係数は1として検討）

3.04 m2

9.39 m2 × 1/20 ＝ 0.47 m2

（1.69 × 0.9 × 1/2）× 2＝

（1.69 × 0.9）× (A=1) × 2 ＝

1.52 m2

∴　ＯＫ

9.39 m2

9.39 m2 × 1/7 ＝ 1.34 m2

9.39 m2 × 1/20 ＝ 0.47 m2

２ 階 和 室

（1.71 × 1.1）× (A=1) × 2 ＝ 3.76 m2

（1.71 × 1.1 × 1/2）× 2＝ 1.88 m2

16.56 m2

16.56 m2 × 1/7 ＝

3.38 m2

16.56 m2 × 1/20 ＝ 0.83 m2

（1.69 × 2.0 × 1/2）＝

（1.69 × 2.0）× (A=1) ＝

1.69 m2

18.91 m2

18.91 m2

18.91 m2 × 1/7 ＝ 2.70 m2

（1.69 × 0.9）× (A=1) × 2 ＝ 3.04 m2

18.91 m2 × 1/20 ＝ 0.95 m2

（1.69 × 0.9 × 1/2）× 2＝ 1.52 m2

階段（階高=2,870）

幅 780.0 mm

205.0 mm蹴上

踏面 227.5 mm

t-9.5mm化粧石膏ボード張り（準不燃QM-0524）

2
,
2
7
5

●建法２８条の２ ●天井裏等の規制について ●居室の床面積算定●内装制限について

●法第28条に基づく居室の採光、換気チェック

事務室

階段下

書籍

ポーチ

上

事務所

ポーチ

1,820 1,065 1,820 1,820910 910

4,400 2,885

3
,
1
8
5

1
,
8
2
0

5
,
0
0
5

宿舎

宿舎玄関

玄関 更衣室

1
,
3
6
5

1
,
3
6
5

3
,
6
4
0

12,925

居間台所

1,670 910

910 1,975

トイレ トイレ トイレ

宿舎倉庫

4,550 1,090

5,640

13,680

10,925755 2,000

ホール

押入

押入

洋室 和室

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

押入

押入

下

1,820910 2,580 910

8,800

2,580

1.69×0.9 1.69×0.9

1
.
6
9
×
0
.
9

1.69×0.9 1.71×1.1

1.69×0.9 1.71×1.1

ホール

洗面脱衣 浴室

１階平面図

２階平面図

真北
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事務室
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洗面脱衣 浴室

階段下

１階平面図

２階平面図
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カラー

シリンダー錠、ドアハンドル、ドアガード、ドアクローザー、丁番

その他標準金物一式

宿舎玄関

カラー

4mm　型

その他標準金物一式

事務所玄関

カラー

4mm　型

その他標準金物一式

ランマ引違い付きアルミ土間引違い腰パネル戸 アルミ土間引違い腰パネル4枚戸

宿舎倉庫

1

AD AD

2

AD

3

AW

1

AW

2

AW

3

AW

4

AW

76

AW

5

872 1,690 3,510

2
,
3
3
0

2
,
3
3
0

1
,
9
3
0

カラー

クレセント、戸車、補助錠、大型引手、網戸、その他標準金物一式

ＬＤＫ

1,690

2
,
0
3
0

1,690

1
,
1
0
0

9
0
0

半外付けアルミ引違い窓

カラー

クレセント、戸車、補助錠、引手、網戸、その他標準金物一式

事務室（2）、2階洋室（2)

FL

1,722

9
0
0

1
,
1
0
0

FL

クレセント、戸車、補助錠、引手、網戸、その他標準金物一式

外付けアルミ引違い窓

カラー

2階和室

半外付けアルミ引違いテラス窓

1
,
1
0
0

9
0
0

FL

1,235

半外付けアルミ引違い窓

カラー

クレセント、戸車、補助錠、引手、網戸、その他標準金物一式

2階ホール

半外付けアルミ引違い窓

カラー

クレセント、戸車、補助錠、引手、網戸、その他標準金物一式

更衣室、トイレ（3）、洗面脱衣

7
0
0

2
5
0

浴槽上端

FLFL

7
0
0

1
,
3
0
0

730

半外付けアルミ引違い窓

カラー

クレセント、戸車、補助錠、引手、網戸、その他標準金物一式

システムバス

フリー窓枠（ユニット付属品）

結露排水ガイド、排水弁、他標準金物一式

階段室

カラー

2FL

1,185 640

9
0
0

4
0

F

アルミＦＩＸ窓

FL

アルミ樹脂複合サッシ アルミ樹脂複合サッシ アルミ樹脂複合サッシ アルミ樹脂複合サッシ

アルミ樹脂複合サッシアルミ樹脂複合サッシアルミ樹脂複合サッシ

5mm透明 + A12 + 5mm透明ペアガラス（Low-E）

3mm透明 + A12 + 3mm透明ペアガラス（Low-E）3mm透明 + A12 + 4mm型ペアガラス（Low-E） 3mm透明 + A12 + 4mm型ペアガラス（Low-E）

3mm透明 + A12 + 3mm透明ペアガラス（Low-E） 3mm透明 + A12 + 3mm透明ペアガラス（Low-E） 3mm透明 + A12 + 3mm透明ペアガラス（Low-E）

P P P P P P

71mm　・　1箇所 71mm　・　1箇所

引手、召し合わせ錠、サムターン、ステンレスレール、戸車引手、召し合わせ錠、サムターン、ステンレスレール、戸車

87mm　・　1箇所

88mm　・　1箇所 88mm　・　4箇所 88mm　・　2箇所 88mm　・　1箇所

88mm　・　5箇所 88mm　・　1箇所 88mm　・　1箇所

アルミ玄関ドア片開き

※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする ※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする ※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする ※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする

※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする※Low-Eｶﾞﾗｽは日射取得型とする

リクシル：ジエスタ2（K2仕様）同等品

高断熱複層ガラス（室外側Low-E+特殊金属膜）

AW
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WD

1

WD

2

WD

3

WD

4

S

1

F

1

FD

1

WD

5

引手、戸車、V溝レール、戸当りゴム、その他標準金物一式

額・ガラリ付きフラッシュ片引き戸

36mm　・　3箇所

木目調プリント合板

事務所、居間台所、2階洋室 2階洋室押入

木目調プリント合板

フラッシュ引違い戸

36mm　・　2箇所

引手、戸車、V溝レール、戸当りゴム、その他標準金物一式引手、戸車、V溝レール、戸当りゴム、その他標準金物一式

洗面脱衣

アクリル型板

木目調プリント合板

36mm　・　4箇所

表示錠付レバーハンドル、丁番、戸当り金物、その他標準金物一式

小窓付きフラッシュ片開きドア

800

2
,
0
0
0

1,650

2
,
0
0
0

600

アンダーカット

明かり小窓

丸型

1
,
9
8
0

2
0

更衣室、トイレ（3）

2
,
0
0
0

720

木目調プリント合板

小窓付きフラッシュ片開きドア

36mm　・　1箇所

レバーハンドル、丁番、戸当り金物、その他標準金物一式

階段下書籍

33mm　・　1箇所

引手、敷居スベリ

2階和室
2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

850

額・ガラリ付きフラッシュ片引き戸

木目調プリント合板

36mm　・　1箇所

アクリル型板

2
,
0
0
0

1,715

引手、敷居スベリ

33mm　・　2箇所

2階和室押入

1,715

引手、敷居スベリ

33mm　・　2箇所

フスマ紙（木地縁） ／ 木目調プリント合板

押入片フスマ引違い

フスマ紙（木地縁）

ワーロン紙

スプルス

2階和室

9
0
0

1
,
1
0
0

FL

明かり小窓

丸型

750

フスマ戸片引き 障子窓引違い

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名
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佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660
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姿 図

符 号

名 称

仕 上
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ガ ラ ス

建 具 金 物

備 考

姿 図

符 号

名 称

仕 上

見込・箇所

ガ ラ ス

建 具 金 物

備 考

姿 図

符 号

名 称

仕 上

見込・箇所

ガ ラ ス

建 具 金 物

備 考

株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31 Ａ
1

100

18
木 製 建 具 表

27



910 1,670 910 910 910

5,310

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

2
,
0
0
0

4
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

1
,
1
0
0

9
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

455 1,820 1,365

3,640

下がり壁

1
,
1
0
0

9
0
0

4
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

2
,
0
0
0

4
0
0

下がり壁

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

910 4,400

5,310

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸 ﾐﾆｷｯﾁﾝ

ｱﾙﾐ引違い窓

1
,
1
0
0

9
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

3,185 1,820

5,005

2
,
3
3
0

3
9
0

3
2
0

1,670

4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
3
0
0

7
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

2
,
0
0
0

4
0
0

1,365

4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
3
0
0

7
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

1,365910

棚板

240

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

2
,
0
0
0

4
0
0

ﾀｵﾙﾊﾝｶﾞｰ

紙巻器

ﾘﾓｺﾝ

ｱﾙﾐ引違い窓 ｱﾙﾐ引違い窓

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

910 1,065

1,975

2
,
0
0
0

4
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

2
,
0
0
0

4
0
0

1

2

3

4

5

6

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

455 1,820

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

3
2
0

2
,
3
3
0

3
9
0

2,275

ｱﾙﾐ引違い窓

棚板4
0
0

7
0
0

1
,
3
0
0

2
,
4
0
0

240

1,365

ﾀｵﾙﾊﾝｶﾞｰ

2
,
7
2
0

ﾗﾝﾏ付き玄関ﾄﾞｱ

2
,
4
0
0

1,975

1,820

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

3,640

1,820

壁
付
け
手
摺

3
2
0

2
,
4
0
0

1

2

3

4

6

5

7

8

下足箱下足箱

ｱﾙﾐ引違い窓
横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ25

ｱﾙﾐ引違い窓
横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ25

ｱﾙﾐ土間引違い戸

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ・ｶｰﾃﾝ

※衛生関連機器は設備工事とする

エアコン用スリーブ（設備）

ＦＦ用スリーブ（設備）

※衛生関連機器は設備工事とする

棚板t-30mmﾀﾓ集成材ｳﾚﾀﾝ塗装

ミニキッチン
W900

玄関ﾄﾞｱ 玄関ﾄﾞｱ

事務室Ａ面 事務室Ｂ面 事務室Ｃ面

事務室Ｄ面 更衣室Ａ面 更衣室Ｂ面 トイレＡ面 トイレＢ面

宿舎ホールＡ面 宿舎ホールＢ面トイレＢ面
宿舎玄関Ｃ面

宿舎ホールＤ面
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2
,
0
0
0

4
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

4,550

ｽﾃﾝﾚｽ張り

ﾗｲﾆﾝｸﾞW=120ｽﾃﾝﾚｽ張り

冷蔵庫

別途

吊戸棚
ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

ｶﾞｽ台600
流し台1500

2
,
4
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

3,640

2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
2
0
0

3,640

ｱﾙﾐ引違いﾃﾗｽ窓

2
,
0
0
0

4
0
0

4,550

流し台1500

ｱﾙﾐ引違いﾃﾗｽ窓

2
,
4
0
0

120

1,365

2
,
4
0
0

1,820

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

2
,
0
0
0

4
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸UB付属ﾄﾞｱ

1,820

ｱﾙﾐ引違い窓

4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
3
0
0

7
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

1,365

UB付属ﾄﾞｱ

2
,
4
0
0

1,065

棚板

ｱﾙﾐ引違い窓
4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
3
0
0

7
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

1,365

240

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

2
,
0
0
0

4
0
0

ﾀｵﾙﾊﾝｶﾞｰ

1,065

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

ｱﾙﾐ引違い窓

1,365

棚板

240

ﾌﾗｯｼｭ片開きﾄﾞｱ

紙巻器

ﾘﾓｺﾝ

洗濯機

別途

将来エアコン用スリーブ（内外キャップ止）

IHｺﾝﾛ別途

洗面化粧台
（設備工事）

洗面化粧台
（設備工事）

吊戸棚

※衛生関連機器は設備工事とする

棚板t-30mmﾀﾓ集成材ｳﾚﾀﾝ塗装

居間台所Ａ面

居間台所Ｄ面

居間台所Ｂ面 居間台所Ｃ面

洗面脱衣Ｄ面洗面脱衣Ｃ面洗面脱衣Ａ面 洗面脱衣Ｂ面

トイレＡ面 トイレＢ面 トイレＣ面 トイレＤ面
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910

ｱﾙﾐ引違い窓

2,580

3,490

ﾌﾗｯｼｭ引違い戸

押入

9
0
0

4
5
0

1
,
0
5
0

910

ｱﾙﾐ引違い窓

2,580

3,490

ﾌﾗｯｼｭ引違い戸

押入

4
0
0

2
,
0
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸
ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

3,640

2
,
4
0
0

3,640

1
,
1
0
0

9
0
0

4
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓ｱﾙﾐ引違い窓

ﾌﾗｯｼｭ引違い戸 ﾌﾗｯｼｭ引違い戸

910

3,490

押入

片ﾌｽﾏ引違い

障子引違い

2
,
4
0
0

9
0
0

4
0
0

1
,
1
0
0

1,8201,820

3,640

片ﾌｽﾏ引違い 片ﾌｽﾏ引違い

9
0
0

1
,
1
0
0

4
0
0

障子

外付ｱﾙﾐ引違い窓

9
0
0

1
,
1
0
0

4
0
0

外付ｱﾙﾐ引違い窓

障子

1,8201,8201,820760 910

3,490

押入

片ﾌｽﾏ引違い

障子引違い

1,820 760

ﾌｽﾏ戸引違い

2
,
0
0
0

4
0
0

3,640

1,8201,820

ﾌｽﾏ戸片引き

2
,
0
0
0

3
1
0

4
5

4
5

付け鴨居

1,820 1,820

2
,
0
0
0

4
0
0

ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

手摺り壁

1
,
1
0
0

910 910

1,820

ﾌｽﾏ戸引違い

1
,
1
0
0

9
0
0

4
0
0

ｱﾙﾐ引違い窓

ﾌｽﾏ戸片引き

3,640

1,8201,820

1
,
1
0
0

笠木ﾀﾓ集成材

階段

1,820

ｱﾙﾐ引違い窓

ﾌｽﾏ戸引違い ﾌﾗｯｼｭ片引き戸

2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

450

450

将来エアコン用スリーブ（内外キャップ止）

将来エアコン用スリーブ（内外キャップ止）

２階洋室Ａ面 ２階洋室Ｃ面２階洋室Ｂ面 ２階洋室Ｄ面

２階和室Ａ面 ２階和室Ｂ面 ２階和室Ｃ面 ２階和室Ｄ面

２階ホールＡ面 ２階ホールＢ面 ２階ホールＣ面
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建　築　物

地　　域

（１）に揚げる区域以外区域

特定行政庁がその地方における

（２）

（１） 過去の風の記録 を考慮して
しばしば強い風が吹くと認めて
規則で指定する区域。

（単位　cm／m2）
見付け面積に乗ずる数値

50

50を越え、75以下の範囲内に
おいて特定行政庁がその地方
における風の状況に応じて規則で
定める数値。

この表における階数の算定については、地階の部分の階数は算入しないものとする。

2.0

1.5

1.0

0.5

以上の木材の筋かいを入れた

の木材の筋かいを入れた軸組

鉄筋の筋かいを入れた軸組

以上の木材又は径9mm以上の

を柱及び間柱の両面に打ち付け

厚さ1.5cm以上で幅9cm

厚さ3cm以上で幅9cm以上

軸組

厚さ4.5cm以上で幅9cm

（2）

（1）

（3）

（4）

土塗壁又は木ズリその他これに

に打ち付けた壁を設けた軸組

類するものを柱及び間柱の片面

木ズリその他これに類するもの

た壁を設けた軸組

3.0

5.0

設計壁量の合計　（cm）

(2)～（4）

倍率×2

0.5～5

までの範囲
内において

国土交通大

臣が定める

数値

と
(1)又は(2)

(2)～(6)
との合計

又は国土交通大臣の認定を受け

が定めた構造方法を用いるもの

有するものとして国土交通大臣

揚げる軸組と同等以上の耐力を

（2）から（4）までに揚げる

9cm角以上の木材の筋かいを

（1）又は（2）に揚げる壁と
（2）から（6）までに揚げる

入れた軸組

軸組

掛けに入れた軸組

その他（1）から（7）までに

たもの

筋かいとを併用した軸組

（5）

（6）

（8）

（9）

（7）

筋かいをタスキ掛けに入れた

（5）に揚げる筋かいをタスキ

金属板葺き

屋根の仕様

外壁の仕様

窯業系サイディング張り

階の床面積に乗ずる数値（単位　cm／m2）

の建築物 の建築物
階数が2
の建築物

階数が１ 階数が２

の１階 の２階

１４ ３２ １９

早見表参照

※立面図参照とする。

・・④

Ｘ面　立面図 Ｙ面　立面図

・・① ・・②

・・③ ・・⑤

・・⑥

Ｘ方向

1　階

Y面立面必要壁量

2階見付け面積(m2）必要壁量(cm)

必要壁量（cm）

表三の数値

×

Ｙ
方

向

＝

＝×

1階見付け面積(m2)

×

表三の数値

×

表三の数値

＝

必要壁量（cm）

必要壁量(cm)

＝

必要壁量(cm)

＝

表二の数値

（床面積は別紙参照）

1階床面積（m2）

×

×

表三の数値

設計壁量の小計（単位壁長　×　ヶ所）

Ｘ
面

Ｙ面

1階平面必要壁量

必要壁量(cm)

＝

表二の数値

（床面積は別紙参照）2階平面必要壁量

2階床面積（m2）

X面立面必要壁量

2階見付け面積(m2)

1階見付け面積(m2)

（表三）　風圧力によって定まる壁量

（表二）　地震力によって定まる壁量

2　階 1　階 2　階

Y　方　向

（建築基準法　施行令　第46条）

X　方　向

階数が２以上又は延べ床面積が50m2を超える建築物

倍率軸　組　の　種　類

（表一）　木造壁量計算表

58.02

109×2箇所 182×2箇所

 91×1箇所

380

1,081

50

50

32.03

7.60

21.61 50

50

54.54

18.37

2,727

919

 91×4箇所

182×4箇所

 91×3箇所

①or⑤

≦

②or⑥

≦≦ ≦

①or③ ②or④ｏｒ：いずれか大きい方の数値

上の数値が必ず下の数値以上であること

ＯＫ ＯＫ

必　要　壁　量　（cm）

ＯＫＯＫ

136×5箇所

3,630

2,727919

728 1,456

182×1箇所

167×1箇所

182×1箇所

2,408

32 1,857

1,857

19 609

609
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∴　γ（上）、γ（下）ともに１を超えているのでＯＫ ∴　γ（上）、γ（下）ともに１を超えているのでＯＫ ○　判　　定

○壁量充足率

γ　（左）

γ　（右）

○　判　　定

○壁量充足率

γ　（上）

γ　（下）

∴　γ（左）、γ（右）ともに１を超えているのでＯＫ ∴　γ（左）、γ（右）ともに１を超えているのでＯＫ

事務室

ポーチ

上

事務所

ポーチ

1,820 1,065 1,820 1,820910 910

5
,
0
0
5

宿舎

玄関

ホール

12,925

居間台所

1,670 910

13,680

10,925755 2,000

更衣室

宿舎

倉庫

トイレ トイレ トイレ

ホール

押入

押入

1,820910 2,580

押入

押入

910

8,800

2,580

下 3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
2
5
1
.
2
5

1
,
2
5
1
.
2
5

2
,
5
0
2
.
5

6,462.53,231.25 3,231.25
管　柱　105角

通し柱　105角

筋かい　45×90

筋かい　45×90（タスキ掛け）

凡 例

2,200 4,400 2,200

8,800

9
1
0

1
,
8
2
0

9
1
0

3
,
6
4
0

洋室 和室

書籍

1,231.25

1
,
3
6
5

3
,
6
4
0

１　階

○両端部の床面積

○両端部の必要壁量

○両端部の存在壁量

Ｓ　（左）

Ｓ　（右）

ＬＮ　（左）

ＬＮ　（右）

○両端部の床面積

○両端部の必要壁量

○両端部の存在壁量

Ｓ　（上）

Ｓ　（下）

ＬＮ　（上）

ＬＮ　（下）

ＬＤ　（上）

ＬＤ　（下）

２　階 １　階 ２　階

ＬＤ　（左）

ＬＤ　（右）

桁行方向 梁間方向

10.925 × 1.25125 ＝ 13.67 m2

12.925 × 1.25125 ＝ 16.17 m2

8.80 × 0.91 ＝ 8.01 m2

8.80 × 0.91 ＝ 8.01 m2

2.20 × 3.64 ＝ 8.01 m2

2.20 × 3.64 ＝ 8.01 m2

3.23125 × 5.005 ＝ 16.17 m2

（3.23125 × 3.64）+（1.23125 × 1.365） ＝ 13.44 m2

※軽い屋根の建物（金属板）

13.67 m2 × 0.29 ＝ 3.97 m

16.17 m2 × 0.29 ＝ 4.69 m

8.01 m2 × 0.15 ＝ 1.21 m

8.01 m2 × 0.15 ＝ 1.21 m

16.17 m2 × 0.29 ＝ 4.69 m

13.44 m2 × 0.29 ＝ 3.90 m

8.01 m2 × 0.15 ＝ 1.21 m

8.01 m2 × 0.15 ＝ 1.21 m

＝ 7.28 m

（0.91m×1ヶ所×壁倍率2.0）+（1.365m×1ヶ所×壁倍率2.0×2）

7.28 m ÷ 4.69 m ＝ 1.55

7.28 m ÷ 3.90 m ＝ 1.87

（1.82m×2ヶ所×壁倍率2.0 ＝ 7.28 m

（1.82m×2ヶ所×壁倍率2.0 ＝ 7.28 m（1.82m×2ヶ所×壁倍率2.0）＝ 7.28 m

7.28 m ÷ 1.21 m ＝ 6.02

（0.91m×2ヶ所×壁倍率2.0） ＝ 3.64 m

（0.91m×2ヶ所×壁倍率2.0） ＝ 3.64 m

3.64 m ÷ 1.21 m ＝ 3.01

3.64 m ÷ 1.21 m ＝ 3.01 7.28 m ÷ 1.21 m ＝ 6.02

（0.91m×1ヶ所×壁倍率2.0）+（1.82m×1ヶ所×壁倍率2.0×2）

＝ 9.10 m

9.10 m ÷ 3.97 m ＝ 2.29

（0.91m×1ヶ所×壁倍率2.0）+（1.09m×1ヶ所×壁倍率2.0）+

（1.67m×1ヶ所×壁倍率2.0）+（1.82×1ヶ所×壁倍率2.0）

＝ 10.98 m

10.98 m ÷ 4.69 m ＝ 2.34

宿舎玄関

洗面脱衣 浴室

L
2
(
1
/
4
)

１階平面図 ２階平面図

桁行方向

梁
間

方
向

L
2

L
2
(
1
/
4
)

L
2
(
1
/
4
)

L1

L1(1/4) L1(1/4)

L1

L1(1/4)L1(1/4)

L
2

L
2
(
1
/
4
)

平成12年建設省告示第1352号のに基づく軸組の配置チェック

真北

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31 Ａ
NO SCALE 23
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丸
鋼

(CN90)

太め鉄丸釘（長さ90mm）打ち

15
×
90

三角座金
ナット締め

どちらか

プレート（4-CN90）

(CN90)

t-2.3mmV字型 プレート（VP）

太め鉄丸釘（長さ90mm）打ち

丸
鋼

柱に4本、梁に4本

柱に4本、土台に4本

柱に4本、梁に4本

柱に4本、土台に4本

鉄丸釘（長さ65mm）打ち

(N65)

柱に5本、梁に5本

柱に5本、土台に5本

平成12年建設省告示第1460号第1号の認定品とする。 平成12年建設省告示第1460号第1号の認定品とする。 平成12年建設省告示第1460号第1号の認定品とする。

Ｚ筋かいプレートＢＰ（Ｚマーク表示金物） Ｚ筋かいプレートＢＰ－２（Ｚマーク表示金物）

１．５倍筋かい（リベロ）床合板対応

ヘキサプレートＳＤ

２倍筋かい（リベロⅡ）床合板対応

金物工法用２倍筋かい

金物工法用２倍筋かい床合板仕様

２倍筋かい（プレイン）床合板対応

２倍筋かい（マルチ）床合板対応

コラム・フィット床合板対応

ヘキサプレートＳＤ

２倍筋かい（トライ）

２倍筋かい金具

Ｂイーグレット２倍

参考商品（株式会社タナカ） 参考商品（株式会社タナカ）

又は 又は

Ｍ１２ボルト（Ｚマーク表示金物）

参考商品（株式会社タナカ）

ヘキサプレートＳＤ

又は

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

短ほぞ差し又はかすがい打ち

柱取付けプレート

フラットかすがいⅡ

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

長ほぞ差し込み栓打ち又はかど金物ＣＰ－Ｌ

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

かど金物ＣＰ－Ｔ又は山形プレート

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

羽子板ボルト（ｽｸﾘｭｰ釘打ち無し）又は短ざく金物

ビスどめ羽子板（匠）

フラットプレートＳＤ

スモールコーナーⅡ

コンパクトコーナー

リトルコーナー

フラットプレートスリム フラットプレートＳＤ

スモールコーナーⅡ

コンパクトコーナー

リトルコーナー

フラットプレートスリム

フラットプレートＳＤ

フラットプレートスリム

コンパクトコーナー

リトルコーナー

シナーコーナー

ホールダウンコーナー１０ｋＮ用

オメガコーナー１５ｋＮ用

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

羽子板ボルト（ｽｸﾘｭｰ釘打ち有り）又は短ざく金物

Ｗ羽根Ｕビスタイプ

シナーコーナー

ホールダウンコーナー１０ｋＮ用

オメガコーナー１５ｋＮ用

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

引き寄せ金物（S-HD10、HD-B10、HD-N10）

シナーコーナー

ホールダウンコーナー１０ｋＮ用

オメガコーナー１５ｋＮ用

ホールダウンプレート１０ｋＮ用

オメガプレートＳＤ　１０ｋＮ

オメガコーナー２０ｋＮ用

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

引き寄せ金物（S-HD15、HD-B15、HD-N15）

オメガコーナー１５ｋＮ用

オメガコーナー２０ｋＮ用

ビスどめホールダウンＥＸ　Ｓタイプ

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

引き寄せ金物（S-HD20、HD-B20、HD-N20）

ビスどめホールダウンＵ　１５ｋＮ用

ビスどめホールダウンＵ　１５ｋＮ用

オメガコーナー２０ｋＮ　床合板仕様

オメガコーナー１５ｋＮ　床合板仕様

ホールダウンコーナー　床合板仕様Ⅱ

シナーコーナー　床合板仕様

シナーコーナー　床合板仕様

ホールダウンコーナー　床合板仕様Ⅱ

オメガコーナー１５ｋＮ　床合板仕様

シナーコーナー　床合板仕様

スリムプレート　床合板仕様

ホールダウンコーナー　床合板仕様Ⅱ

オメガコーナー１５ｋＮ　床合板仕様

フラットプレートスリム　合板仕様

コンパクトコーナー　床合板仕様

リトルコーナー　床合板仕様

フラットプレートスリム　合板仕様

スモールコーナーⅡ　床合板仕様

コンパクトコーナー　床合板仕様

リトルコーナー　床合板仕様

フラットプレートスリム　合板仕様

スモールコーナーⅡ　床合板仕様

コンパクトコーナー　床合板仕様

リトルコーナー　床合板仕様

オメガコーナー２０ｋＮ　床合板仕様

オメガコーナー１５ｋＮ　床合板仕様

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

引き寄せ金物（S-HD25、HD-B25、HD-N25）

オメガコーナー２０ｋＮ用

ビスどめホールダウンＵ　２０ｋＮ用

オメガコーナー２０ｋＮ　床合板仕様

ビスどめホールダウンＵ　２５ｋＮ用

ビスどめホールダウンＨｉ２８

ビスどめホールダウンＥＸ　Ｍタイプ

参考商品（株式会社タナカ）

又は

平成12年建設省告示第1460号第2号の認定品とする。

引き寄せ金物（S-HD15、HD-B15、HD-N15）×２組

ビスどめホールダウンＵ　３５ｋＮ用

ビスどめホールダウンＨｉ４３

（ニ）筋かい　45×90の木材 （ホ）筋かい　90×90の木材（ハ）筋かい　30×90の木材（ロ）筋かい　15×90の木材（イ）筋かい　φ9mmの丸鋼

筋かい端部と軸組との止め付け部（平成12年建設省告示第1460号　1号）

（い） （ろ） （は） （に） （ほ）

（と）（へ） （ち） （り） （ぬ）

軸組端部の柱と主要な横架材との仕口（平成12年建設省告示第1460号　2号）

NO SCALE
2024.1.31 23-010 Ａ
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本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名 検 印 縮 尺 図 面 番 号整 理 番 号 図 名年 月 日設 計

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

株式会社 継手仕口仕様書南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事



1,365 1,820 1,820 910

5,915

11

AD

1
6
5

2
,
7
0
0

1
6
5

公用車車庫

±0 +20 +80

土間勾配

3
0

135

SS

11

1
,
5
1
5

1
,
5
1
5

3
,
0
3
0

3
0
0

3
0
0

1,820 790

2,610

AD

12

名 称

仕 上

見込・箇所

ガ ラ ス

建 具 金 物

姿 図

11

SS

2
,
0
5
0

内巻きケース

2,700

t-1.6mmスチール3方枠ＯＰ塗り、フック棒、その他標準金物一式

軽量バランスシャッター（汎用手動式）

39mm　・　1箇所

塗装溶融亜鉛メッキ鋼板

11

AD

外ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、内ｻﾑﾀｰﾝ、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｽﾃﾝﾚｽ丁番

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、その他標準金物一式

4mm　型

カラー

腰パネルアルミ汎用框ドア

2
,
0
0
7

730

AD

12

4mm　型

カラー

腰パネルアルミ土間引違い戸

その他標準金物一式

1,690

1
,
9
3
0

t-1.6mmスチール3方枠OP

8,525

135 135

(ほ)(ろ)(ろ)(ろ)(ろ)(ほ)

(い)

(い)

(い) (ろ) (ほ)

(ろ)

(ほ) (ろ) (ろ) (ろ)

凡 例

竪樋位置を示す

（い）（ろ）（ほ）は柱仕口記号を示す

図面No､24継手仕口仕様書参照

管　柱　105角（ｽｷﾞKD）

筋かい　45×90（ｽｷﾞKD）

竪樋

+100

±0

引手、召し合わせ錠、ｻﾑﾀｰﾝ、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、戸車

P P P

77mm　・　1箇所 71mm　・　1箇所

安全旗アルミポール再設置

H=6,000

事務所倉庫

河川区域界から18ｍ

1,155

987

建具表1/50

平面図1/50

真北

河
川
保
全
区
域
界

屋 根

雨 樋

内 壁

内 床

天 井

その他

軒 裏 ルーフデッキ裏表し

外 壁

合板型枠コンクリート打ち放し基 礎

軽量バランスシャッター、　腰パネルアルミ製汎用框ドア

コンクリート金ゴテ仕上げ

t-10mmけい酸カルシウム板（不燃材料：NM-3522）目透かし張り、　ＥＰ塗り

t-5mmけい酸カルシウム板（不燃材料：NM-3522）目透かし張り、　ＥＰ塗り

軒樋：アイアン前高130ワイド、　竪樋：カラー鋼板φ60、　軒先化粧フレーム、ケラバ包み

透湿防水シート張り、　t-14mm窯業系サイディング（木目調）縦張り、　横胴縁45×18-@455

既設取り外し保管していたφ60安全旗アルミポール（H=6ｍ）再取付け

t-0.8mmガルバリウムカラー鋼板ルーフデッキ山高90mmハゼタイプ（断熱材付）、　雪止め金具

西側立面図

東側立面図南側立面図

北側立面図

安全旗アルミポール再取付け

φ60、H=6ｍ

ｹﾗﾊﾞ包みt-0.6mmｶﾗｰ鋼板加工水上軒先化粧フレーム

2
,
7
2
0

最高の軒高

最高の高さが20ｍ以下なのでクリア

●南側隣地斜線（20m + 勾配1.25/1）

300 600

※北側隣地斜線、西側及び東側道路斜線については申請建物１立面図の記載により省略

南
側
隣
地
境
界
線

900

1
,
1
0
0

2
,
9
7
0

最高の高さ

外壁：窯業系サイディング縦張り

屋根：カラーガルバリウム鋼板ルーフデッキ葺き

1,155

河川区域界から18ｍ

987

河川区域界から18ｍ

仕 上 表

立面図1/100

河
川
保
全
区
域
界

河
川
保
全
区
域
界

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31 仕上表・平面図

立面図・建具表

付 属 建 物

Ａ
1

100

1

50

25

27

申請建物２（車庫・倉庫）



アルミ汎用框ドア

1
2
0

D13

D13

土台水切り 土台105角

120

3
0
0

2
,
3
5
0
～
2
,
4
1
0

2
,
5
5
0

屋根

水下に雪止金具取付け100
4.3

天井

t-5mmケイカル板目透かし張り、ＥＰ

t-10mmケイカル板目透かし張り、ＥＰ

壁

t-0.15mmﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷込み

砕石転圧

床ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金ｺﾞﾃ仕上

土間筋D10-@200ｼﾝｸﾞﾙｸﾛｽ

FL=GL+20～80

1
,
9
8
0

8
0 3
0
0

2
8
0

2
,
4
2
0

設計GL

300 3003,030

化粧フレーム

水上面戸

水上

基礎天端

1
5
0

120

100

軒樋ｱｲｱﾝ前高130ﾜｲﾄﾞ
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既製ｺﾝｸﾘｰﾄ桝（B種）
舗装面
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浸透桝詳細図　S=1/30 （2箇所）

雨水桝詳細図　S=1/30 （6箇所）

アスファルト舗装断面図
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砕石敷き断面図

表層アスファルト混合物

プライムコートPK-3

路盤再生クラッシャランRC-40 再生砕石敷き

浸透桝

新規アスファルト浸透舗装

浸透桝

雨水桝 雨水桝 雨水桝
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11.2ｍ

既設コンクリート壁止め
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新規砕石敷き

t-100mm（再生材）

新規砕石敷き範囲を示す（11.6㎡）

細粒度アスコンA-5-15（再生材）

新規アスファルト浸透舗装範囲を示す（190.9㎡）
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Ⅱ 解体工事仕様

Ⅰ 解体工事概要

７

そ
の
他

構内既存の施設　　※ 利用できない　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

工事用水

工事用電力

  4

  5

  3

足場その他

樹木等

杭の解体  1

  2

  3

設備機器等  4

1

2

埋設配管

地下埋設物

騒音・粉塵等

の対策

※引渡しを要するもの

備 考

※適用する　　　　・適用しない

本工事を適切に施工管理するため、解体工事施工技士の選任等に配慮すること。

騒音・粉塵等の対策

設置範囲及び高さ

※（図示　/　図による）　　

・ 既存建物内の一部を使用する     ・ 構内に設置する ・設けない

足場を設ける場合、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省

平成２１年４月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の

組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、すべての作業床について手すり、中さ

ん及び幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

２の（2）手すり据置方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

樹木の伐採伐根及び移植

・行う　　　・行わない

・引抜き工法　　・破砕による解体

杭の解体工法

地下埋設物及び埋設配管の解体

解体事前処理（油類タンク）

解体事前処理（冷媒）

図面番号 記　号

図面番号 記　号

規模　　※10m2程度　　・20m2程度　　・（　　　）m2程度

(1.3.3)

(1.3.5)

(1.3.10)

<2.3.1>

<2.2.1>

<3.8.2>

<3.9.1>

<3.10.1>

・建設副産物適正処理推進要綱(以下｢推進要綱｣という。)

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

・建築物解体工事共通仕様書・同解説

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編

・長野県建築工事の手引き

・建設工事公衆災害防止対策要綱　建築工事編

・長野県建設リサイクル推進指針

平成10年12月1日建設省経建発第333号

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

長野県建設部施設課監修

平成5年1月12日建設省経建発第1号

・　

施工調査

  6

最終処分する  5

建設廃棄物

  4

  2

現場利用する再資源化  3

された建設廃棄物

一般事項  1

再資源化等

する建設廃棄物

処理に注意を要

認定制度の活用

産業廃棄物広域

・絶縁油のPCB含有量の分析は、「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の

　検討方法（平成4年7月3日厚生省告示第192号）」又は「絶縁油中のポリ塩化ビフェニルの

　分析方法規定（電気技術規定JEAC1201-1991）」により行う。

・焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査は、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン

　類暴露防止対策要綱（平成13年4月25日付基発第401号）」により行う。

　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

・第二次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・第一次判定

<5.4.4>PCB 含有シーリング分析調査

<5.1.3>

分別調査を行う特別

・図示

・　　箇所

採取する数量 備　考

管理産業廃棄物等の種類

採取する部位

又は箇所等

・図示

・　　箇所

「特定廃石膏ボード」とは、次の工場で製造された石膏ボード製品が廃棄物となったもの。

①ひ素混入石膏ボード

工　場 　名　：　小名浜吉野石膏（株）いわき工場　裏面表示マークは「吉野石膏OY」

商　品　 名　：　タイガーボード

製 造 期 間　：　昭和48年3月～平成9年4月

JIS許可番号　：　277057、277058

ロット 番号　：　0373○○○○○○○○○～0497○○○○○○○○○

商　品　 名　：　アドラせっこうボード

工　場 　名　：　日東石膏ボード（株）八戸　裏面表示マークは「日東石膏ボード株式会社」

製 造 期 間　：　平成4年10月～平成9年4月

JIS許可番号　：　265023、265024

ロット 番号　：　A4Y410～A9430

②カドミウム混入石膏ボード

名　　称 仕　　様 数　　量 備　　考

・特定廃石膏ボード

・CCA処理木材

最終処分施設

※監督員の承諾する施設　　・図示　　　・現場説明書による

名　　称 数　　量 備　　考最終処分場の種類

※監督員の承諾する施設　　・図示　　　・現場説明書による

最終処分施設

※管理型

※安定型 ・

・

・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

・廃石膏ボード

（ｱｽﾌｧﾙﾄ含有のものを含む）

種　　類 所　在　地

・図示　　・現場説明書による

・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

データ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用

本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

促進計画書を工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する

ものとする。

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

※監督員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

中間処理施設又は再資源化施設等建設廃棄物の種類

・硬質塩化ビニル管、継手

・螢光ランプ、ＨＩＤランプ

・小形二次電池

・金属類

・アスファルト、コンクリート

・木材（縮減）

・木材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄からなる建設資材

（ＰＣ板、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板、ｺﾝｸﾘｰﾄ

二次製品）

・コンクリート

名　　称 仕　　様 数　　量 備　　考

（4.4.1）

（4.4.1）

（4.4.2）

（4.4.4）

（4.5.1）

  3 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付け材

の除去（ﾚﾍﾞﾙ1）

  1

測定

  2 ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん濃度

アスベスト含有

分析調査

アスベスト含有吹付け材の除去方法

解体共仕6.3.2によるほか、部位・内容に応じた除去は専門工事業者の仕様で監督職員の承諾するものとする。

除去物及び汚染物質等

※密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルター、粉じん機フィルター等

についても密封処理を行う。

（6.3.2）

・セメント固化

フィルタについても密封処理を行う。

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、粉じん機

※密封処理（二重袋梱包）

処理方法

除去物及び汚染物質等

とする。

・行う　除去方法は6.3.2による他、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の仕様

<6.3.2>アスベスト含有吹付け材の除去

イ、測定時間

ア、測定結果

キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

カ、顕微鏡視野面積、計数視野数

オ、マウンティング方法

エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）

報告書の作成（記録する項目）

47mm

240min

10 l/min

0.3 f/l

120min

5 l/min

0.5 f/l

計数条件

試料の吸引流量

測定5

5min

1 l/min

測定3

計数アスベスト

試料の吸引時間

試料の透明化

25mm

50 f/l

直径3μm未満、長さ5\U+03bcm以上、長さと直径比3:1以上

総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

測定1,2､4､6,7,8,9,10

位相差顕微鏡計数機器

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

アスベスト粉じん濃度測定方法

性能確認

敷地境界

施工区画周辺又は －計　　点

敷地境界

施工区画周辺又は

(処理作業室外の場合)

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

－計　　点

除じん装置の

－

－

空気の流れを確認

－

－

各　　点

各　　点

各　　点

各　　点

計　　点

備　考

箇所ごと）

の付近

処理作業室内

敷地境界

測定場所測定時期

撤去後1週間以降

処理作業後ｼｰﾄ

(ｼｰﾄ養生中)

施工区画周辺又は

処理作業後

処理作業中

処理作業前

処理作業室内

の排出口

負圧・除じん装置

各　　点

測定点（各施工

処理作業室内

　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

　顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

　アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

測定箇所　※図示

・行う（測定名称及び測定点は下表による）

<6.1.4>アスベスト粉じん濃度測定

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

　　　　　　　　　　　　アンソフィライト、トレモライト）

　　※ アスベスト ６ 種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

分析結果については、監督職員に提出すること。

※ JIS A 1481 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

分析方法

※ 定性分析　　・定量分析

調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）材　料　名

<6.1.3>

－

－

計　　点

各　　点

調査対象室外部

処理作業室内

・ 測定 8

・ 測定 6

・ 測定 7

・ 測定 9

・ 測定 10

・ 測定 5

・ 測定 3

・ 測定 4

測定名称

・ 測定 1

・ 測定 2

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・ 監督員と協議による

名 称 仕 様 等

・ 現場説明書による

※ 防音パネル　　　　　・ 防音シート

5 解体工事施工技士

4 引渡しを要するもの

3 施工条件明示項目

2 電気保安技術者

1 適用基準等

現場事務所

構内既存の施設　　※ 利用できない　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

　・ 行う（　/　図による）　　

・ 解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に応じ

・ 燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

・ 冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

て残油を抜き取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。

　・ 冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムに

  1

　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　（３）特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、解体共仕の当該項目を示す。

除却対象建築物等

3.除却対象物

構　造 階　数

共通仕様書(最新版)｣(以下、｢解体共仕｣という。)により、解体共仕に記載されていない事項は、国土交通省

大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)｣(以下「標仕」という。）及び

｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)｣(以下、｢改修標仕｣という。)による。

２．特記仕様

１．共通仕様

１

１

１

  6 解体後の整地

  5 屋外設備等

の切替・遮断等

<3.11.1>

　・行わない

埋戻し及び盛土の材料

整地高さ

解体後の埋戻し及び盛土

外灯の撤去　・行う（　/　図による）　・行わない

電柱の撤去　・行う（　/　図による）　・行わない

工事を行う者

機械設備（給排水管設備、消火設備、ガス設備等）及び電気設備（構内配電線等）の切替・遮断等の

※請負者が同工事の許可業者でない場合は、同工事の許可を取得している者に委託する。

（長野県建設工事入札参加資格者のうちから監督職員と協議して委託する）

7 機械設備及び電気設備

　・ 行う

・ 現状ＧＬ　　・ 行う（　/　図による）

・ 山砂の類　　・ 他現場の建設発生土の中の良質土　　・ 再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。

特殊な建設副産物の  5

改修及び処分

特別管理産業廃棄物  2

の処理

PCBを含む機器類  3

  4 PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材

（5.5.1）

※監督員の承諾する業者

※監督員の承諾する業者

※監督員の承諾する業者

※監督員の承諾する業者

※監督員の承諾する業者 ※監督員の承諾する場所

※監督員の承諾する場所

※監督員の承諾する場所

※監督員の承諾する場所

※監督員の承諾する場所

・フロン

・ハロン

・イオン化式感知器

・六ふっ化硫黄（SF6）ガス

回収業者又は 保管場所の名称対象機器名称

処分場の名称

回収及び処分を行う特殊な

建設副産物の種類

（5.4.1）

（5.4.3）

（5.4.4）

仕　　様 数　　量 備　　考特別管理産業廃棄物の種類

・廃石綿

・廃　油

・廃　酸

・廃アルカリ

処理施設

※監督職員の承諾する施設　　・図示　　・現場説明書による

引渡しを要する機器類

撤去方法

※「標準施工要領書（日本シーリング工事業協同組合連合会／日本シーリング材工業会）」による。

・

・

撤去範囲　　※図示　　

工事現場のイメージアップ

・仮囲い周辺の美化　　　・　

地域住民への情報提供

・情報掲示板の設置　　・パンフレットの作成　　

住民に対する災害防止関係

・現場出入口周辺への誘導員の配備　　・　

産業廃棄物処理状況記録及び写真を次のように整備すること。

(ⅰ) 搬出された産業廃棄物の処理状況記録

　①　処理の全部又は一部を委託した場合

　　ア　収集運搬車両ごとの産業廃棄物管理票（以下「ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ」という。)A票、B2票、D票及E票(建Ⅱの

　　　　場合はB4票を加える。)の写し、建設廃棄物処理委託契約書の写し並びに搬出解体材の数量集計表

　　イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中

　　　　間処理状況の写真）

　②　請負者が自ら処理した場合

　　ア　ﾏﾆｭﾌｪｽﾄに準じた解体材の種類ごとの数量集計表

　　イ　最終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中間処

　　　　理状況の写真）

　③　特別管理産業廃棄物の場合

　　①又は②に準ずる。ただし産業廃棄物管理票とあるを特別管理産業廃棄物管理票と読み替える。

(ⅱ) 産業廃棄物の再資源化実施状況記録

　　 再生資源利用促進実施書に記載する事項

　　　発生量、搬出先名称、区分、施工条件の内容、搬出先名称、運搬距離、搬出先の種類等　　

(ⅲ) 写真

　①　工事着手前の現場全景、周辺及び対象建築物等の現況写真

　②　仮設物、安全措置状況及び工程写真（除却作業状況、埋設配管等及び基礎類は入念に撮影すること。）

　③　使用機械類

　④　産業廃棄物収集運搬車両への積込み時及び積降し時の写真

　⑤　しゅん工時の全景写真（着手時と同一アングルとする。）

　⑥　その他監督職員の指示による

(1)工事現場に置いては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全教

   育、研修及び訓練を行うこと。

(2)安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回以上実施し、この結果は工事日誌へ記録 す

   るほか工事写真 等も整理のうえ提出すること。

(2)工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の負担とする。

① 保険の種別　　　請負業者賠償責任保険とする。

② 保険期間　　　　工事着工の日から工事目的物の引渡し日までとする。

(1)工事請負額が９００万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録 をすること。

   （ただし、工事請負代金額９００万円以上２,５００万円未満の工事については、受注時・訂正時のみ

　　　　　　　について登録 するものとする。）

(2)登録 する場合は、あらかじめ監督員の確認を受け、次に示す期間内に(財)日本建設情報総合センタ ー

   (JACIC)に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。

   なお、変更時と完成時の間が１０日間に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

① 工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

② 登録 内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

③ 工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

施工途中において工事検査課職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち検査を実施すること

があるので、検査に協力すること。

(1)工事の施工計画にあたって、施工計画書に次の事項を具体的に記載するとともに、施工時においても

   遵守すること。

① 積載重量制限を超過しての建設発生土の処理及び資機材（以下「資機材等」という。）の積載重量の

   厳重チェックを行うこと。

② 過積載を行っている資材等納入業者からの資機材等購入は行わないこと。

③ 過積載を防止するため、資機材等の購入にあたっては、納入業者の利益を不当に害することのないよ

   うにすること。

④ 資機材等の運 搬には、さし枠装着車、物品積載装置等の不正改造した車輌及び不表示車等を使用しな

   いこと。

   また、同車輌からの資機材等の引き渡しを受けないこと。

⑤ 下請事業者や資機材等納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠けた者または車

   輌を使用した業務等において悪質かつ重大な事故を発生させた者を排除すること。

⑥ 飛散の恐れがあるものについては、飛散しないような処置を行い運 搬すること。

⑦ 土砂等の運 搬に関する事業者の選定に当っては、「土砂等を運 搬する大型 自動車による交通事故の防

   止等に関する特別措置法」の目的に鑑み、同法第12条の規定に基づき届け出た団体構成員の雇用に努

   めること。

(2)以上の点について、下請事業者についてもこれに準じ徹底すること。

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

上記による他、監督員の指示による。

　調査方法については設計図書による。

調査の有無　　　※無　　　・有

調査項目　・土壌調査　　・土壌調査（含有量試験）　　・ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出調査　　・廃棄物含有調査

　土壌汚染に係る環境基準に準拠すること。

　調査箇所については設計図書による。

　(1)工事の着手、施工、完成にあたり、関係機関への必要な手続等を遅延なく行う。

　(2)前項に規定する届出手続等を行うにあたっては、届出内容についてあらかじめ監督職員に報告する。

とが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督職員と協議する。

その後の措置については、監督職員の指示に従う。また、当該埋蔵物の発見者としての権利は、法律の定

めるところにより、発注者が保有する。

(1)現場で使用する機械は、低騒音型 、低振動型 、排出ガス対策型 建設機械とすること。

(2)夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでない。なお、運 

   搬ルートの選定に当たっては影響の少ないルートを選定すること。

(3)汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等環境の回復に努めること。

(4)熱帯材合板型 枠は、極力使用しないこと。

埋蔵文化財調査の時期　　　　　　　　　・解体工事終了後　　　・解体工事中

｢周知の埋蔵文化財包蔵地｣の該当　　　　・該当する　　　　　　・該当しない

掘削作業時の教育委員会等の立会い　　　・有　　　　　　　　　・無

<6.5.2>

工事の施工にあたり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督職員に報告する。

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書によるこ

1　工事現場の環境

2　産業廃棄物の

3　騒音、振動調査

4　土壌調査

6　疑義に関する

7　文化財その他

9　環境対策関係

8　埋蔵文化財調査

10　過積載の禁止

11　安全対策関係

12　火災保険等

13　工事実績情報

14　工事検査

15　被害届等

16　提出物

の登録

の埋蔵物

協議等

5　官公庁その他への

届出手続等

取扱いについて

改善について

(1)工事請負契約約款第５１条第１項の規定により、次の保険等に付さなければならない。

<6.4.2>アスベスト含有保温材の除去　　　・　行う

作業上の隔離　　・　行う　　　・　行わない

4 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

の除去（レベル2）

の除去（レベル3）

1.工事場所　　　　　長野県茅野市金沢字赤井沢2473-1

2.敷地面積（㎡）　　３３２．９６

事務所兼宿舎

事務所用倉庫

宿 舎用 倉庫

公 用車 車庫

既製品

木造

既製品

既製品

・　建築物　　・　工作物　　・　建築設備　　・　内部造作等　　・　樹木等　　・　その他

　・ 行う（解体配置図による）　　

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築（解体）工事

梁間(ｍ) 桁行(ｍ) 建築面積(㎡) 延 面 積(㎡)

１２．５６

１

２．６３

２．２１

２．６７

２．６３

４．４５

５．３０

５．４０ ７０．０

６．９

９．８

１４．１

７０．０

６．９

９．８

１４．１

採取箇所　　※　別冊調査結果報告書参照　　

・　調査済　　・ 行う（下表による）

5 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板等

モルタル除去　　・　集塵システム付きハンマー斫り工法

アスベスト含有成形板等の除去　　　・　行う

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印株式会社 23-0102024.1.31南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 特 記 仕 様 書

解 体 工 事
NO SCALE

Ｋ
7

1
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SUS流し

石油給湯機

木製館名板2枚共取外し保管

オイルタンクオイルタンク プロパン2本立
H=850

幹
線
架
空
引
込

松2本伐採

植樹帯盛土撤去

コンクリート土間

木造濡れ縁

コンクリート土間撤去、7.5㎡

H=2,930

ポーチ土間

消火栓廻り自然石はそのまま

掲示板そのまま

既設消火栓

既設収納箱

既設アルミフェンスH=800

既設重量式コンクリート土留壁

既設メッシュフェンスH=1,200

既設ミラー支柱φ75

既設コンクリート壁

自然石撤去

隣地境界線

21.65

安全旗アルミポール取外し保管

H=6,000

既設アスファルト舗装全面撤去、81.6㎡

木造平屋建：70.0㎡

事務所兼宿舎解体

昭和49年完成

物置２解体

既製品6.9㎡

イナバ物置

物置１解体

既製品9.8㎡

ヨド物置

車庫解体

鉄骨規格品14.1㎡

配 置 図
除却建物を示す

付帯機器類及び道路側植樹帯の撤去を含む

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名
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事務所

室　名

事 務 室

モルタル塗り

床 壁 天井高巾 木 天 井 廻 縁 備 考

システムバスルーム　1216タイプ　寒冷地仕様 規格高

同 上

同 上

同 上

2,400

同 上

同 上

同 上

事務所玄関

手 洗 い

ト イ レ

宿 舎
住 戸 玄 関

廊 下

台 所

手 洗 い

ト イ レ

浴 室

和室（共通）

プレハブ倉庫１

プレハブ倉庫２

公 用 車 車 庫

2,290

フローリング張り

同 上

同 上

同 上

同 上

雑巾摺H=20 2,290

2,290

同 上

同 上2,400

同 上

モルタル塗り

同 上

同 上

同 上 2,400

タタミ寄

雑巾摺H=20

木製H=33

木製H=33

杉ベニア　竿縁天井

プラスター塗り

プラスター塗り プリント石膏ボード張り

プリント石膏ボード張り

タタミ敷き

書棚、壁掛けエアコン

壁掛けエアコン（１台）

床 の 間 ケヤキ合板張り 同 上 同 上

合 板 張 り 2,400押入（共通） 合 板 張 り 合 板 張 り 同 上

フローリング張り
プラスター塗り

浴室側t-9.5mm石膏ボード張りの上t-5mm天然化粧合板張り
プリント石膏ボード張り

同 上

同 上同 上

プラスター塗り同 上

同 上

雑巾摺H=20

同 上

同 上

2,290

2,290

同 上

同 上

同 上

同 上

中段　及び　天袋付き

流し台W1800、ガス台W600、壁付け換気扇

※令和4年に改修

屋 根

軒 裏

外 壁

長尺カラー鉄板　瓦棒葺き（2.5寸勾配）、アスファルトフェルト17kg

タル木　及び　野地板表し

ポ ー チ

外 部 建 具

断 熱 材

コンクリート下地　モルタル塗り（オイルタンク置場共）

住宅用カラーアルミサッシ

不 明

そ の 他 撤 去

※２）木製館名看板（２枚）は取り外し保管する事

木製濡れ縁、ステンレス外流し、ステンレスポスト、スチールポスト

唐松板張り 唐松板張り

※１）市道側のコンクリート壁及び掲示板　・　北側アルミフェンス及び国道側のメッシュフェンスはそのまま残す事

市道側植え込み部分（盛土・自然石・松を含む植木全て）、アスファルト舗装の一部カッター入れ撤去

上屋：鉄骨造規格品

上屋：既製物置（スチール）

上屋：既製品物置（スチール）

基礎：軽量コンクリートブロック敷き

基礎：軽量コンクリートブロック敷き

基礎：軽量コンクリートブロック３段積み 土間：一部コンクリート

繊維塗り壁

コンクリート下地モルタル金ゴテ仕上げ

コンクリート下地モルタル金ゴテ仕上げ

【モルタルにアスベスト含有】

【モルタルにアスベスト含有】

【アスベスト含有みなし】

【アスベスト含有みなし】

【アスベスト含有みなし】

【アスベスト含有みなし】

【アスベスト含有みなし】

【モルタルにアスベスト含有】

雨 樋 軒樋：カラー鉄板　半丸 竪樋：カラー鉄板　丸

基 礎 【モルタルにアスベスト含有】

タテ板張り、　両妻三角部分はモルタル下地、プラスター塗り

コンクリート、　立上り外周部・玄関ポーチ土間・オイルタンク土間はモルタル塗り

事務所兼宿舎　外部仕上表

事務所兼宿舎　内部仕上表

付属建物　仕上等
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エアコン

2

1

2

1

汚水桝 汚水桝

2

9
0
0

2
,
7
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

5
,
4
0
0

汚水桝

汚水桝汚水桝

3,563 1,800 1,800 2,700 2,700

外流し

汚水桝

分電盤

電気
小ﾒｰﾀｰ

流し台IHヒーター

オイルタンク

樹脂サッシ 樹脂サッシ 樹脂サッシ

樹
脂
サ

ッ
シ

2,700 900 1,800

換気扇

2 2

電子レンジ
冷蔵庫エ

ア
コ

ン

既
存

石
油
給

湯
機

2
,
7
0
0

9
0
0

1
,
8
0
0

5
,
4
0
0

2

洗濯機ﾊﾟﾝ

2

システムバス1616

浴
室

用
開
戸

オイルタンク

汚水桝

押入 押入

和室4.5帖

和室6帖

台所

押入 床の間

和室6帖

廊下

手洗い

トイレ トイレ
手洗い

事務室

事務玄関

住戸玄関

浴室
ポーチ

ポーチ

土間コン

濡れ縁
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引
き

分
け

戸

2,630

2
,
6
3
0 イナバ物置

既製品6.9㎡

※寸法は外々寸法とする

コンクリーブロック基礎

190×190×100（16個）

ﾊﾟﾈﾙ6枚

ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
6
枚

ﾊﾟﾈﾙ6枚

竪樋

2
,
6
7
0

※寸法は外々寸法とする

5,300

車庫

鉄骨規格品14.1㎡

全
開

口

中柱

中柱

ﾊﾟﾈﾙ6枚

ﾊﾟﾈﾙ6枚

ﾊﾟﾈﾙ6枚

ﾊﾟﾈﾙ6枚

ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
6
枚

400×200×100（3段積み）

3方向コンクリーブロック基礎

土間は土

斜線部分コンクリート土間撤去、7.5㎡

アルミポールφ60、H=6m（取外し保管）

引
き
込
み

2
枚
戸

2,210

4
,
4
5
0

ヨド物置

既製品9.8㎡

※寸法は外々寸法とする

コンクリーブロック基礎

190×190×100（20個）

ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
3
枚

ﾊﾟﾈﾙ3枚

ﾊﾟﾈﾙ3枚

ﾊ
ﾟ
ﾈ
ﾙ
6
枚

竪樋

竪樋

物置２

車 庫 物置１

河
川
保
全
区
域
界

河
川
保
全
区
域
界
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平 面 図

車庫・倉庫(2棟)
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1
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木造庇

木造庇

戸袋戸袋

出窓150

10
2.5

3
,
0
0
0

6
7
5

3
0
0

アルミ庇

木製館名看板200×1030

取外し保管

取外し保管

電気メーター

木製館名看板280×1300

取外し保管

ポスト撤去（2個）

南立面図 東立面図

北立面図 西立面図
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1
0
0

30 4,450 30

2
,
3
7
0

1
0
0

50 2,630 50

2
,
0
8
0

130 2,630 130 50 2,630 50

1
0
0

2
,
0
4
0

100 2,210 100

引き込み2枚戸

引き分け戸

1
0
0

30 4,450 30

2
,
3
3
0

4
5
0

1
,
8
1
0

8
0

1
0
0

1
4
0

2
,
2
6
0

全開口

隣
地
境
界
線

160

隣
地
境
界
線

1
0
0

1
4
0

8
0

160

5
5
0

1
,
8
1
0

400×200×100（3段積み）

3方向コンクリーブロック基礎

金属ﾊﾟﾈﾙ6枚 金属ﾊﾟﾈﾙ6枚 金属ﾊﾟﾈﾙ6枚

屋根金属パネル

コンクリーブロック基礎

190×190×100

コンクリーブロック基礎

190×190×100

100 2,670 100 破風板カラー鉄板加工アルミポールφ60、H=6m（取外し保管） アルミポールφ60、H=6m（取外し保管）

物 置 ２

物 置 １

車 庫

西側立面図 東側立面図南側立面図

西側立面図 南側立面図 東側立面図

北側立面図 西側立面図東側立面図

※ヨド物置

※イナバ物置

※鉄骨規格品
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南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

木造 ２階建

木造 １階建

６３．３３

２５．８３

９０．０５

２５．８３
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01NO SCALE

工 事 名

工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 施 工 に 際 し 、 必 要 な 箇 所 は 各 工 事 に 先 立 ち 工 事 係 員 の 指 示 に

よ り 施 工 図 を 作 成 し 工 事 係 員 の 検 査 を 受 け 施 工 の こ と 。

工 事 施 工 に 際 し 、 必 要 な 箇 所 に 対 し て は 係 員 の 指 示 に よ り 適 当 な

る 材 料 を 以 て 養 生 を 施 し 急 硬 急 乾 、 凍 結 破 損 の 防 止 を す る こ と 。

本 工 事 請 負 者 は 、 工 事 着 工 前 に 、 工 事 行 程 表 及 び 主 要 機 材 の

メ ー カ ー リ ス ト を 提 出 し 、 工 事 係 員 の 承 諾 を 得 る こ と 。

工 事 完 了 後 に 、 検 査 困 難 な 箇 所 の 施 工 に 当 た っ て は 、 必 ず

工 事 係 員 の 立 ち 会 い の 下 に 施 工 の こ と 。

本 工 事 施 工 期 間 中 、 請 負 者 （ 現 場 代 理 人 ） は 、 日 々 工 事 現 場 に

諸 職 工 そ の 他 に て 、 係 員 の 指 示 に 従 わ な い 者 、 叉 は 技 術 未 熟 練

者 は 、 退 場 を 命 じ る こ と が あ る 。

工 事 完 了 後 は 、 速 や か に 工 事 現 場 内 外 の 清 掃 後 に 、 片 付 け 、 及 び

損 傷 箇 所 の 復 旧 、 補 修 を し て 工 事 係 員 の 下 で 検 査 合 格 後 に 、 竣 工

６）

７）

８）

９）

１０）

１１）

１２）

の 物 と し 、 係 員 の 承 諾 を 得 た も の の み を 使 用 す る こ と 。

検 査 を 受 け る こ と 。 そ の 時 、 各 、 設 備 工 事 で 係 員 の 指 示 し た も の

は 竣 工 図 面 を 提 出 す る こ と 。

出 勤 し 、 諸 職 工 の 指 導 督 励 に 当 た り 工 事 の 完 遂 に 期 す る こ と 。

メ ー カ ー リ ス ト 本 工 事 に 使 用 す る 　 主 要 機 材 は 、 下 記 製 造 業 者 製 品 　 叉 は 相 当 品 以 上

日 新 電 機

ＪＩＳ規格品

同 上

同 上

岩 通

能 美

ヤ ン マ ー

大 坂 避 雷 針

東 芝

東 芝

沖

セ イ コ ー

マスフ゜ロ

日 本 避 雷 針

川 崎

ニ ッ タ ン

ア イ ホ ン

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

パ ナ ソ ニ ッ ク

JVCケンウッド

東 芝

東 芝

神 保

岩 崎

ホ ー チ キ

東 京 避 雷 針

富 士 通

東 亜

シチス゛ン

三 菱

東 芝

東 芝

明 工 社

日本アンテナ

村 田 電 機

Ｎ Ｔ Ｔ

三 菱

パ ナ ソ ニ ッ ク

盤 類

電 線 管

照 明 器 具

電 話 交 換 機

放 送 機 器

テ レ ヒ ゛ 共 聴 機 器

電 気 時 計 機 器

イ ン タ ー ホ ン 機 器

自 動 火 災 報 知 機 器

発 電 機

避 雷 針

同 上 付 属 品

配 線 器 具

電 線 、 ケ ー フ ゛ ル

内 外 電 機 河 村 電 器パ ナ ソ ニ ッ ク

長野県茅野市金沢字赤井沢２４７３番１

電 灯 、 コ ン セ ン ト 設 備

照 明 器 具 設 備

電 気 時 計 設 備

表 示 設 備

工 事 種 目

工 事 概 要

非 常 用 照 明 器 具 設 備

本 特 記 仕 様 書 、 設 計 図 に 示 す 如 く 、 電 気 設 備 工 事 を 施 工 す る も の で 、 係

員 の 指 示 に 従 い 優 秀 な る 技 術 を も っ て 適 正 確 実 な る 設 備 を 施 工 す る も の

と す る 。

幹 線 設 備

動 力 設 備

受 変 電 設 備 放 送 設 備

非 常 用 放 送 設 備

自 家 用 発 電 機 設 備

非 常 警 報 設 備

Ｌ Ａ Ｎ 用 配 管 配 線 設 備

電 話 用 配 管 配 線 設 備

電 話 交 換 機 設 備

避 雷 針 設 備 火 災 報 知 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

１）一 般 事 項 図 面 及 び 特 記 仕 様 書 に 記 載 さ れ て し な い 事 項 は 、 す べ て 国 土 交 通 省 大 臣

官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 (電 気 設 備 工 事 編 )」 、

「 公 共 建 築 設 備 工 事 標 準 図 (電 気 設 備 工 事 編 )」

本 工 事 に お け る 必 要 な 諸 手 続 き 等 は 全 て 請 負 者 に て 行 う 事 。

設 計 図 書 内 の 不 一 致 及 び 明 記 な き 箇 所 が あ る 場 合 は 技 術 上 当 然

必 要 と 認 め ら れ る も の は 全 て 工 事 係 員 の 指 示 に よ り 施 工 の 事 。

諸 材 料 は 、 指 定 品 を 除 き す べ て 請 負 者 よ り 見 本 品 及 び 現 品 を 提 出

し 、 工 事 係 員 の 検 査 承 諾 を 受 け 使 用 の 事 。

材 料 の 寸 法 及 び 施 工 方 法 は 、 見 か け 上 叉 納 ま り 具 合 取 付 関 係 に お い

２）

３）

４）

５）

等 の こ と は 、 必 要 に 応 じ て 工 事 係 員 の 指 示 に よ り 施 工 の こ と 。

て 、 所 要 寸 法 を 多 少 変 更 し 、 ま た 寸 法 を 変 え 、 数 量 を 幾 分 増 加 す る

消 防 法 、 建 築 基 準 法 に 準 拠 し 施 工 を 行 う 。

（ 最 新 版 ） 及 び 電 気 設 備 技 術 基 準 、 電 力 会 社 内 線 規 程 、

イ ン タ ー ホ ン 設 備

住 宅 用 火 災 警 報 設 備

，階数～ ，建築面積～構造～

，階数～ ，建築面積～構造～車庫・倉庫

事務所・宿舎 ㎡，　延床面積～

㎡，　延床面積～

㎡

㎡
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755 10,925
道
路
側

溝

中
央
本
線

青柳駅

国
道
2 0 号

線

富士見町

至る諏訪南IC入口

至る諏訪市

歩道橋

付近見取図

茅野市金沢字赤井沢2473-1

工事箇所

隣地境界線

道
路
境
界
線

合 計

332.96　㎡

32.03　㎡

58.02　㎡

32.03　㎡

90.05　㎡

25.83　㎡

25.83　㎡ 115.88　㎡

83.85　㎡

25.83　㎡63.33　㎡ 89.06　㎡
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道
路
境
界
線

4,100 600

道路

隣地境界線

既設ミラー支柱φ75

既設コンクリート電柱

既設消火栓

既設収納箱

既設メッシュフェンスH=1,200

既設止水栓

既設量水器

既
設

掲
示
板

配 置 図

既設下水道引込桝

20mm

150mm、深さ1.2m

申請建物１

申請建物２

4
.
0
0

11
.1
1

21.65

延 べ 床 面 積

２ 階 床 面 積

１ 階 床 面 積

申 請 建 物 １ 申 請 建 物 ２

敷 地 面 積

建 築 面 積

23.39

1
4
.
1
7

申請建物を示す

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

1

100

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 配 置 図

案 内 図

Ｅ
10

02

（ＦＥＰ３０）ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ

Ｐ．ＢＯＸ　平面図参照

Ｐ．ＢＯＸ　平面図参照

以下、平面図参照

以下、平面図参照



　　　盤　　名　　称 　　　主開閉器結線図
ＮＯ

　回路 分　岐　開　閉　器
リモコン 備　　　　　　　考負　　荷　　名　　称 負　荷　容　量 　　　盤　　名　　称 　　　主開閉器結線図

ＮＯ

　回路 分　岐　開　閉　器
リモコン 備　　　　　　　考負　　荷　　名　　称 負　荷　容　量

Ｖ Ｖ引込開閉器盤
１Φ３Ｗ１００　／２００

Ｘ

MCCB3P

屋外露出型（鋼板製指定色焼付塗装仕上）

100ＡＦ／100ＡＴ

WHM

WHM

WHM

MCCB1P MCCB1PMCCB2P MCCB2PＥＬＣＢ ＥＬＣＢ

ＶＶ１Φ３Ｗ１００　／２００
L-1

Ｘ

ＥＬＣＢ３Ｐ

VA

VA

VA

VA

VAル ー ム エ ア コ ン 200 V1600

 600

 533

 433

1000

屋内露出又、半埋込、樹脂製（ホーム型）

ＶＶ１Φ３Ｗ１００　／２００

Ｘ

ＥＬＣＢ３Ｐ

VA

VA

VA

VA

L-2

MCCB3P50AF/30AT

予 備

屋内露出又、半埋込、樹脂製（ホーム型）

VA

VA
1000

VA
1000

電 灯 他

電 灯 他

2 階 電 灯 他

家 電 機 器

エ ア コ ン

2 階 エ ア コ ン

2 階 エ ア コ ン

 572

 866

 674

1000

1500

コ ン セ ン ト

コ ン セ ン ト

コ ン セ ン ト

ミ ニ キ ッ チ ン

VA
 131電 灯 他

端 子 盤

L - 2

L - 1

VA
 100

VA車 庫 倉 庫  163

予 備 ×２

MCCB2P50AF/30AT VA 200 VI H ヒ ー タ ー 5800

VA 200 V1500エ コ 給 湯

100ＡＦ／60ＡＴ

MCCB3P100AF/60AT

50ＡＦ／30ＡＴ

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31 Ｅ 電灯分電盤図
10

03NO SCALE

２０ＡＴ）
（５０ＡＦ／

２０ＡＴ）
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２０ＡＴ）
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２０ＡＴ）
（５０ＡＦ／
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２０ＡＴ）
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3

4

1

1

2

3

4

1

5

６

７VA

VA

5

6

7

( 4560  )

1

２

(13912  )

VA

VA

13912

4560
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検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31 Ｅ 照明器具参考姿図
10

04NO SCALE

Ａ Ｂ

照 明 器 具 参 考 姿 図

C D

E F G H

I J K L

Ｍ Ｎ

LED31.9W LED4.2W

LED7.0W

LED11.6W LED4.3W

LED9.6W LED32W LED23W LED10.7W

LED27.6W LED28.1W LED12W

軒下用

ＷＰ

コンセント付、プルスイッチ付

パナソニック　ＬＧＢ５２０９５ＬＥ１同等品パナソニック　ＬＧＢ１２６２２ＬＥ１同等品パナソニック　ＬＧＣ２１１６０Ｋ同等品パナソニック　ＬＧＢ８１７０１ＬＥ１同等品

パナソニック　ＬＧＢ５１５７５ＫＬＥ１同等品 パナソニック　ＬＧＣ３１１５６Ｋ同等品 パナソニック　ＬＧＢ５２１１２ＬＥ１同等品 パナソニック　ＬＧＷ５１７０５ＷＣＦ１同等品

パナソニック　ＬＧＢ８１５６３Ｚ同等品ＬＲＳ１ＲＰ－１３ＬＥ９Ｂ２　ＬＲＳ１－０８ＬＥ９

Ｂ１　ＬＲＳ１－０５ＬＥ９

ＬＳＳ６－４－４８ＬＥ９

LED4.5W

LED16.3W

ＷＰ

ガード付 LED14.9W ＷＰ、ＳＵＳ

ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（ＯＮ／ＯＦＦ型）

パナソニック　ＮＮＦＳ２１８１２ＣＬＥ９同等品ＬＳＳ１－４－２３ＬＥ９



Ａ

屋内露出（樹脂製　ホーム型）

Ｓ

Ｓ

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31 Ｅ 凡 例
05

10

NO SCALE

引 込 開 閉 器 盤

手 元 開 閉 器 盤

３付　１Ｐ１５Ａ３Ｗ（３路用）　　

フ ロ ア ー コ ン セ ン ト

V
30A

Ｆ用ジョイントボックス 大

t

D

カ ラ ー 玄 関 番

カラーカメラ付ドアホン子機

端 子 盤 ＴＥＬ

ＴＶ

２５０ ２Ｐ３０Ａ×１　接地極付 大角樹脂プレート共

２Ｐ１５Ａ×２　接地極付　　上下式

保安器取付スペース２Ｌ+情報機器取付スペース

２分配器（ＳＨ－Ｄ２）　

ＴＶ機器は、全て４Ｋ.８Ｋ対応品とする。

セット品　　パナソニック　ＶＬ－ＳＥ３０ＸＬ・ＫＬ同等品

煙 感 知 器 電池式　Ａ付　親器　パナソニック　ＳＨＫ４２７１２同等品

電池式　パナソニック　ＳＨＫ４２４２２同等品煙 感 知 器S

電 灯 分 電 盤

記 号 名 称 備 考 記 号 名 称

凡 例

別 結 線 図 参 照

別 結 線 図 参 照

直 付 叉 埋 込 型Ｌ Ｅ Ｄ 灯

Ｌ Ｅ Ｄ 灯 引　掛　型直 付 型

直 付 叉 埋 込 型Ｌ Ｅ Ｄ 灯

Ｌ Ｅ Ｄ 灯 埋 込 型

別 姿 図 参 照

別 姿 図 参 照

別 姿 図 参 照

別 姿 図 参 照

埋 込 ス イ ッ チ

防水型

２付　２Ｐ１５Ａ×２　 Ｅ付　２Ｐ１５Ａ×１　接地極付

２Ｅ付　２Ｐ１５Ａ×２　接地極付

２Ｐ１５Ａ×１　大角樹脂プレート共

Ｅ.ＥＴ付　２Ｐ１５Ａ×1　接地極、接地端子付 ２Ｅ.ＥＴ付　２Ｐ１５Ａ×２　接地極、接地端子付

ＥＷＰ付　２Ｐ１５Ａ×２　接地極、接地端子付

埋 込 コ ン セ ン ト

埋 込 コ ン セ ン ト

Ｅ

換 気 扇

同 上 操 作 ス イ ッ チ

別途設備工事　　　　　なお、接続は本工事に含む。

別途設備工事　　　　　なお、接続は本工事に含む。

１Ｐ１５Ａ　大角樹脂プレート共　　

ＭＣＣＢ２Ｐ５０ＡＦ/２０ＡＴ　樹脂製収納ボックス共

備 考

ローテイションアウトレット 上下式６極４心モジュラージャック共

電 話 用 受 口

直 列 ユ ニ ッ ト

６極４心モジュラージャック大角樹脂プレート共

中間用７５Ω　１端子　大角樹脂プレート共　　 Ｒ付  端末用

床 用 Ｌ Ａ Ｎ 受 口 上下式　８極８心モジュラージャック共

L付　1P4A パイロットスイッチ
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冷蔵庫別途

洗面化粧台

別途

下駄箱

ポーチ柱2本（ﾋﾉｷ120角）

レンジフード

ガス台流し台

吊戸棚

ロッカー

ミニキッチン

洗濯機別途

下駄箱

外流し

事務所

宿舎ポーチ
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検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号整 理 番 号

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31
1

50

06

10
Ｅ １ 階 平 面 詳 細 図

幹 線 、 弱 電 設 備

縮 尺 図 名

Ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｕ

Ｓ

Ｓ

（ＰＦ２２）×２Ｃ

Ｌ－１

Ｌ－２

ＴＥＬ他

Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥＴ１４ Ｅ５．５Ｌ－２

ＥＤ

ＥＤ×２

Ｅ５．５　×２（ＶＥ１６）

Ｅ２．０（ＶＥ１６）

引込開閉器盤

特記なき配管、配線は下記による。

電話設備

Ｅ ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ

テレビ共聴設備

Ｓ ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

Ｕ

ＬＡＮ設備

ＥＭ－ＵＴＰ－ＣＡＴ６ａ

インターホン設備

なお、立上り、立下り、貫通ケ所及びスラブ内はPF管にて保護を、又、防火区画は

金属管又は、適合する耐火処置材料にて貫通処理を行う。

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ

ＥＭ－ＩＥ３８　×３（ＥＰ３９）

ＥＭ－ＣＥ５．５　－３Ｃ Ｅ２．０

Ｒ

ｔ

Ｄ
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マクラ棚

押入

5

4

3

2

1

手
摺

り

中段及び

マクラ棚

中段及び

マクラ棚

押入

押入
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ホール
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900 8,800 900

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
0
0

3
,
6
4
0

9
0
0

1,690 640
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軒
の
出
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検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号整 理 番 号

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660
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１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印
２ 階 平 面 詳 細 図

幹 線 、 弱 電 設 備

縮 尺 図 名

株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31
1

50
Ｅ

10

07

エントランスキャップ

引込金物

引込金物

エントランスキャップ

ＴＥＬ他 （ＰＦ２２）×２Ｃ

ＥＭ－ＩＥ３８　×３（ＥＰ３９）

Ａ
Ｓ

Ｓ

Ｓ



上部棚板上部棚板

手
摺
り 3

4

5

2

1

上部棚板

冷蔵庫別途

洗面化粧台

下駄箱 別途

事務所

宿舎玄関

外流し

下駄箱

ポーチ柱2本（ﾋﾉｷ120角）

流し台

ロッカー

ポーチ

宿舎ポーチ

ミニキッチン

ホール

事務所

事務所

玄関

トイレトイレ 洗面脱衣室

浴室

居間台所 外部倉庫

洗濯機別途

吊戸棚

レンジフード

ガス台

書籍スペース

階段下
トイレ

更衣室

910 1,670 910 910 1,820 1,065 1,820 1,820 910 1,090

755 10,925 2,000
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検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号整 理 番 号
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本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-010 １ 階 平 面 詳 細 図2024.1.31
1

50

08

10
Ｅ

電灯コンセント設備

縮 尺 図 名

Ｖ

Ｖ

C

C

V

V

C

C

Ｈ

ＥＷＰ

２Ｅ
２Ｅ

２Ｅ

ＡＣ

２ＥＥＴＥ

２Ｅ

ＥＷＰ

２Ｅ

２Ｅ

３
３

Ｃ－２

Ｄ

ＥＥＴ ３０Ａ

ＥＷＰ

エコ給湯貯湯ユニット

（１φ２００　１５００Ｗ）

２．６

冷蔵庫用

ＥＥＴ

ＩＨヒーター用

２Ｅ

家電機器用

Ｇ

Ｌ

Ｂ１

２Ｅ

ＥＷＰ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｂ２
２Ｅ

ＥＷＰ

Ｂ２

Ｆ

Ａ－２

Ｅ

Ｂ１

Ｂ１

Ｌ－２

レンジフード用

Ｓ．ＢＯＸ　１ヶ用　ＮＰ付（１φ２００　１６００Ｗ）

洗濯機用

Ｌ－１

ＥＷＰ

ＥＷＰ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

Ｌ

エコ給湯ヒートポンプユニット

ＥＷＰ

２ＥＥＴ

凍結防止用　～７ヶ所

２Ｅ

ＥＷＰ

ルームエアコン用 ミニキッチン用

Ｅ

２Ｅ

３

以下、配置図参照

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２

（内　１　Ｅ）

（内　１　Ｅ）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

なお、立上り、立下り、貫通ケ所及びスラブ内はPF管にて保護を、又、防火区画は

金属管又は、適合する耐火処置材料にて貫通処理を行う。

NO １φ１００　回路

１φ２００　回路

２．６ ＥＭ－ＥＥＦ２．６－３Ｃ

（内　１　Ｅ）

（内　１　Ｅ）

特記なき配管、配線は下記による。

Ｐ．ＢＯＸ　１５０　×１００　ＷＰ　ＳＵＳ

～２ヶ所

Ｏ．ＢＯＸ　四角中浅　ＷＰ入線カバー付

２ＥＥＴ

Ｂ１

ｔ

５

６ ７

２

２

４

３６

１

１

１

３

４

５

７

NO

１

２



縮 尺 図 名

中段及び

マクラ棚

押入

中段及び

マクラ棚

押入

5

4

3

2

1

中段及び

マクラ棚

中段及び

マクラ棚

押入

押入

手摺笠木

67

8

9

10

11

12

13

下14

和室

洋室

ホール

手
摺
り

910 1,8202,580 9102,580

1,820 760 910 910 760 1,820

900 8,800 900

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
0
0

3
,
6
4
0

9
0
0

1,690 640

1,690 1,235

1,722

1,722

（軒の出） （軒の出）

（
軒
の

出
）

（
軒
の
出
）
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電灯コンセント設備
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２
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Ｅ

Ｉ

Ｊ Ｋ

２
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Ｓ．ＢＯＸ　１ヶ用　ＮＰ付

３

６

７
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0
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23-0102024.1.31

付 属 建 物

Ｅ
1

50
電気設備平面図

10

10

ＭＭ－２

以下、配置図参照

Ｐ．ＢＯＸ　１５０　×１００　ＷＰ　ＳＵＳ

ＥＭ－ＣＥ３．５　－３Ｃ （ＰＦ２２）

Ｎ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

（内　１　Ｅ）ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

（内　１　Ｅ）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （内　１　Ｅ）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ

なお、立上り、立下り、貫通ケ所及びスラブ内はPF管にて保護を、又、防火区画は

金属管又は、適合する耐火処置材料にて貫通処理を行う。

C

C

C

２Ｅ
Ｌ

特記なき配管、配線は下記による。

Ｓ



屋　　　　　　　　　内

・倉庫　　　　・　

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

・飲料水の水質の測定（・水質基準検査11項目(一般細菌､大腸菌､硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素､

設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

○　　　　　　　　　　　　

○一式
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Ｍ

　
器
設
備

○  浄　化  槽　 設  　 備

○　実 験 実 習 器 具 設備

○　厨　房　機　器　設　備

○　給　　 油　　設　　 備 ○一式○一式○一式○一式○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

工　　　　　　事　　　　　　内　　　　　　　容

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○　排　　 煙　　設 　　備

○　暖　　 房　　設 　　備

工 事 種 目

建　物　別

屋　　外

１　提出書類等目録 ７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

10　試運転用油等（　　　　）の納品書写

項

共

一

般

通

事

４　工事施工関係書類

５　工事完成資料

６　保守管理資料

９　引渡書

●

注)完成図面の種類は、設計図面に準じて作成すること。

Ⅰ．工　事　概　要

２．建　物　概　要

１．工　事　場　所

建　物　名　称 工事種別 　構　造 　階　　数 延床面積(㎡) 消防法施行令
別表第一

耐震分類 備　　　考

消設

火備

給設

湯備

○
　
　
　

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

・ＨＢ－１Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・　

・標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

１ 屋 内 消 火 栓 箱

２ 建物導入部配管

１ 充 て ん 容 器

３ 転 倒 防 止 等

４ メ　 ー　 タ　 ー

５ ガス漏れ警報器

６ 引 込 負 担 金

７ 電　気　防　食

・別途（・50kg　・　　　　）

・要（・別途工事　・本工事）　・不要

・要　・不要

・本工事（図示による）　・別途工事

８ 建物導入部配管 ・標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

　
厨
房
機

10 ピストンダンパー

11 弁 　　　　　　類

12 温　　 度 　　計

13 圧　　 力 　　計

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

取付部は図示による。

取付部は図示による。

14 瞬　間　流　量　計 コック付とし、形式及び取付部は図示による。

15 油 面 制 御 装 置 制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

１ ダ　　 ク 　　ト ・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

・厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き（・要　　・不要）

・厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

設

気

換

備

取付位置は図示による。２ 風 量 測 定 口

・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

空気調和設備の該当項目による。５ チ ャ ン バ ー

６ 耐　 火 　措 　置

４ 排気ダクトのシール

３ ダ 　ン 　パ 　ー 空気調和設備の該当項目による。

１ ダ　　 ク 　　ト

２ 排 煙 口 の 形 式

３ 排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

・亜鉛鉄板　・　

図示による

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

４ 排 煙 風 量 測 定

○
排
煙
設
備

衛

生

器

具

設

備

・有り　　・無し

図示による

１ 中央監視制御装置

２ 中央監視制御装置

３ 電気計装工事の配線

　 の 構 成 ・ 機 能

天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。
制備

動設

自御

１ 大 便 器 洗 浄 弁

２ 大便器ロータンク

３ 温水洗浄式便座

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（　　　　　　　　　　）

・水抜き装置付

・不凍結装置付・感知小便器一体型フラッシュ方式・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

給

水

設

備

排設

水備

１ 量　　 水 　　器

２ 量　 水 　器 　桝

３ 弁 　　　　　　類 ＪＩＳ又はＪＶ　・水道直結部分（・１０Ｋ　・　　　）　・その他の部分（・５Ｋ　・　　　）

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内　・65Ａ以下は1/50、75Ａ以上は1/100以上　　屋外　・1/100以上　・　

図示の箇所に取付ける。

桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。４ ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝、ため桝

３ 満 水 試 験 継 手

２ 排　 水 　勾 　配

１ 洗面器等の排水管

４ 引 込 納 付 金 等

５ 給　 水 　勾 　配

６ 建物導入部配管

・要（・本工事　・別途工事）　・不要

・不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

ガ

ス

設

備

１ 弁　　　　　　 類

「建築設備定期検査業務基準書平成20年度版」（(財)日本建築設備昇降機センター）の排煙風量

の検査方法に準ずる。

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表１．５．１　表４．１．１１の使用

電線類の規格による。（機器、盤類は除く）

そ

の

他

○

章 項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２．特　記　仕　様

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

１ 機 　　材　　　等

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

    督職員の承諾を受ける。

 　 る。ただし、製造業者等が記載されている場合は同等以上のものとする場合は、あらかじめ監

(1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用す

 　 証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出し

    監督職員の承諾を受ける。

   1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

 　2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 　3)安定的な供給が可能であること。

 　4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

 　5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(2) 別表-1に示す材料・機材等の製造業者等は次の1)から6)すべての事項を満たすものとし、この

 　　は、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

 　6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあって

 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

 のとし、次の1)から5)を満たすものとする。

なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒ

ドの発散量が極めて少ないものとは、発散量が第３種のものをいい、原則として規制対象外のも

のを使用するものとするが、該当する材料等が無い場合は第３種のものを使用するものとする。

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

2)保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

ものとする。

3)接着剤はフタル酸ジーｎーブチル及びフタル酸ー２ーエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可

塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散

が極めて少ないものとする。

4)塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて

少ないものとする。

5)上記1)、3)、4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム

アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ，パーティクルボー

　 建　築　材　料　等

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ 接着剤等不使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

下記の物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている

　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　パラジクロロベンゼン、テトラデカン、クロルピリオス、フェノブカルブ、ダイアジノン

　フタル酸ジーｎーブチル、フタル酸ジー2ーエチルヘキシル

・監督員が指示する構内の場所に敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処理

根切中の山留め　・有（　　　　　　　）　・無

工事に先立ち手引き第２編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告書を

(1)引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作成し提出する。

(2)引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

(3)特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(4)再利用又は再生資源化を図るもの　（ｺﾝｸﾘｰﾄ塊､ｱｽﾌｧﾙﾄ塊､木くず､金属くず､塩ビ管､　　　 ）

・設けない　・設ける

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。

電気保安技術者を設置する。

・配管(１．２)　・冷凍空気調和機器(１．２)　・熱絶縁(１．２)　　・建築板金(１．２)

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

標準仕様書第１編１．７．４によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

ス線等で取付ける。

・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・騒音測定

　飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

　・給水装置・排水装置・換気機器・空調機器・防災設備・監視制御設備・危険物貯蔵装置

　　　　　重要機器とは下記に示すものをいう。

　・火を使用する設備・避難経路上に設置する機器・　　　　　　・　　

　　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階

　　　３．上層階の定義は次による。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

(1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)

(2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・ 内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　　種）

規　制　対　象　外

ホルムアルデヒドの発散量

第　三　種

該　当　す　る　建　築　材　料

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、

監督職員の承諾を受ける。

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

設　置　場　所

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

地下階、一階

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

耐　震　安　全　性　の　分　類

・特定の施設（・甲類　・乙類） ・一般の施設（乙類）

２．０

（２．０）

〈２．０〉

（２．０）

１．５

（１．５）

〈１．５〉

１．０

（１．０）

１．５

〈１．５〉

（２．０）

１．５

〈１．５〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

〈０．６〉

０．４

（０．６）

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

〈１．５〉 〈１．０〉 〈１．０〉 〈０．６〉

２ 使用材料発注先調書

３ 施工条件明示項目

４ 化学物質を発散する

５ ペーストシール剤

６ 電気保安技術者

８ 監 督 員 事 務 所

９ 工事用電力･用水等

10 足場・さん橋類

11 資 材 の 保 管

12 建　設　発　生　土

13 埋め戻し土・盛土

14 山 　留 　養 　生

15 発  生  材  処  理

16 文 字 入 名 札 等

17 取 扱 説 明 板

18 総　 合 　調 　整

19 容 量 等 の 表 示

20 耐　 震 　措 　置

（別表-2）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は手引きによる。）

１ 設 計 温 湿 度

２ 居 室 騒 音 限 界 下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

外　　　気
一　般　系　統

夏　季

冬　季

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH)湿度(RH)

％℃

℃

％℃

％

室　　　　　　　　名 Ａ　特　性　(ｄＢ) Ｎ　　Ｃ　　値

３ 煤 煙 濃 度 計

４ ばいじん量測定口

５ 煙　　　　　　 道

６ ダ　　 ク 　　ト

・設ける　　・　

・設ける（測定口は80φとする）　・　

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

取付部は図示による。７ 風 量 測 定 口

８ チ ャ ン バ ー

備

冷

暖

房

設

備

○

暖

房

設

備

空

気

調

和

設

復帰方式（・遠隔　・　　　　　　　　）

定格入力は、ＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

９ 防煙ダ ン パ ー

(1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2)空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消

　 音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

 　工する。

(3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施

伸縮継手、掃除口及びばい煙量測定口の位置は図示による。　

（別表-1）品質及び性能を有することの証明となる資料を提出する機材等

11　その他監督職員の指示によるもの又は特記によるもの

・（社）公共建築協会による「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」における評価対象となる機械設備機材等

・

・

・

・

・

・

・

・その他監督職員の指示によるもの

７ 技 能 士 の 適 用

公共建築工事積算基準の解説(設備工事編)の「執務並行改修」 排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

26 管 の 埋 設 表 示 図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

   非 破 壊 検 査

27 溶　 接 　部 　の

抜取率　　　・標準仕様書による　　・　

区　　　　分

倉庫・書庫

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

屋外露出、多湿箇所 ・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

居室・廊下など

機械室

機械室

保　　　　温　　　　外　　　　装

（　　　　　　　）

   消 音 内 貼 り

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

各配管の保温厚で標準仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。ただし、排水管は

除く。

・換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・範囲は図示による　・　

・排気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚25mm）　・範囲は図示による　・　

保温種別は下記による

　ダクト　　　　　　　　　　　・イ（・１号　・２号）　　・ロ

　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

　なお仕様はｄ(ハ)とする。

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

　給水管　　　　　　　　　　　・ハ　　　　　　　　　　　・ロ（凍結防止帯巻部分）　

　給湯管　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

・ダクトの保温外装は下表による。

　 振 動 絶 縁 効 率

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

下記の金属電線管は塗装を行う。

振 動 絶 縁 効 率基　　　　　　礎機　　　　　器

空 調 用 ポ ン プ 及び

ボイラー給水用ポンプ

遠 　心 　送 　風 　機 ・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 80％以上　・　

・ 80％以上　・　

・ 　％以上　・　

小形給水ポンプユニット

揚 水 用 ポ ン プ 及び

・別図による。

・配管の保温外装は下表による。（配管には、冷媒管は除く。）

28 塗 　　　　　　装

29 機器の基礎 及び

30 電　　　線　　　類

31  は　　 つ 　　り

32 保　 温 　及 　び

・ステンレス鋼板　　　　　　・保温化粧ケース

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

(2)新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径32mm以上のものは40mmとする。

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は３２に準じる。

保険等の各種措置については、別添「特記仕様書(共通事項)」による。

(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。

・冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースの材質は図示による。

33  防　 凍 　保 　温

34  試  　　　 　験

35　他工事との取合い

36　そ　　の　　他

検査対象　　・配管　　　・煙道　　　・　　　　　　・　

かって下り勾配とする。

給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きと

22 吊　　 金 　　物

23 配　 管 　勾 　配

24 管　 の　 保　 護

土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

給水管、消火管の埋設深さは　　　　　mmとする。又、ガス管の埋設深さは　　　　　mmとする。

25 管　 の 　埋 　設

21 あと施工アンカー

・施工士の適用（第１種、第２種）あと施工アンカー施工士による。

確認試験は、 ・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本)を確認強度  　kNにて行う。

・保温化粧ケース

・　　　　　　　　　　　　　・　

２　完成図（原図・製本・CADデータ）

３　設計図（原図・CADデータ）

亜硝酸態窒素、塩化物ｲｵﾝ､有機物等(TOC)､pH､味､臭気､色度､濁度）　・トルエン）

２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂又は川砂）　・山砂の類

改修工事標準仕様書第２編第５章による。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１、表４．１．１１による。

標準仕様書第２編によるほか下記による。

温風乾燥機能（・有　・無）　擬音装置（・有　・無）　リモコン（・有　・無）

４ 小 便 器 洗 浄 弁

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）

・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

・止水栓付　

１ シ　 ス 　テ 　ム

２ 機 器 の 寸 法 概略寸法とする

・ドライシステム　　・　

・改修工事標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

５ 水　　　　　　 栓

６ 洗　 　面 　　器

７ 標　　 記 　　板

８ 大便器耐火カバー

加熱方式（・貯湯式　・瞬間式）　

・ 節水固定コマ（ ・ 寒冷地対応形　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

方　法　及　び　種　別

空　　　調　　　方　　　式

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

消　火　設　備　の　種　別

ガ　　ス　　の　　種　　別

・ ・ ・ ・

・

・温風暖房 ・温水暖房 ・ＦＦ暖房 ・

・局所換気 ・ ・ ・

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・井水）

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　 　年　　 月　　 日）

・都市ガス（発熱量　　　　　 　KJ/Nm、供給事業者名：　　　　　　　　）
3

3

浄化槽　（・合併　・単独　）

参考図書

　 版）」（以下、「標準図」という。）による。

(2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記の

　 工事仕様は適用しない。

１．共　通　仕　様

(1)図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（機械設備

●長野県建築工事の手引き（以下、「手引き」という。）（平成２４年版）長野県建設部施設課監修

　　　　　　対　象　部　分：

　 工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（

　 最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新

　排水管（ドレン管）　　　　　・ロ　　　　　　　　　　　・　

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト　　・フレキシブルダクト

・屋内消火栓設備（既存） ・消火器 ・

・屋外露出　　　　　・（各機械室）の屋内露出

２階

屋 内

●　冷　 暖 　房 　設 　備

○　空　気　調　和　設　備

●　換　　 気　　設 　　備

●　衛　生　器　具　設　備

●　給　 　水　　設 　　備

●　排　 　水　　設　　 備

●　給　　 湯　　設 　　備

●　消 　　火　　設　　 備

●一式

●一式

●一式

●一式

●一式

●一式

●一式

○一式

○一式

●一式

●一式

・液化石油ガス（発熱量 100,000 KJ/Nm ）

放流先　　　　・公共下水　　　・　

Ⅱ．工　事　仕　様

600

●

○

２ ボ　ン　ベ　庫

３ 消 火 器 設 備 ・図示による

・標準図　施工72による　　本組。　　　・別途（集合装置共）

・標準図　施工73（・(a)　・(b)）による　　・別途

○

・親メーター（・貸与品　・既存品　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）

・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・標準図ＭＣ形　・ 既存品

●

●

●

●

●

・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）　

木造新築 90.05

〇一式○　自　動　制　御　設　備

○　ガ　　 ス　　設　 　備 〇一式

・ ルームエアコン（寒冷地タイプ）

○

01
特記仕様書

12

●

○

空冷式エアコン

％℃26.0 ℃

22.0 ℃

成　行

成　行

30.1 ℃ 66.0 ％

-8.1 ℃ 91.2 ％

※(社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格
※

事務所・宿舎

2024.2.2

茅野市金沢字赤井沢２４７３番１



検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

1

100

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 配 置 図Ｍ
02

12

真北

20

申請建物１

既設メッシュフェンスH=1,200

Ａ－８

Ａ－９

Ａ－１０

以降平面図参照

20mm

既設止水栓

隣地境界線 23.39

1
4
.
1
7

道
路
境
界
線

4,100 600

道路

H=2,930

既設ミラー支柱φ75

既設コンクリート電柱

既設消火栓

既設収納箱

既設重量式コンクリート土留壁

既設アルミフェンスH=800

既設自然石

既
設
掲
示

板

+560

-480

+10
-190

±0

-110

-120

±0

±0

道
路
側
溝 ±0

±0

3
,
4
0
0

3
,
6
4
0

1
,
3
6
5

2
,
4
6
0

11
.1
1

道
路
境
界
線

±0

±0

申請建物２

8,525 1,800

9
0
0

3
,
0
3
0

4
.
0
0

21.65

隣地境界線

BM±0

100

100,20,20

100,20,20

※　　　　　　　　… 埋設標示柱を示す

既存公共下水道取付桝へ接続

（同上ﾎﾞｯｸｽ(MC-1)新設）

M

新設止水栓・私設量水器：２０ｍｍ

20

以降平面図参照

以降平面図参照

既
設
コ
ン

ク
リ
ー
ト

壁
H
=
2
8
0
～

5
6
0

-170

既設下水道取付桝

１５０ｍｍ、深さ１．２ｍ

止水栓：GV-20A(BOX(VC-P)共）

既存給水管へ接続

既存量水器（１３ｍｍ）移設

量水器ボックス：ＭＣ－１

内数値は設計ＧＬを示す

内数値は現状地盤高を示す

配 置 図



冷暖房機器表

換気機器表

名　　称記　号 設置場所 電　源 消費電力 数　量仕　　様

(寒冷地タイプ)

屋外機 … 据置型(40型)　　　　屋内機 … 壁掛露出型(40型)

冷房能力：4.0KW　　　暖房能力：6.0KW　　　　圧縮機出力：1,100W

専用ﾘﾓｺﾝ，　　ﾘﾓｺﾝﾌｫﾙﾀﾞｰ，　　屋外機用据置架台(防振装置付)，

1φ  200V 1ル ー ム エ ア コ ン

3

1φ 100V

FE-3

FE-4 天 井 埋 込 換 気 扇 1階　事務室 (建築工事)

(ﾐﾆｷｯﾁﾝ附属品)

OAU-2

OAU-3 P-13GLF6

P-18GLF6

2階　和室

1

2

天 井 埋 込 換 気 扇 (建築工事)

(建築工事)

FE-5

FE-6

1階　居間・台所

(流し台ｾｯﾄ附属品)

1階　浴室

(ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ附属品)

ﾀﾞｸﾄ接続 本工事

ﾀﾞｸﾄ接続 本工事

ﾀﾞｸﾄ接続 本工事

給 気 レ ジ ス タ ー

給 気 レ ジ ス タ ー

1

1

1浴 室 用 換 気 扇

記号 名称 設置場所 参考型番 風量(m3/H) 静圧(Pa) 仕様 電源 消費電力 数量 24H換気

換 気 機 器 一 覧 表

冷 暖 房 機 器 一 表

(40)

屋外機用転倒防止金具，　　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎（建築工事)

2027年度省ｴﾈ基準達成率100％以上

冷房　960W

暖房　1,430W

低温暖房　3,960W

参考型番　MSZ-HXV4026S

ACR-1

FE-1 天 井 埋 込 換 気 扇 ﾄｲﾚ 1φ 100V

FE-2 更衣室 2防振吊金具、　　ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

パ イ プ フ ァ ン 1φ 100V 22階　洋室

2階　和室

天 井 埋 込 換 気 扇

ﾈｯﾄﾌｨﾙﾀｰ付OAU-1 P-18GLF6

2階　洋室

1

ﾈｯﾄﾌｨﾙﾀｰ付

ﾈｯﾄﾌｨﾙﾀｰ付

1階　事務室

1階　居間・台所

給 気 レ ジ ス タ ー

※（　）内の数値は２４時間換気対応時の数値を示す。

120 70

(40) (30)

3.3W

70 60 防振吊金具、　　ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

(10)V-08PELD7 (3.3W)

ﾊﾟｲﾌﾟｽﾘｰﾌﾞ(100φ)

※　ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁは電気工事に支給とし、電気工事にて取付・配線を行う。

1階 洗面脱衣室

VD-10ZVC7

VD-13ZVC7

(1.6W)

2.5W

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

事務室

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号
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桝 リ ス ト

衛 生 機 器 表

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 器EHW-1 屋外

貯湯ﾕﾆｯﾄ 1φ　200V １

記号 名称 設置場所 電源 数量消費電力仕様

0.91KW（中間期標準消費電力）

1.37KW（冬季高温加熱時消費電力)

（寒冷地ﾀｲﾌﾟ）

塩ビワンタッチフタ

塩ビワンタッチフタ

塩ビワンタッチフタ

塩ビワンタッチフタ

鋳鉄保護蓋（Ｔ－８）＋塩ビ内蓋

９０Ｌ　　　　　　　　１００－１５０φ

９０Ｙ　　　　　１００×７５－１５０φ

　４５ＹＳ　　　１００×１００－１５０φ

　４５ＹＳ　　　１００×１００－１５０φ

　４５ＹＳ　　　１００×１００－１５０φ

９０Ｌ　　　　　　　　１００－１５０φ

９０Ｌ　　　　　　　　１００－１５０φ

塩ビワンタッチフタ

塩ビワンタッチフタ

塩ビワンタッチフタ

鋳鉄保護蓋（Ｔ－８）＋塩ビ内蓋

４５Ｙ　　　　　１００×７５－１５０φ

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－６

Ａ－７

Ａ－８

Ａ－９

Ａ－１０

Ａ－１1

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

小 口 径 塩 ビ 桝

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１既存下水道取付桝

４５Ｙ　　　　　１００×７５－１５０φ

４５Ｙ　　　　　１００×７５－１５０φ

ＵＴＫ　　　　　１００×７５－２００φ 塩ビワンタッチフタ

※桝型式は参考とし、諏訪市公共下水道基準に準拠し施工の事。

桝記号

Ｔ－１

名称

目皿付トラップマス

型式・寸法 参考管底深さ 数量 蓋の種類

ＵＴＫ　　　　　１００×７５－２００φ目皿付トラップマスＴ－２

４

１

鋳鉄保護蓋（Ｔ－８）＋塩ビ内蓋

鋳鉄保護蓋（Ｔ－８）＋塩ビ内蓋

桝 リ ス ト

最大電流　19A

凍結防止ﾋｰﾀｰ消費電力　0.048KW　　　　　減圧弁・安全弁内臓型

浴室ﾘﾓｺﾝ・台所ﾘﾓｺﾝ，　　貯湯ﾀﾝｸﾕﾆｯﾄ脚部ｶﾊﾞｰ，　

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎(建築工事)，　　　他附属部品一式

寒冷地仕様ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ用屋外機架台(防振装置付)，　　　防雪ｶﾊﾞｰｾｯﾄ，　

浴槽循環ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ，　　　　貯湯ﾀﾝｸ・ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ用転倒防止金具，

風呂保温時消費電力　0.115KW

中間時標準加熱能力　4.1KW　　　　　　　冬季高温加熱能力　4.1KW

参考型番　SRT-VK377D

ﾀﾝｸ容量　370L　　追炊機能付(ﾌﾙｵｰﾄﾀｲﾌﾟ)

水側最高使用圧力　193KPa（逃し弁圧力）　　　　通常使用圧力　180KPa(減圧弁圧力）

熱源機よりのﾄﾞﾚｰﾝ管は、地中埋設迄凍結防止ﾋｰﾀｰ巻のこと

(JIS C 9220に基づく表示)

※　ｴｺｷｭｰﾄ据付については、国土交通省告示第1447号に基づき固定を行うこと。

2025年度 省ｴﾈ基準達成率 100％以上

他

４４０

４７０

５３０

５５０／５８０

６４０

６６０／６９０

７１０／７４０

８３０

９２０

９７０

１２００

４００

４００

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名
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備考

階

1

1

1

1

2

2

室　　名

事務所

更衣室

事務室･更衣室　計

居間台所

洗面脱衣室

居間台所・洗面脱衣室　計

洋室

和室

床面積

m2

18.92

2.28

21.20

16.57

2.49

19.06

9.40

9.40

2.40

2.40

2.40

2.40

2.40

2.40

2.40

2.40

気積

m3

45.41

5.47

50.88

39.77

5.98

45.74

22.56

22.56

ｍ

平均天井高 判定換気回数

回/h

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

0.50

判定換気量

m3/h

22.70

2.73

25.44

19.88

2.99

22.87

11.28

11.28

換気種別

第3種換気設備

第3種換気設備

第3種換気設備

第3種換気設備

給気量(A)

m3/h

排気機

天井扇

FE-2

天井扇

FE-2

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ

FE-3

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ

FE-3

排気機による

排気量(B)

m3/h

40.00

40.00

40.00

40.00

換気回数

回/h

0.79

0.87

1.77

1.77

判定

25.44 ≦ 40.00　∴ＯＫ

22.87 ≦ 40.00　∴ＯＫ

11.28 ≦ 40.00　∴ＯＫ

11.28 ≦ 40.00　∴ＯＫ

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31 Ｍ
NO SCALE

給気口よりの

給気口

給気口

OAU-1 40.00

給気口

OAU-2 40.00

給気口

給気口

OAU-3

OAU-3 40.00

40.00

05

12

シックハウス　対策機械換気計算

換 気 計 算 書



衛 生 器 具 表

※　(　　)付の数量は、建築工事にて設置の器具を示す。

器 具 名

CS232BH洋 風 大 便 器

TOTO LIXIL

参考型番

屋

外

合

計

ト

イ

レ

事

務

所

2

1階(事務所)

ト

イ

レ

浴

室

洗

面

脱

衣

室

居

間

台

所

1階(住居)

附 属 品  ・  仕 様

HBC-Z30S 3 1

紙 巻 器 YH117

洗 面 化 粧 台

2

1

3 1

1

CF-32H

他附属部品一式

LDSAS060BAGKG1A 混合水栓(ｴｺｼﾝｸﾞﾙ)，　　　止水栓×2，　　　排水ﾄﾗｯﾌﾟ(S型)，　

他附属部品一式

タ オ ル リ ン グ YT405

洗 濯 機 用 水 栓 緊急止水付

吐水口回転型横水栓 T200SUN13C

止 水 栓

13mm

ミ ニ キ ッ チ ン 各配管接続　　本工事

シ ス テ ム キ ッ チ ン 各配管接続　　本工事

ユ ニ ッ ト バ ス 各配管接続　　本工事

13mm

建築工事

建築工事

建築工事

2

1

2

(1)(1)

(1)

(1)

1

1

3 1

1

(1)

(1)

KF-AA70C

LF-WJ50KQA-U

LF-7R-13-U

2 26

TW11RF

FTV2N-604N

化粧鏡(LMAS060A2GDC1G，MAJX2-602TZJU-T)(二面鏡・ﾍﾞｰｼｯｸLED照明・ｴｺﾐﾗｰ・ｺﾝｾﾝﾄ2個付(許容電力：合計1200Wまで)），

防露式ﾛｰﾀﾝｸ(手洗付)(SH233BN,DT-Z380N)，温水洗浄便座(TCF6544AK,CW-KA32QC)，専用ﾘﾓｺﾝ(乾電池式)，

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31
NO SCALE

Ｍ
06

12
衛 生 器 具 表



検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

株式会社
本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名

南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事

１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

23-0102024.1.31 Ｍ
NO SCALE 07

12

排 水 管 屋内一般 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 JIS K 6741 VP

JIS K 6741 VP

屋内地中埋設部

屋外地中埋設部

給 湯 管 耐熱性塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 JWWA K 140 SGP-HVA

記 号

凡 例

給 水 管

名 称 備 考

上記の他

屋外地中埋設部(上水道直結部 不凍栓まで)

地中埋設部(不凍栓以降) 水道用内外面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

水道用内面塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 JWWA K 116 SGP-VB

JWWA K 116 SGP-VD

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 一種

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 JIS K 6741 VU

ス パ イ ラ ル ダ ク ト 亜鉛鉄板製

φ

地 中 埋 設 標

た め 桝

粉 末 式 消 火 器

※  ﾋﾟｯﾄ内　支持金物はSUS製とする。(但し架台等鋼材は、鉄製とし亜鉛ﾒｯｷ(ﾄﾞﾌﾞ付)品とする。

350×350×450　　MHA蓋

3kg　　ｹﾞｰｼﾞ付　蓄圧式　能力単位　A-3、B-7、C　　設置台共

浴 槽 循 環 管

冷 媒 管Ｒ

Ｄ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 JIS K 6741 VPド レ ン 管

仕 切 弁

給 水 栓

フ レ キ シ ブ ル 継 手

湯 水 混 合 栓

不 凍 栓

上水道直結部　JIS 10K

ﾎﾞｯｸｽ取付共

SUS製

配 管 接 続 口

間接部　JIS 5K

(防火区画・防火上主要な間仕切り貫通部分は、国土交通省大臣認定　(財)日本消防設備安全ｾﾝﾀｰ評定による防火区画貫通処理材を使用のこと。）

冷媒用被覆断熱銅管(保温厚　ｶﾞｽ側 - 20mm，液側 - 9.52mm以下：8mm　12.7mm以上：10mm)

床 上 掃 除 口

ト ラ ッ プ 桝

屋 外 掃 除 口

Ｔ

A型 : 非防水型

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝　    茅野市上下水道局　規定による

塩ﾋﾞ小口径ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝　    茅野市上下水道局　規定による

JIS K 6776 HT耐熱性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

屋内一般

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ・貯湯ﾕﾆｯﾄﾄﾞﾚﾝ管Ｄ ド レ ン 管
HT

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ・貯湯ﾕﾆｯﾄ循環管 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(屋内部分ｻﾔ管工法)

凡 例



書籍スペース+120

GL+100

ｱﾙﾐ玄関ﾄﾞｱ

事務所
トイレ

手
摺
り 3

4

5

2

1

吊戸棚1500

910 1,670 910 910 1,820 1,065 1,820 1,820 910 1,090

755 10,925 2,000

13,680600

4,400 2,885 4,550 1,090

3
,
1
8
5

1
,
8
2
0

5
,
0
0
5

6
0
0

12,925

下駄箱

階段下

別途
ﾛｯｶｰ

事務所

玄 関

事務所

ポーチ トイレ トイレ

ホール

宿舎玄関

+500

+500

+500

+100 +180

+180

外部倉庫

+130

居間台所

+500

+500

1
,
3
6
5

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

910 1,975

外流し

GL+100

宿舎ポーチ

GL+100

+120

下駄箱

浴室更衣室

+500 洗面脱衣室

GL+100

１

１ １ １ １ １ １

２

２

ＯＡＵ

１

ＦＥ ＦＥ ＦＥ ＦＥ

１ １ ２２

ＦＥ

１

ＤＧ

１

ＯＡＵ

ＦＥ

ＦＥ

ＡＣＲ

１

５

４

ＦＥ

６

引戸
(24H)(24H)

D

50

6.35φ×9.52φ，25φ

（屋外露出配管SUSﾗｯｷﾝｸ仕上げ）

25

１５０φ
（ＲＷ：５０ｍｍ断熱巻）

レンジフードに接続

１００φ１００φ１００φ１００φ１００φ

１００φ

１００φ ユニットバス換気扇に接続

２

(24H) (24H)

(24H) (24H)

先部 防虫網25A取付

間接排水口　50A

浸透用砕石　1000×1000×1000

浸透桝　450φ×700H(MHA蓋共)

風呂ﾘﾓｺﾝ

台所ﾘﾓｺﾝ

合計 1階 2階

2 13

記号 名称

粉末式消火器 3kg　ｹﾞｰｼﾞ付　蓄圧式　能力単位　A-3、B-7、C　(設置台共)

備考

消 火 器 リ ス ト

真北

ﾌｰﾄﾞ数量表

換気保温仕様

火気使用場所排気ﾀﾞｸﾄ

一般排気ﾀﾞｸﾄ(ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ)

ﾀﾞｸﾄ名 防露･断熱施工範囲

外壁より2m部分

全面 h･(ｲ)･Ⅸ

保温種別 保温厚

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　25mm

ﾛｯｸｳｰﾙ　 50mm

－

4

2階1階

7

33

11

合計仕様

100φ　SUS製丸型ﾌｰﾄﾞ(ｶﾞﾗﾘ・防虫網付)

150φ　SUS製丸型ﾌｰﾄﾞ(ｶﾞﾗﾘ・防虫網付)2

記号

1

ⅠN･(ﾛ)･Ⅹ

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印

図 名

株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31
1

50
Ｍ

冷暖房・換気設備

１階平面図
08

12



910 1,8202,580 9102,580

1,820 760 910 910 760 1,820

900 8,800 900

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
0
0

3
,
6
4
0

9
0
0

洋室

中段及び

マクラ棚

押入

中段及び

マクラ棚

押入

和室

5

4

3

2

1

手
摺

り

中段及び

マクラ棚

中段及び

マクラ棚

押入

押入

ホール

手摺笠木

（軒の出） （軒の出）

（
軒

の
出

）
（
軒
の
出
）

67

8

9

10

11

12

13

下14

１ １

１１

ＯＡＵ ＯＡＵ

ＦＥＦＥ

３ ３

３３
(24H) (24H)

(24H)(24H)

真北

合計 1階 2階

2 13

記号 名称

粉末式消火器 3kg　ｹﾞｰｼﾞ付　蓄圧式　能力単位　A-3、B-7、C　(設置台共)

備考

ﾌｰﾄﾞ数量表

換気保温仕様

火気使用場所排気ﾀﾞｸﾄ

一般排気ﾀﾞｸﾄ(ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ)

ﾀﾞｸﾄ名 防露･断熱施工範囲

外壁より2m部分

全面 h･(ｲ)･Ⅸ

保温種別 保温厚

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　25mm

ﾛｯｸｳｰﾙ　 50mm

－

4

2階1階

7

33

11

合計仕様

100φ　SUS製丸型ﾌｰﾄﾞ(ｶﾞﾗﾘ・防虫網付)

150φ　SUS製丸型ﾌｰﾄﾞ(ｶﾞﾗﾘ・防虫網付)2

記号

1

ⅠN･(ﾛ)･Ⅹ

消 火 器 リ ス ト

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31
1

50

09
Ｍ

12

換 気 設 備

２ 階 平 面 図



更衣室

+500

ｱﾙﾐ玄関ﾄﾞｱ

事務所

手
摺
り 3

4

5

2

1

4,400 2,885 4,550 1,090

12,925

下駄箱 別途
ﾛｯｶｰ

事務所

玄 関

事務所

ポーチ

宿舎玄関

+500

+180

+180

外部倉庫

+130

GL+100

居間台所

+500

1
,
3
6
5

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

910 1,975

GL+100

宿舎ポーチ

GL+100

+120

下駄箱

上部棚板

外流し

浴室

上部棚板上部棚板

GL+100

ホール

+500

+500

洗面脱衣室

階段下
書籍スペース

+500

トイレトイレ トイレ

50 20,20

20,20

20

10φ×2

100 100

ヒートポンプユニット

貯湯ユニット

20

100 100 100

20
20

201
0
0

20 201
0
0

1
0
0

50

20

COA-80

75(天井配管)

不凍水抜栓：20A×600L(BOX(VC-6)共)

VC-80

COA-80

50

20

75

100

1
0
0

20,20

50

100

COA-80

洗濯機用排水金物

75

Ｔ

Ｔ－１

Ａ－１

Ｔ
Ｔ－１

Ａ－２

ＴＴ

Ｔ

Ａ－７ Ａ－６

Ａ－５ Ａ－３

Ｔ－１Ｔ－１

Ｔ－２

Ａ－４

給 水

給 湯

水 抜

ド レ ン

20：GV

50

2
0

20

20以降配置図参照

50

貯湯ユニット廻り

50：間接排水口

間接排水口 50φ

75

20：GV，FJ(300L)，水抜 20GV，吸気弁

20：GV，FJ(300L)，吸気弁

不凍水抜栓：20A×600L(BOX(VC-6)共)

天井裏まで立ち上げ　75mm

１

ＥＨＷ

１

ＥＨＷ

以降配置図参照

以降配置図参照

D
50HT

50HT

※　　　　　　　… 屋外露出給水・給湯管　…　自己制御型凍結防止帯（ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付）巻 + 保温 + SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上

※　　　　　　　… 埋設標示柱を示す

不凍水抜栓：20A×600L(BOX(VC-6)共)

75

D-50

350×350 H=450

MHA蓋共

不凍水抜栓：20A×600L(BOX(VC-6)共)

ため桝

吐水口回転型横水栓　13mm

不凍水栓柱　13mm×1500L

不凍水抜栓：20A×600L(BOX(VC-6)共)

吸気弁　15A 吸気弁　15A

※　浴槽循環管の屋内部分は、専用凍結防止ﾋｰﾀｰを挿入のこと。屋外露出部分は、凍結防止ﾋｰﾀｰ巻の上 保温・SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとする。

吸気弁　15A

吸気弁　15A

吸気弁　15A

※　給水・給湯配管で屋外露出となる部分は、凍結防止ﾋｰﾀｰ巻の上 保温・SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとする。

※　ﾋｰｯﾄﾎﾟﾝﾌﾟ・貯湯槽ﾕﾆｯﾄ廻り配管は、凍結防止ﾋｰﾀｰ巻の上 保温・SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げとする。

浴槽循環管

検 印 設 計 年 月 日 図 面 番 号縮 尺 整 理 番 号 図 名

本　　　社　TEL 0268-22-8700(代)　FAX 0268-27-5382

佐久営業所　TEL 0267-67-2987(代)  FAX 0267-68-0660

長野県上田市住吉55－2訂 正 工 事 名
１級建築士事務所　長野県知事登録（上田）N-78311号

１級建築士　大臣登録第292990号　　小福田　洋　　印株式会社南信森林管理署諏訪南森林事務所建築工事 23-0102024.1.31
1

50
Ｍ

10

12

給 排 水 設 備

１ 階 平 面 図
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施 工 要 領 図 １

地　中　埋　設　標　参　考　図

１．使用区分は、舗装部分はコンクリート製又は鉄製とし、その他の部分は

　　コンクリート製とする。

　　曲がり部分の例を示す。）

３．鉄製の頭部は、用途及び矢印の表示がある物とする。

４．監督員の承諾を得てプラスチック製の表示杭を使用してもよい。

５．上記により難い場合は、監督員と協議する。

２．頭部は上図の例により、マークを彫り込み、色別表示する。（上図は、

（コンクリート製）

排　水：黒

　油　：赤

ガ　ス：緑

飲用水：青

表示の色別

雑用水：黄

消火水：赤

（鉄　　製）

10

100

1
0
0マーク

ペイント
100 ×300～600

指示による

埋設マーク

ＧＬ

7
0

3
0
0
～
6
0
0

25φ

舗装面

面取り

凍 結 防 止 帯 巻 参 考 図

温度検出部の開閉容量が、発熱部合計の容量より小さい場合はリレー回路を設ける。

温度検出部の設定温度は-5ﾟCから+2ﾟC位の範囲で可変とし、特記ないかぎり

2.

3.

1.　　凍結防止帯の長さが図示されていない場合は、上図を参考にする。

凍結防止帯

F
PL

TH

Ｈ

表 示 灯

電 源

(非加熱帯の塗装は、赤外線を有効に吸収するように黒又は黒に近い色とする。)

電球による場合　 : 電球は赤外線を有効に放射するものとすること。

電熱線による場合 : 温度上昇に伴い消費電力が減少する自己制御ﾀｲﾌﾟの電熱ﾋｰﾀｰとする。

通電は、管等の表面温度又は外気温が凍結温度以下となった場合のみとする。1.

2.　　ｻ-ﾓｽﾀｯﾄの位置・種類及び保温の仕様は　監督員と協議のこと。

3.　　保温材は　ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ 又は ﾛｯｸｳ-ﾙとする。

4.　　給湯用のﾋ-ﾀ-は、耐熱温度が100ﾟC以上の被覆材の製品とする。

Ｄ

0ﾟC以下となった時にONとする。

             (外気温により凍結の危険を予想する方法)
温度検出部 : 表面温度を直接検出させるか又は外気温による

発熱部 : 自己制御型凍結防止ﾋｰﾀｰ又は熱線電球

ﾋｭ-ｽﾞ
Sw　手元ｽｲｯﾁ

小口径塩ビ桝参考図土 中 埋 設 管 の 布 設 参 考 図 不 凍 栓 取 付 参 考 図 （ Ｖ Ｃ － ６ ）

φ

必要に応じて、平板ブロック(300×300)を入れること

流れ方向

サンドクッション

小口径桝本体（形式は図示）

VU-VP変換ソケット

硬質塩化ビニル製ふた

（鎖付）

Ａ

1
0
0

1
0
0

１．給水管と排水管が平行する場合、原則として両配管の水平距離を500mm以上とし、かつ、給水管は

Ｌ：施工計画書による

ｈ
（
掘

削
深
さ
）

1
0
0

1
0
0

管上面

管下面

埋戻しは、30cm毎に転圧を行う

余盛（舗装のない場合）突き固め

サンドクッション（砂）

埋設表示テープ
（アルミ又はビニル製。幅50mm以上、用途を表示のこと）埋設土

100φ以上の玉石は
混入しないこと　

Ｌ

　　排水管の上方に埋設する。

２．給水管と排水管が交差する場合も、同様とする。ただし、給水管が凍結深度以下となる場合は除く。

３．排水管については、埋設表示テープは不要とする。

４．埋設給水管(HI管)の分岐、曲がり部には、必要に応じてスラスト防止処置を行う。

５．根切り深さ1.5m以上の場合は、山留め工事を行う。

Ｈ
（
管
埋

設
深
さ

）

約
1
5
0

ＳＤ－１

鋳鉄製防護ハット（蝶番式、又は、鎖付）

塩ビ製内ふた

面取り

指示による

台座リング底部まで

立上り管（硬質塩ビ管ＶＵ）

コンクリート巻きを行う

1
0
0

Ｂ×Ｂ

φＡ

ＳＤ－２

ＳＤ－１・２

名
札

１．コンクリート巻部分には必要により鉄筋（D10）により補強する。

※　Ｈは、凍結深度以深とする

２．アスファルﾄ舗装部分に入る場合は、すり付けとする。

200mm内外

ＧＬ

指示による 面取り

400×400

鋳鉄ふたＢ１(150φ)

(樹脂製ふたの使用は監督員と協議のこと）

名札（水抜き箇所を示す）

砂利又は砕石

硬質塩ビ管(JIS K 6741 VP 200φ以上)

砂利又は砕石（粒度25－40）

砂は入れないこと

5
0
0

600×600

Ｈ
（

埋
設
深

さ
）

2
5
0

1
0
0砕石又は砂利

Ｔ－25

記号 管底

150

150

350

200

200

400 500

300

300 硬質塩化ビニル製ふた

塩ビ製内ふた＋防護ハット
ＳＤ－２

ＳＤ－１

(耐荷重は図示)

ふ　　　　たＨ≦1200 1200＜Ｈ≦2500 2500＜Ｈ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｔ－14

Ｔ－８

防護ハット種類

　　箇所は図示による。

１．桝の深さがGL-1,500mmを超える合流桝については、要所に国土交通省仕様の桝を設けること。設置

　　において段差を生じないようにする。

２．排水管がＶＰ管の場合は、桝本体との接続にあたり変換用のソケット（ＶＵ－ＶＰ）を用い、管内

　　にする。（防護ハットの耐荷重は図示によるが、図示なき場合はT-8以上とする。）

３．車輌の乗り入れが予想される場合は、鋳鉄製の防護ハットを用い、桝本体に荷重がかからないよう

　　高さでコンクリート巻きを行うなどの横ずれ対策を講じたものを除く。

４．防護ハット周囲はコンクリート巻きを行う。ただし、アスファルト舗装面では、舗装厚さを除いた

５．コンクリート巻部分には必要により鉄筋（D10）により補強する。

　　規格による。

６．桝及びふたの性能については、原則として、「日本下水道協会」規格又は「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ﾏｽﾏﾝﾎｰﾙ協会」

７．公共下水道へ放流する場合は、下水道事業者が定める排水基準等による。

L
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不 凍 水 栓 柱 取 付 参 考 図

上部振れ留め金具

上部振れ留め金具

貯湯ﾕﾆｯﾄ

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ

浴槽

2
2

BA

1

C

ヒートポンプ給湯器（エコキュトート）廻り参考図

天井扇取付（振れ止め）参考図

GL

砂利又は砕石

600 x 600

5
0
0

6
0
0

1
,
5
0
0

スパイラルダクト

天井扇パネル

４点吊り

※  浴室及び厨房の天井裏等の湿度が高くなると予想される部分の

吊り金物及び支持金物は、SUS製とする。

施 工 要 領 図 ２

A　　貯湯ﾕﾆｯﾄ・ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ間

B　　浴槽直焚き管

 　　銅管　10φ×2

 　　銅管　10φ×2

　　　　　 凍結防止ﾋｰﾀｰ巻＋保温＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上

C　　ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ用ﾄﾞﾚﾝ管

　　 HT

　　　　　 凍結防止ﾋｰﾀｰ巻＋保温＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上

　　　　　 凍結防止ﾋｰﾀｰ巻＋保温＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上

　　　　　 (屋外露出部分：凍結防止ﾋｰﾀｰ巻＋保温＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上)

　　 HT

　　　　　 (屋外露出部分：凍結防止ﾋｰﾀｰ巻＋保温＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上)

　　　　　 凍結防止ﾋｰﾀｰ巻＋保温＋SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上

振れ止め

天井扇

不凍水栓柱・不凍給水栓

プラスチック化粧カバー付

D　50 D　50

2　　PF16φ＋EM-CEE-1.25-2C

D　　ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ用ﾄﾞﾚﾝ管

1　　PF16φ＋EEF-2.0-3C


